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Ⅲ一息 論文 ⑳学会発表

ここに収められているのは, 本科研関連の研究論文, 学会での発表原稿 (予稿),シンポジウム等

での資料である｡

それぞれの初出に関しては, 第 Ⅰ章 ｢本科餅の概要｣の中の ｢本科研による研究業績一覧｣の項を

参考にされたO.
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Sldmmary

Adistance-learninguniversityclasslinkingKyotoUniversitywithNarutoUniversityofEducationhasbeenheldfor

threeyea'TSSince2003.Studentsatbothuniversitiesdiscussvariousself-appointedtopicsconcerning"education,"

usin'gonlineelectronicinformationmedia.Forcommunication,synchronousandasynchronousinteractivemedia

(videochat,bulletinboard,Chatandvideoconferencesystems)WerepTePaT.ed.Thisis"aclasscreatedbystudents";

theteachingstaffsuppressesinterventionwiththestudents｡Atthepresentstage,however,wehavenostablemodelof

this鮎me,inwhichmutuaiityofteachingandlearningactivitiesprogresses,as"learningstructure".Ourteachingstaff

attemptedtocreatethelearningStructuresthroughcontinuousandperiodicsupport,andappropriatemanagementof
●

difFiCulties.ThepurposeOfthisarticleistodiscusstheprocessofcreatingleaTnlngStructuresOnthebasisof
●

educationalpractice.Theprocessisclassifiedintotwotypicalcategories:1)continuousandstablestructurecreation,

and2)non-continuousstTuC餌TeCreationthroughunexpectedevents.Typicalcausesareenumeratedanddiscussed

fromtheperspectiveof旦abelingarisingfromintercollegiate-culturaldifferences,establishmentofeachstudent'srolein

agroupandsoon.

頂.はじめに

2003年度から3年間､京都大学と鳴門教育大学をインターネット回線で接続し､ビデオチャットを利用した遠隔授

業 ｢京都大学 ｡鳴門教育大学バーチャル ｡ユニバーシティ (KNV:Kyoto-NarutoVirtualUniversityofEducation)｣(以

下､"KNV卵と略す)を開講 ｡実施した｡KNVは､過去 (1999-2001年度)に京都大学が慶慮義塾大学と共同で実施し

た遠隔連携ゼミ ｢京都大学 ｡慶鷹義塾大学遠隔連携ゼミ (聞 :Kyoto-KeioJointSeminar)｣(以下､`̀K貯 'と略す)

を踏まえた授業である (たとえば､田中､2004;禰藤ら､2001)｡閲 では､京都大学､慶鷹義塾大学で行われる通

常講義のほかに､.両大学に共通の非同期一双方向性のオンラインメディアである電子掲示夜を周意し､双方の受講生

にオンライン上で議論をさせた｡加えてオンライン掲示板の補完としてオフラインで合同合宿を行った.つまりK和

はオンラインとオフラインの相互補完的併置という基本設計のもとに行われた.一方､KNVの設計上の特質は､コ

ミュニケーションのすべてをオンラインで構成したことにある｡この設計は､これまでオンラインがオフラインの代

替品とみなす疎外論的発想を持っている限り､電子情報メディア革新が既存の教育閑適領域総体を構造的に変えつつ

あることをうまく捉えられない (田中∴2003)､というK町 での反省にもとづいている.

KNVは教育に関する専門教育であり､その授業理念は､｢教育の実践と理論について議論を深める｣ことである.

つまり､｢学生が半由覚的に保持する (教育に関する前理解)に働きかけて､これを反省をふまえた く理解)に高める｣
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ことが目標である｡ また､K関では利周されなかった ｢同期｣オンラインの協調学習のツールとして､ビデオチャッ

トが導入されてむ､る｡KNVは議論のテーマとして ｢教育 に 関すること｣とも､う大きな枠組みのみを設定し､それ以外

は基本的に学生に進行を委ねた学生主導型の授業である｡

吉田 (宴oo且)は､｢技術的な先進性は教育の先進性 とは 無 関係｣だとして､従来の授業の延長線上に遠隔授業が設

計 ◎実施されるべきではなく､｢インタ-ネッ恥を利周することによる教員の効果とは何かが関われるべきであろう｣

とももう｡また､神藤 (2003)は､目的を基準にしてeラ-ニンダを分類 して､①通常墜業の代替としてのeラ-ニン

ダ､②通常授業のサボ- トとしてのeラ-ニンダ､③新 Luも可能性としてのeラ-ニンダ (質のよももコンテンツや高

度を機能を持ったコンテンツを持つもの､文化体験の実践などの新 しも､場を提供するもの)の3つを挙げて態もる.

閑 や 臆紺Vは､苦悶 の指摘に応える試みであると共に､禰藤のWう③に位置づけられるであろう｡

望 ｡ なぜ ;.･:I;:atW.tt.tJ!･, -㌘ ほ 昌 博 抽 ?.I:it構造殿構造化 ､きちqJ.藩 河する薄掌が量る鵜か

田中 (2004)によ る と ､学生主導型授業には､(丑学生を参加させる授業､(参学生が参加する授業鴇③学 生 に 構 成 さ

せる授業､④学生が構成する授業､とも､う4つの形態がある｡この順序で学生の授業構成-のコミッ 牛の 度 合 も､は 深

くなるが､さらに､相対的にみて､①②には､なお教属が準備 した授業計画の枠に学生たちが参加 し､ 授 業 が 進 ん で

Wくとnう達成 (タスク)重視の色彩があり､これに対 して､(彰④には学生たちがより穫極的 ◎由覚的 に 授 業 に 慧

ミッかするプ田セス重視の色彩がある｡学生主導型授業における授業者の設計に着目するなら､闇 Vは④の性格が強

いといえよう｡

学生主導型授業のうちKNVのような ｢学生の構成する授嚢｣では､教授 ◎学習の相互行為が遊行する枠組み (こ

れを ｢学びの構造｣と呼ぼう)については､一斉授業による授業などとは異なって､安定したモデ馴 孟なU､.このよ

うな授業では､どのような学生がどのような条件でどのような教農と出会うかによって､構造の構造億の有 り棟はそ

のつどに異なってくるからである.

KNVにおももても､教師集団は､最初の時間にできあがった ｢学びの構造｣(相互行為の使方)を土台にじ等､日常

的持続的な働 きかけ (学生のイニシアティブを認め促 し支えることなど)や定例化 した働きかけ (授業の後に必ず反

省会を行うなど)やハプニングの克服 (機器の政障､ 3淀事件 (後述)へ介入することなどの)を通 じて､三の構造

をじょじょに構造催 して箇もった.KNVでは､このような学びの構造の構造億によって,授業が構成されたのである｡

さらに柳 テ加えるなら勺監NVでは､｢学びの構造 の構造化｣を学生か由覚的に体験することそれ担体が､重要な授

業目標でもある｡それは､次のような理由による｡ KNVでは､遠隔連携ゼミによって､めざされ苛む為るものはb(a)

内容♭ベルでは､教育に関する ｢前理解｣を検討して ｢理解｣にまで高めることであり､(b)メタ♭璃)臣では､ヨミ且

ニケ-ションの成立につむ､て､体験的な理解を深めることである｡

たとえば ｢教育｣は ｢コミュニケ-ション｣の特殊な場合であるから､(b)で得 られた ｢コミ且ニケ-彰ヨン｣に

関する体験的理解は､(a)の ｢教育｣に関する理解を体験的レベルで深めるものとなる｡このような形で､(a)と (b)

とは互も､に閑適している. それゆえに､KNVの場合､｢学びの構造の構造化｣は､ただたんに授業の安定した構造がで

きあがる形式的な過程であるばかりではなく､学生が授業構成に参与することによってコミュニケ-ションのあり方

を深 く体準 じ､これを教育に関する理解につなも､でも､く過程でもある.その意味では､KNVにおける授業構造の構造

脚 ま､授業内容とも密接に閑適する実質的を過程晋もある.私たちは､このようなものとして ｢学びの構造の構造偲｣

に着目するのである｡

:.-3,琶玉髄rt.打乃授業デ曹<jfン

乳濁 KNVの概要

K因Vは､京都大学 (以下､舶京大押と略する)の授業 ｢遠隔教育演習｣と鳴門教育大学 (以下句 場̀ 数太"と略す

る)の ｢教育をステム分析演習 HJi)の両者を同期させた講義である｡2㈲5年度の担当教贋は､京大側 5名句場数大磯

5名で あ っ た . 授業スタッフは､講義の進行のほかbビデオチヤツ缶などの磯静準備bビデオ撮影馬電子掲示蔵の審
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き込みに対するフォローなどを分担して担当した｡この授業では､京大側､場数大側の受講生それぞれが 3つのグ

ループを作 り､オンライン上で ｢教育に関する｣テーマを議論する教育に関する専門教育である｡2005年度の授業ス

ケジュールを表3｡1に示す｡

表3.3 2005年度 KNVの投業スケジュ-ル

内 容 備 考

第 1回 (4n3) ガイダンス (趣旨説明) 機器接続テス 下

第 2回 (4/20) テーマ決定に関して各大学で議論 (1回目)

第 3回 (4/27) テーマ決定に関して各大学で議論 (2回冒)機器億周法説明 終了後コンパ

第 4回 (5/ll) 全体で自己紹介 (テレビ会議システム)ビデオチャット (1回冒) ビデオチャヅト接続不良

第 5回 (5/18) ビデオチャット (2回冒) -ヰ

第 6回 (5/25) ビデオチャット (3回冒) ～

第 7回 (6/1) ビデオチャット (4回昌)

第 8回 (6/8) ビデオチャット (5回冒)

第 9回 (6/15) ビデオチャット (6回目)

第10回 (6/22) ビデオチャット (7回冒)

第1且回 (6/29) ビデオチャット (8回冒) 各班の議論のまとめ

第12回 (7/13) 全体討論 (テレビ会議システム) 各鼓の発表および質疑応答

※ 6/30-7/14:ウェブサーバー遮断､7/5-8/30:臨時電子掲示板設置

第 且回は各大学で授業についてのガイダンスを行った｡カメラやビデオでの撮影許可､授業後インタビューの実施

についても確認したが､京大側の受講生に関しては､受講期間前に実施された講義のオリエンテーションによりある

程度内容が伝わっていたため､これらに異論を唱える受講生はいなかった.鳴教大との接続テス トを兼ねて､自己紹

介および全体討論で利周するテレビ会議システムの見学を数分実施したが､ビデオチャットの経験者が殆どいなかっ

た受講生達にとっては､実際にリアルタイムで遠隔地と接続されているテレビ画面を見ることが本授業への動機づけ

にもなったようである｡

第2-3回はビデオチャットで議論する内容やテーマ､珪分けなどの具体的な方法について､各大学に分かれて学

生主導で議論を行った｡この議論の際､司会や書記などの役割分担についても､教員から格別に指示されることはな

く､学生達が必要に応じて役割を分担していった｡学生たちの議論を通じてそれ以後の討論のテーマとして挙げられ

た項目は､授業後､教員周に準備されたメーリングリス 机こよって両大学の授業スタッフによって共有され､双方の

学生にも翌週の授業の冒頭に伝えられた｡第3回目の授業終了後､京大側では授業スタッフ､受講生を交えたコンパ

を行った｡ごくささやかなものであるが､京大側のスタッフー学生間､あるいは学生間のコミュニケーションの促進

を図ることのほか､鳴敦夫の受講生 (現職教員や大学院生)と議論することや機器操作などについての受講生の不安

をあらかじめキャッチしたり､かれらの細かい疑問に応 じたりする良い機会ともなった｡第4回目のビデオチャット

での議論開始までに､両大学のスタッフと受講生金属が由己紹介文 (ワープロで1ページ程度)を作成し､ウェブ掲

示板にアップロー ドした (5/9締切)｡これは､-昨年度 (2003年度)のKNV実践の反省を踏まえたもので､未知

の飽人同士がコミュニケーションを始めるにあたって､事前にある程度のお互い同士についての情報を共有しておく

というねらいがある｡

第4-且1回 (計8回)は､各鼓に分かれ､ビデオチャットを介して京大一鳴教大間の議論を行った｡第4回目前半

は､事前にアップロー ドされたファイルを出力して配布した上で､テレビ会議システムを周いて全受講生が参加した

自己紹介の場を設けた.さらに勺ビデオチャットの鼓の組み合わせを決定し､各鼓別室に分かれてビデオチャットで
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議論を行った｡ビデオチャット終了後､毎回受講生全員が集まり､15分程度の反省会 (授業後振 り返 り)の時間を

もった｡

第4-6回目まではビデオチャットを接続する機器 (ゲ- トキーパ-)が不調で､やむなくチャット､電子掲示板､

‡p電話などで議論を行った｡また､7/6はサ-バ-遮断のために休講を余儀なくされた｡これらの機器 トラブル

については後述する｡

第12回は､各大学の受講生が一同に会し､テレビ会議システムを周いて各鼓での議論内容を発表する全体会を行っ

た｡直前のサーバ-遮断措置のために､当初7/射こ電子掲示板 (『KNV教育学会』のペ-ジ)に提出予定であった各

班の発表レポー トは､臨時にスタッフが周意した電子掲示板 (ブリ-のレンタル掲示板)へ発表当日の7/且3までに

提出することとなった｡事前の計画では､各鼓の発表時間は20分間 (発表15分､質疑応答5分)としてされていた.

しかし､予期しない遮断のため､受講生は､この全体会までに各鮭の発表レポ- トを読むことができなかった.そこ

で､まず､各鼓のそれぞれの大学の代表者が発表し､次いで､それに対する質疑応答の時間を設けることとなった｡

授業期間終了後､全受講生 (19名)を対象として､ 1名当たり約 五時間のインタビューを実施した (7/且9-22､

25､29)｡インタビュワ-は､スタッフ2-3名が交代で担当した｡また､京大側の受講生のみには､レポ- ト課題を

与えた (締切7/31)｡テ-マは 描遠隔教育演習』を受講した感想｣で､ウェブ掲示夜 (『KNV教育学会』のペ-ジ)普

たは直接電子メ-ルでスタッフまで提出とした｡8月5日にKNVのウェブサイ トを閉鎖した｡

3/,1::盛講黛詫こついて

京大側の授業概要をこよれば､受講対象者は､教育学部の2｡3回生である｡ 12名が受講し､そのほとんどは2回生

であり3回生､4回生が各 1名であった｡教育学部は入学定員60名の小さな所帯なので､2回生の10名は入学時から

互いに面識があった｡場数大側は､現職教員 ｡大学院生が受講対象であり､7名が受講した.ビデオチャットにおけ

る議論での渡分けは表3｡2の通 りであるが､従来現職教員が中心だった鳴教大側の受講生は､例年に比べ人数その

ものが少なく､またそのうちの現職教員も2名のみでごく少なかった2)｡そのほかはス トレ- トの大学院生であるが､

昨年度と比較すると教員への指向性が強かった｡また､今回は京大と鳴教大の人数のアンバランスについても一考の

余地があると思われたが､この点は､受講生の理解や工夫でほぼ特別の問題もなく議論が進められた｡欠席者のため

に鳴教夫側が 1名となる回もあったが､オブザ-バーとして参加 していた大学院生が飛び入 りするなどして､何とか

対応した｡

索3､2 ビデオチャい丹･で酌il.,T.蔓.骨け

京都大学 鳴門教育大学

1鼓

2淀

3鼓

5名 2名

(内1名が4回生) (現職教員不在)

4名 2名

(内 1名が 3回生) (内 1名が現職教員)

3名
3名

(内1名が現職教員)

表3｡3に示すように､両大学の受講生にはあきらかな文化的差違がある｡たとえば､京大の学部生は学問志向 ◎

理 論 志向と位置づけることができるが､場数太側は､教育実践や現場経験のある現職教属や､年齢が相対的に高く教

戯 志 望の強い大学院生によって構成されて転､る｡ このように､過去 2年と比乾 して場数夫側の現職教虞の受講生数が

少ないため､今年度は 『教師一学生』と魁､う対立 構造はこれまでと比較すると強くをも､といえるかもしれない｡以上､

両者の異質性に焦点をおいて述べたが､ともに教育学を学ぶ立場であること､教育に対する興味をもつとももう点では､

両者の多 くの部分は､文化的に同質である｡

KNVは､この受講生の関係にさらに両大学の教農も含めた､多重の関係性 (禰藤 ら､窒oo且)によって編まれた､学
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間 ｡教授文化の交換 申討論の場である (図3｡且)｡従来型の一方通行型の授業に慣れ親 しんできた教員にとっては､

お互いの教授法などに関する理解にもとづ く意見が日常的に交わされ､その相違点に気づかされることも多い｡この

意味で､KNVは､実質的な教育能力開発 という意味でFDでもある｡

初めて出会 う者同士で議論を希 うには､文化的差違や第一印象などに起因するも､わゆる ｢ラベ リング｣の問題を適

えて､｢直接的な｣人間関係を構築することが必要 となる3)｡オンラインによるこの授業では ｢教育に関する｣テ-冒

を議論するのだが､このような議論 (あるいはコミュニケーション)の成立前操は､構成戯禰宜の議論への率直なコ

ミッ缶メントであ り､それを可能にする直接的な関係なのである｡ 第 一印象による偽者理解の理不尽な拘束は､この

直接的な関係の成立､なお､しコミュニケーションの進展にとって､あきらかな障害である｡ 後述の 『3渡事件』のよ

うに､毎分 由身の枠組み (たとえば ｢現職教贋であること｣)を対象機できな魁､こともまた､このような進展の障害と

なる｡

衷3｡3 両東学受講生の文鰭的差異

京都大学 鳴門教育大学

学部学生

書 く文化

高等教育

学問志向 (理論)

教えられる側

健代 (低)

現職敦展 ｡大学院生 (混在)

話す文化

初等 ｡率等教育

実学志向 (実践､経験)

教える儲

澄代 (高)

図3｡領 学問 ◎教授文飽碍交換 ◎討論の噂と』官釣銘悶V

-:ti9..5 拒審芸こても､･て

琵NVは､関 の合宿のようなオフラインの共同学習を食んでおらずももっぱら同期 ◎非同期のオンラインの共同学

習 のみで構成されて魁為る｡また､SCS利周公開授業検討会撃等互D監プ田ジェタ 恥 (田軌 2榊3)での経験を踏ま

え ､ 巨 大で特別な設備でな くbパソコンを基本 とし､汎周性が高く経費を抑えた設備を利頗 した｡

① ビ デ オ チヤツ樟 両大学の受講生間で議論を衛 うツールとして､ビデオチヤツか (ネッかミーティング (マ宥タロ

ジ フ か社))を利潤 した (写薬 3｡且左)Oビデオチヤツ机二必要をウェブカメラ､∇イタロフォン､スピーめ､イン

タ-ネッか回線への接続などの準備は､授業前にスタッフ側で希った｡ビデオチヤツ机ま本来インターネット上の 且

対且の汲方向コミ且ニケ-ションツールであるが､本授業ではダ)レ-プ関での議論に利潤 した.ダ)沙-プの構成戯金

属が画面に収まるように利属 されてももたため (例外的に鳴散大の 3鼓だけは発音者のみにウェブカメラを和 するともも

う方法をとった)､一般的な僚周 と臆駿すると発言者の表情が捕 らえに宅宅句映像の情報慶はかなり乏しももとも甘える｡

-23-



京都大学高等教育研究第11号 (2005)

以下の②および③は 『京鳴バーチャル教育大学』という名称でウェブサーバー上に準備されたウェブサイ トである

写真3∴; …｡:デすすや､二日､の格子･(左).:I;.テレビ台試‡㌦笑.;71ム告別月i鵜.,･た討論 (おう

(図3｡2)｡本サイ吊ま利周形態においては､授業関係者のみに限定された閉鎖的 (タロ-ズ ド)なサイ トでありb授

業スタッフ､受講生のみにIDとパスワ- ドが与えられた｡

図3.2 ウェブ+jp"イ ト 『京鳴バー-一､･.チャル教育東学』｡『韓 .十 三･一･3碩登 窒上 障 り-.･トー.

ク』､『臆NV教育学余れ『KNV肉よ委員会』脇 よ､電子掲示板)と 『井戸端会議』

(チャット)が周意されている

(参電子掲示板 :議論を行うための電子掲示板が各班に且つずつ準備された (『第且◎2◎3掲示凝』)｡また､『フu-

卜-ク』や 『KNV教育学会』､『KNV向上委戯会』 と名付けられた受講生共有の掲示板 も周意されたoこれらの電子

掲示板はファイルの添付が可能となっている｡

③チャット:『井戸端会議』と名付けられたチャットが周意された.電子掲示板と同様に､チヤツ机ま講義以外の時間

での僚周になるが､同期ツールのため､受講生たちはオンライン上で入室しても誰もいないという ｢すれ違も弓を繰

り返していた｡そこで､後述するように､たとえば且班は､このチャットでの集合日時を予め設定して､授業時間外

での議論に利用 していた｡
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④テレビ会議システム :ビデオチャット開始前の由己紹介 (第4回)､および全体討論 (第且2回)の際に､,テレビ会議

システム (ポリコム社)を利属した (写真3｡且右)｡

ま た ､ 今 年度は､ビデオチャットの不調により､臨時措置として｣時約にフリーのiP電話 (Skype)をも導入した｡

授 業時間中のスタッフ間の情報交換や連絡には‡P電話やチャットを利周した｡授業期間中､両大学スタッフで共有

されるメ-i)ングリス 机こより､毎回の授業内容報告､業務連絡なども行った｡

亘∴ ノミトj{kjrに藷:L予量 F学び蔦韓遠島葦這鰹｣ :'よ､.どltJ･:;I.よ うに蓮華 しタ軽鮮 L･た(73か

田中 (2003)は､KNV実践を通じてじょじょに由覚されて きた 実 践 的 課 題として､｢教育目標｣の記述をよりも､っ

そう具体的で明断なものにすることを挙げている｡KNVは､ ｢ 教 育 に 関 す る 専 門教育｣であることを前提として､｢学

生が半由覚的に保持ずる く教育に関する前理解)に働きかけて､こ れ を 反 省をふまえた く理解)に高める｣ことを目

標にしてむ､る｡それでは､学生はKNVを通じて具体的には何をどう学ぶのだろうか｡この点につも､て､実践を通じて

よ り い っそ う 具 体 的で明断な見通しを付けなければならないのである｡以下､この点について考えてみよう｡

こ の 授業 で ま ず め ざされるべきは､受講生同士が議論を通じて教育に関する前理解を理解へと深めることである｡

しかし､後述 の 退 fj､教育･'.1=ついての何かの具体托なテーマi.,=ついて培い合意が成立したといった形で議論が ｢薄

まった｣と言も､切ることのできる波は､今年度はあまりなかった｡これが課題であるとすれば､この課題は､例年に

もまして今年度は未達成である｡

通常の授業やは､あらかじめ一定の理解されるべき内容が設定されており､その正確な伝達がめざされる｡ この授

業では､このような形での伝達 ｡理解がめざされているわけではない0｢教育に関する理解｣とは､さまざまなテーマ

に関する議論を通して､受講生がそれぞれの教育に関する前理解を理解に深めることを意味する｡ この課題が達成さ

れたかどうかについては､インタビューなどを通して､可能な限り検討を加えなければならない｡

次に､学問 ｡教授文才との若干異なる集団どうLでの議論を通じて､コミュニケ-ションについて学ぶという目標が

ある｡ この目標を達成するためには､具体的に遂行されるコミュニケーションにおける構成農の役割分担やラベリン

グについて､自覚的になる必要がある｡また､毎分の視点以外にもさまざまな人々の多 くの異なった視点があること

に気づき､それによって由らを相対化し､毎分の理解を変容させるような ｢脱中心化の気づき｣が求められる｡ここ

でも､この一風抽象的な目標設定が妥当であるか香か､この達成は何によってどう評価されるのかなどについて､検

討を加えなければならな魁-｡たとえば､後述するように､今年度の 且班では､議論は十分に内容的をものにまでは発

展 しなかった｡つまり､コミュニケーションのありようについて意識的由覚的に苦閑し､それなりにコミュニケー

ションが取れるようになった時点で､さらに議論を質的に深めることには向かわず､教育やコミュニケーションに関

するそれ以上の理解の変容には向かわなくなった感がある｡ これは､所期の目標の達成事例といえるのだろうか｡こ

れについても後で詳しく議論することとしよう｡

以上の学びのはか､この授業では次の二つのような学びも期待されている｡この期待の妥当性についても､後で検

討を加えることにしよう｡

且)この授業では､受講生たちは､尊えられた制約条件の中で､毎分たちで授業を構成することを学ぶはずである｡

まず､議論やコミュニケーションをオンラインのツールのみを優って行うという制約があるが､受講生たちのこの別

約-の主体的対応に着目する必要がある｡のみならず､この授業の 時 間 設 計には､講義時間内 (90分)､講義閤 (且週

間)､講義期間 (半期)､とおもった多棟な時間軸上での階層構造が ある｡ こ の 階層構造への受講生の適応にも注目しな

ければならない｡

2)通常の講義でも見 られるような､機器挽俸労法につむもて学ぶこと (ウェブカメラの構図､マイクロフォンの入

力 争出力レベルの調整など､電子情報メディアの場に応 じた健むも方)や､議論する能力 (静を開くこと､発言するこ

と)､ほか の鬼の役儀を読みコメン唇 (辞儀､感想)すること､グループ学習を通じて文書を傍成するカやプレゼン

テ ー シ ョンカ を高めること句議論に必要な情報収集､文献調査能力の向上をどもも予想される｡
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一方､KW のような学生が構成する授業においての学びは､安定した学びの構造の確立によって促進されるが､同

時にヾこの学びの構造が偶然のハツプニングによって､その質の面で飛躍的に向上したり低下したりすることにも着

目しなければならない｡

まず､教員と受講生､そして受講生同士の信頼関係は､授業の進行につれて徐々に出来上がるが､ポルノ- (1966)

は､このような教育における生成の ｢連続形式｣に対 して ｢非連続形式｣についても論じている｡｢連続形式｣につ

いては､生の哲学からの示唆を受けて､日常的な教育関係を支え､さらにそれによって不断に再生産される ｢信頼｣

などの ｢教育的雰囲気｣の生成を例示している｡これに対して ｢非連続形式｣については､実存哲学からの示唆を受

けて ｢出会い｣､｢訓戒｣などの突発的で急角度の質的変化をもたらす出来事を例示している｡

たとえば､上田 (1992)の (ずれ)に関する議論を､この連続形式､非連続形式の議論に関連するものとみなすこ

ともできる｡ 上田によれば､教員のたてた当初計画が-ある場合には徐々に､別の場合には突発的に-実際の授業進

行と ｢ずれ｣ることは､けっして否定的な事態ではない｡むしろ､この授業中に現れる ｢ずれ｣においてこそ､授業

に関与する人たち (教師､生徒)の主体性が認められるのであり､このずれを教育的に活かすことこそが大切である｡

これを活かそうとするなら､いずれにせよ教師には､臨機応変に状況に対応する能力としての ｢タクト｣が求められ

るのだが､そのタクトのありようは､ずれの非連続性の度合いによって異なることになる｡じっくりと変化に対応す

るタクト､機敏に変化に対応するタクトなどが求められるのである｡いずれにせよ上田は､繰 り返し､次のように論

じている｡つまり､授業は､(目標一実践一達成)という硬化した技術的合理性の文脈においてではなく､(目標一実

践-ずれ一再目標設定一実践--)という柔軟な実践的合理性の文脈においこそ考えられるべきだということである｡

入間の感覚面に注目するなら､なだらかな変化や規則的な変化よりも劇的な変化に対して､脳は大きく反応 (活性

化)する｡なだらかな変化 (または変化しない場合)は時としてマンネリ化と機能の停滞を生むが､今回のKNVでは､

2度の機器の トラブル (ビデオチャットの接続不良とサーバーの遮断)や3鼓事件などに代表されるような予期せぬ

出来事が頻発した｡そのため､スタッフ､学生双方に､より ｢刺激的｣な変化が加えられた｡刺激の多 くは突発的で

偶発的なものだったが､結果的に､この非連続的変化-の授業構成員たちの反応が､授業の再目標設定というホメオ

スタティックな ｢修正｣ではなく､新しい局面のスーパースタティックな ｢創出｣を可能にしたのである｡

それでは､KNVでは実際にはどのような ｢学びの構造の構造化｣がなされたのだろうか｡以下､学びの構造の安定

的な構造化 (連続的な構造化)､偶然的で飛躍的質的な構造化 (非連続的な構造化)､および両者の関連とむ､う形で考

えることにする｡

50学びの構造の日常的な連続的構造碓

学びの構造の安定的な構造化は､日常性 (連続性､雰囲気)の構築とも言える｡これについては､い十つかの着眼

点を設けて考察していくことにしよう｡

オンラインでのコミュニケーションではとくに､授業の初期段階で生じる受講者間のラベリングの問題を考えなく

てはならない.田中 (2003)は ｢よく知らない人と意思疎通する場合､私たちは､何らかの手だてを周も､てそこにあ

る複雑性を縮減しようとする｣として､役割規定やラベリングが直接この縮減に役立つと述べている｡ 私たちはう｢直

感的な第一印象をつくり､それを意思疎通の蓄横のうちで修正して､じょじょに定めるほかはをnJが､役割やラベ

ルの ｢固定化｣は､｢意志の疎通のあり方をきつく拘束する｣｡つまり､｢オンライン授業の成否を左右する条件の一つ

は､不可避的なラベリングが自他の生成的相互規定のプロセスのうちで適切な使方で修正されるかどうか｣なのであ

る｡

KNVにおける双方の文化の差異にもとづく第一次的なラベリング､つまり ｢現場の教農｣と ｢アカデミック志向の

学部生｣というステレオタイプなラベリングは､どう超えられたのだろうか｡●とくに､京大側の受講生たちは､現職

の教師たちが繰 り返す ｢(私たちの)現場｣というステレオタイプな発言へどのようを興味､乳韓､抵抗などを感じ､

これにどう働 き返したのか.これは､ラベリング問題に関連して､きわめて興味深い視点である. 神藤 (2004)は

KNVl年目の反省から､｢衝突｣｢違和感｣｢怒 り｣などが生じることはある程度はやむを得ないし､むしろそれがな

いと緊張感に満ちた ｢学び合い｣にはならないとし､｢乳韓あり｣と ｢乳韓なし｣の中間点が望ましいと述べて毎為る｡

もちろん､中間点に具体化されるような折衷を実際に達成することそれ由体に教育的な価値があるのではを(､折衷
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に 向かう模索 に こ そ 価 値があるとみるべきであるが｡

こ の 模索と 開 通 し て ､本年度の授業では､次の二つの出来事に着目する必要がある｡まず､今回のすべての斑では､

教育につむ､て 個 々 人の体験談を話したことによって､互いの距離を縮めコミュニケーションの共通基盤を確立すると

ともに､議論を体験につなも､で授業を毎分たちの日常性と通底させた｡さらに､後で受講後のインタビューによって

詳しく分析を試みるように､ラベリングの問題に直面した3淀では､人間関係の探刻な分裂の危機と劇的な回復がみ

られた｡この二つについては､後ほどもっと詳細に検討する｡

5∴ 埋ま音面黒コミュニJ:-sL･--ションときベ:)ンぎ

KNV初年度には､初期の段階で相手との倍額関係を構築することが不十分であった｡この反省にもとづいて､次年

度以降では､尊前に受講生の由己紹介を十分に行うという対応をとることにした (禰藤､2004)｡今年度も､3.1項で

述べたように､ビデオチャットでの議論の直前にテレビ会議システムを介して受講生 (および授業スタッフ)の自己

紹介を行った｡比教的解像度の高い画面上で相手の顔が見え､自己紹介文からもある程度の文化的差違についての幾

層なラベリングは回避されたと考えられる｡

もちろん､それぞれの受講生がもつパーソナリティ､そして初対面の相手を規定するフレームのありようなどに

よって､ラベリングには個Å差がある.議論･開始直後は､以下のように相手に対して好印象を砲も､ていない受講生も

いた｡

電京尭 瑠建国､宵ン留醒ユ-):-たとえば京大側で僻か書いたことに対して､ただなぞるだけとか､`̀No''と

か､"うん'9､だけとかってを､うのが何回かあって､それでこの人たちなんでや-みたいな感じにちょっと僕

たちの中で印象が悪かったっても､うか､-

(京大 瑠班風､イン撃ピ皿-):最初､ほんとに話が繋がらないっていうのもあったし､相手がどんな人かわ

からないのに教育について話そうってむ､う感じがみんな､みんなは凄いとまどいがあったみたいで､チャッ

トとかしてても結構書いてあることに対して､これってどういう意味とかちょっと反発心が結構あって､-

議論が深まるためには構成贋が徐々に ｢直接的な人間関係｣を構築していくことが望ましい｡議論がうまくむ､かな

かった鼓は､個考の構成農が個Åとしての意志を合意形成へ向けてあえて擾起するような乱韓に満ちた過程を支える

べき ｢直接的な関係｣が十分に築かれていなかったのだとみることができる｡それでは､どうすれば十分な直接的な

人間関係が生成するのだろうか｡

由己紹介では､相手の表情や発言を通じて､人となりがある程度理解できたであろう.しかし､映像を介している

とはいえ､形式的でほぼ一方通行的な自己紹介だけでは､相手の考え方や興味は十分には把撞できず､｢相手がどん

なÅかわからな魁弓 と督戒心を解けずにいる場合もある｡これは､表3.3に示されるような両大学の文化的差違に

もとづ くラベリングがなされ､これが固定化されてしまうに至る原因の一つであると思われる｡ この初期の段階では､

｢私たち｣と ｢あをたたち｣といった大学対大学の構造がみられる.上述の例を読み直してみると､これは､書く文化

と話す文化の遠も､によってラベリングがなされている例としてとらえることもできる｡たしかに京大受講生が､場数

大 側の現職教属に対して､現場の状況を知 りたも､､経験を諭して欲しい､といった要望を示すこともあった｡しかし

こ の要望は､ただちに ｢教員一学生｣といったラベリングに繋がるわけではない｡京大の学生からこの要望が擾起さ

れる個 々の具体的な状況を見ると､むしろ､これを格好の手掛かりにして鳴教大側の教属大学院生と直接的な関係を

築きたいという意志が示されていることが多いからである｡しかしこの意志は､後で詳しく見るように､結果的にス

テレオタイプなラベリングの出現によって裏切られることになるのである.

また､授業の初期段階ではビデオチャットが不調だったため､チャットや掲示夜､ ⅠP電話といった視覚情報を欠

いたツ-舟を利屈 した｡次項で述べるように､このような日常性から逸脱した不慣れなコミュニケーションツーjL,も､
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倍額関係構築代の障害の原因となったかもじれなもも｡

ti:;.票 や.I:,ラ十 JS-::.恵s::ig'る転鯖爺的鷲濡

オンライ3/に対ずる疎外論的 (オリジナルとヨピ-と矩もう)発想の魔服碍問題も大きな課題である.

すでに述べたように､琵NVの大学間では､すべてオンラインでのコミュニケ-ションが行われて魁もる｡ 田中

(2003)によるKNVにおける意思疎通聴式の分類をb表 5｡且に示す｡オンライ汐の同期 ◎非同期メディアとオフライ

ンにつむ､て､優頗する言語や文字､画像や音声の分類を行ったものである｡大山 (翌oo且) は ､ 携 帯 電 話 の 登 場 に より

｢思考を対象機 ◎反省偲する ｢書 (｣とももう行為は勺今や田常的なおしゃべりに速ももも の と な ｣ っ た と 述 べ て も､る ｡話

し言葉が償われるとお､う意味で右大脳半球優位 となるビデオチヤツ机三対して､ 文 字 の み で の や り 取 り と な る 電 子掲

示夜やチヤツ机ま､書 き青葉が僚属されるため左大脳半球優位 となる｡しか し ､ 絵 文 字 を 償 う 這 と に よ っ等書き青葉

が右脳伶業 (ビデオチャットでのコミュニケ-シヨン)に近づ魁もても､る｡また表 5｡且で 電 子 掲 示 夜 は ｢書き言葉｣と

分類されておちるが､日常性を取 り込むために話 し言葉で書き込もうと擾案する受講生 もむ､たことにも留意しよう｡

さらに､学内の受講生とスタッフの閏では､直接的を (オフライ3/での)コミ且ニケ-ションが可能であることに

も注意を払わなければならを魁､.オ3/ラインミ-ティンダの後での凝 り遮 り時間では､教戯たちと受講生たちとの対

面的な意見交換がなされるのである｡また､ビデオチヤツ机こよる映像情報は､閑 では準備されなかったメディア

･であるOチヤツ?､および電子掲示板について･:I:･!.i;1.,ir項で述べ.;ii･::_:.と･:,=､し :･':,･二ではビデオテ＼やlt･/机.'J;':つけ-7:二考察す

芝･｡

寅吉IL;A∴ ≡く恥il"'に金持量意思銃猟鮮諜 潤 や､_･ii附.て∴-.き置競貫j●?.I

メディア 主な言葉 文字と囲 身体 (顔) 声

オン

ライン

同 期 テ慧 宗 旨去 - 言葉 雷雲蓋 - 画面に - 画面に

チャット 書き音素 画面上

非同期 電子掲示板 書き言葉 画面上

オフライン 論じ言葉 呈 示 対 面 対 面

ビデオチヤツ恥ではb視覚で画面上の魔手を寵えられるが､解像度が低態も映像ではも立体感勺テクスチャ (質感)ち

距離感､気配､視野など､対面の場合と臆戟すると多 くの視覚情報が欠落 してむ為る.たとえばb対面では微妙な感情

を伝える ｢寛恕も｣もその基本的を表情 しか読み取れな魁も.誓∋まり､ 胃は画面上の相手を見るだけ碍受容器嘗とな堕ち

感情や意志を表現する機能 (アイコンタク トなど)は著 しく抑制される｡また､ 双 方が同時にウェブカメラの方向を

見てももをむ､と､画面上で目が食わを魁も(状況的に不 可 能 で あ る が ) ことになり､これに違和感を覚える者 もいた｡音

声につももても､音量感､距離感､音質､方向感 な ど の 情 報 が 欠 落する｡喚覚や触覚､温感などはオンラインを介 した

時点ですべて排除される｡

視覚､聴覚両者に言えるのは､解像度ある摘 ま サ ン プ リ ング周波数を上げることにより､デジタルの健界にお毎､で

も 現 実 に 近づける三とは､経費をかければある 程 度 可 能 である.たとえば､pmDEプロジ且夕 缶では､オンラインの視

聴 覚 環 境 を可能を限りオブラインに近づける こ と を 試 み等いる (田中､2003)｡ しかし句風関は距離感や空間の 広 さ 勺

対 象 物 と の位置関係などの情報 も視聴覚を駆便 じて無意識に感 じてkbる壕)が鴇通常のスピ-労や 2次元の画面 上 で 到

底 再 現 で きるものぞはを魁も｡大学の-講義である本授業にかけられる予算は限られたものであるし､またb折衷案と

し て の 接 衝的対処 (たとえば､解像度の相対的に高ももテ沙ピ会議をステムを利潤するなど)は,原理的な間題を解決

す る こ と にはならない｡

ま た ､ ビデオチヤツ机三おける意思疎通棟式として､田中 (2004)は､ 缶ランを-バ-塑会爵 (諭す機会が磯磯的

に 交 互 に尊えられる場合),応答する講義塑激論 (短態も質閑に最短､応答 とももう組み合わせが延J&と親 電場合)b重層的
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独話 (一方の独語内容の一部を引き取る使方で飽方の教語が延々と続く場合)､疑似会話的集団強請 (会話が相互に進

行しても､るかのようにみえるが､内容的には独話の交わしあいである場合)､会話 (事態が紛組して双方がお互いに

注意深く爵し開くとも､う緊張した体制をとった場合)などがあると述べている｡ トランシーバー型応答では､通常の

会静め豊かさが失われる (大此 2003)｡過去2年の実践からも､議論初期の トランシーバー塑応答が徐々に消失し､

対面ダル-プ内での会話の時間が増え､グル-プ内での差違が顕現するが､対話というより教諭の重なり合いに終始

するといったパター-ンが多い｡

受講生達は､視覚的には､その質を補完するため､身振 りや表情 (笑い)､うなずき､ あいづち､首を傾げることな

どで､意図的または無意識に､同意､疑問､親しみなどの感情を伝えようとする｡音響的には､声の トーン､イント

ネーション､歯切れのWu､返事､滑舌をよくすること､無意識に声を揃えて笑うことなどで補完しようとしていた｡

鎗じて対面との差違をできるだけ解消するような調整を学生達が由発的に行っていた｡

ほぼすべてのグループが､金属が画面内に映り込むように､見え方の工夫をしていた｡通常対面だとそうであるよ

うに､お互いの表情､とくに発言者を見たいときに見られる状況を自分たちで作 り出したと言える｡ただし､鳴敦大

の3鼓は例外で､発言者にウェブカメラとマイクロフォンをそのつど切 り替えて健周していた.この方が ｢由然だと

思った｣と転､うインタピュ-の回答であったが､視覚を介しての微妙な表情から読み取られる情報を重視したからで

あろうか｡ トランシーバ-塑会静や重層的放論のように､ある話者の発言が長時間続く場合は現実的であろうが､京

大側では ｢はかのÅの表情もみたnJと不満に考えて毎､たことからも､構成展全体が映り込む方が全体として会話の

やり取 りがしやすいようである｡

ミ京衷 ･;班Bt:､インタご二･-･):皇んかみんな宵宮に入ろう､入ろうとはしてましたけど｡ずっと画面にいな

かったら､そこにいないみたいな感じで｡

(家来3班随も宵>留だ且-):あと､たまに動きが止まったりするのが､画像とか.あと､一番あれやった

のが鳴門側は3鮭はしゃべってるALか映ってなかったから､この人がしゃべっているときに､他の人がど

ういう反応をしているのとか､まわりが見えないのが､C最後まで違和感というか､やりにくさとして残って

いた気がします

桟を散大3泣望,､インタビュー･い やっぱり画面をなるべく大きくしてほしいってことを言ってたんですけど､

画面が赤さWんですよね｡ですから､それは違和感を感じました｡私自身はやったことないんですけど､

ネッかミ-ティンダ的なのをやってる授業をみたんですね､そのときは､その画面いっぱいに子供の顔が

映ってましたし､引けば､ぐっと引けば､全体も映ったりしてたんですが､今回の場合にはそのへんがやは

り遠いところにnるかなとも､う感覚ありましたね｡

2敦の京大側は､▽イタロフォンを構成贋の中央に設置した｡画面上に金属が映るとnう視覚上の工夫を聴覚上で

置き換えたもので､雑談などもマイ夕闇フォンに入るようにとの配慮である.京大側から､鳴教大磯にも同棲の配置

をするように依頼していた｡このように､遠隔授業におも､ては､空間を意識させなむ､ように日常性を取 り込むことで

緊張感が解けることがある｡

く宗3'転望盤 凱 -:'二ン き だ 二 王 : なんか真ん串に､だからマイクを近づける方法だと､なんかこっちの雑談が

向こうに履かなか っ た り 句 向 こ う の雑談が開這えなかったりしたんですけど､普通の議論の場って聞こえる
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じゃないですか､でそういう雑談も聞こえないと議論にならないんじゃないかって言う思考で､こっちはこ

ういうこと考えてるのに向こうにはそれが通 じてないって言うのはどうかって思ったんで､やっぱり雑談は

聞こえるようにしたほうがむ洩､んじゃないかなって､幸いマイクも拾ってくれたんで

g質間者∋:それは鳴門側も共有できてた感 じですか

掩 い ええー.できるだけして-くれで七と患います｡聞きたいんですけど､つてー言ったんで

ビデオチャットではハウリングの問題 も考慮する必要がある｡ 一般的にはヘッドフォンと▽イタ田フォンを僚周す

ることでJiヽウuンダは起きないが､監因Vの場合bダ)♭-プでマイクロフォンを共有するため､エコ-キャンセリング

機能館 きの▽イ夕闇フォンを僚潤 しなお､場合､毎分の声 が 遅 延 時 間 を 持 ってスピ-カから遮って来て､ハウリングが

起 きることもある｡ 以下のインタピュ-の例では､発言者の至近距 離 で 観察していたが､ひど転もときには聴感上､発

言者の爵声 より大きな音圧 沙ベルのエ3-が発生 してむ､た｡エコ-の遅延時間が長短､ため､語の聞き取 りを妨げる有

害なヱ3-やデイスタ-バンスが生 じて魁もた｡このため､発言者は文節庵に発言を区切 らざるを得なむも状況であり､

毎分の発語のリズムさえも失うことになる｡相手側の発言も途切れることがあ り､短時間の途切れに対 してはその空

由を補完 して内容を理解できるが､発言内容を聞き返す､といった場面も多 く､コミ且ニケ-ションの障害となって

魁もた｡そもそも､基本的にビデオチヤツ恥の音声は遅延時間を持ってnるため､通常の対面と違って割 り込んで話す

ためのタイミングを失ってしまう5).後者はある程度慣れによって克服できるが､前者はス 恥♭刻 こじかならを魁も｡

(家来3建国旬冴3?夢醒ユ-):音声で､毎分の語 したのが､向こうから聞こえて くると､かなりしゃべ りに

くくで､も､ややな～と思いながら､あとハウリングした りとか､そういう面での不便さとむもうのは､あ りま

した｡

以上のように､受講生は遠隔メディアの様々なコミュニケ-ション障害に苦 しんだ りそれに何 とか適応 したりする

ことによって､すなわち疎外論的発想を具体的に由己蒐服することによって､意思疎通一般のありようにつむ､て体験

的に深 宅考えさせ られるきっかけを得ることになった｡ビデオチヤツ缶が不調の際にb別のツ-)♭ (チヤツ缶や電子

掲示夜)を利潤するとか勺等イ夕闇フォンの位置やスピ-索の音量を調整するとかとむもったbたんに接衝的なことだ

けではを魁も｡以下の回答にみられるように､ここでは､オンラインメディアを優ったことで領 塾の重要性や意思倍達

の轍じきなどに体験的に窺づ くこともある｡具体的をメディアのありように即 した疎外論的発想の蒐服によっても受

講生たちの学びの構造もまた構造化されるのである.

電場教東急班匡%宵39夢醒盈-):通常の対面 の コ ミ ュ ニ ケ -ションなんかでも､偽の斑でも出てたと恩うん

ですけど､相手の語を開 く､嶺 く､そういうことで傾聴 してい くことが大事っていうことをコミュニケ-

ションで言われてますよね.ですから､画面には3Å並んでても映ってなくても､私はずむもぶん意図的にう

んうん､とちょっと儲魁､晋｡首をね｡普通-あ､まあ､どっちかとも､うと身凝 りは多摘 蓋うなんですけど､

した り｡そうだねっておもう相槌を魁､れた り､となもうことは､これは正直泡意識的にはして態もますね｡なかな

か､伝わって這な転､なって思った､とももうことは適にこちらのことも伝わらな転もなら､そうなもうち通常の時

に､語の時に太れる方法を､jかさむもめメラでも見て取れるか､となbうくら魁､の意識をもって勺正直､そこは

意識 してましたね｡

(家来3班配 球39昏ぼ盈-ラ:ネッ熊ミ-ティンダでうまく言えなかったことが､書 くときには出てきた り

とか.晋も審魁b若も､まだもやもやし苦るところが｡だから､やっぱり理解不慮句等むもうか､由分の知識の

-30-



京都大学高等教育研究第11号 (2005)

なさからくるのかな｡あと､否定されてるってのもあって｡ そう言魁-たむもんじゃなくて､こう言む､たむ､んで

すけど､つて魁､うのが結構多々あったから｡で､向こうが言う言葉は､すごい畳む､っていうか､うまく返さ

れてる気がしたから｡なんで伝わらなむ､んやろとか､そういうのはありました｡

三㌧-･;l 車輌1了ヾ--･㌔号･:と無塩景Oこ蔑 旨i.SI慧遼

ビデオチヤツ机こよるダル-プ議論が進むにつれ､構成層の役割 (進行の要となるキーパーソン､調整役､話題提

供 者 な ど ) が徐 射 こ 機 能 的 に 分化 してくる｡受講後インタビューの回答をもとに､受講生による仲間や毎分の果たし

た役審 銅 こ つ む､て の 規 定 に 注 関 し て みよう｡それぞれの大学の受講生ダル-プ内におももては､京大は普段からよく知っ

た2回生 (ク ラ ス が 同 じ ) と 上 回 生 ､ 鳴教大は現職教展と大学院生､と年齢層が異なる構成贋が混在 している｡さし

あたってまず､3 つ の 鼓 す べ て が キ - パーソンとして場数大の受講生をあげても､ることが､大きな特徴である｡

且鼓でキ-メ-ソン (鳴 散 大 G ) が 挙げられた理由としては､話の内容をまとめて次の論題に繋げたり､発言が止

まったときに話題を切 り出したり､構成展を指名して発言を促す (議論を動かす)など､Gが議論の進行に果たした

役割に注冒する意見が多かった｡また､Gは､ビデオチャットでの倣草 (笑顔や手を振るなど)で､京大側の受講生

に親近感を持たれて転もたようでもある｡ビデオチヤツかの回数を重ねる毎にキーパーソンのリーダーシップが強 く

なったとむもう意見 もあった｡ただ､キーパーソン本人によると､最初は別の学生がまとめ役だったが､｢うまく流れ

なかったことがあった｣ため､｢みんなが話しやすいように交通整理｣を心がけた､と述べても､る0 ｢できればやって

欲 しかった｣と､必ず しも由ら遊んで進行役を遊んで引き受けた訳ではなむ､｡以下は､且波の構 成 贋のキーパーソン

に関するインタビュー回答から抜粋 したものである｡

(家来 B):基本的にGさんが論を振ったり､あるいは誰かが話した話を､なんかまとめたりして､またなん

か静を振ったりとか､すごむ､気になったんで､Gさんは結構謡をこう､動かしてくれてたかなっていう感じ

はありますね｡

(京尭6):-体験談みた魁､なのを話すのが中心だったと魁､うのもあって､ちょっと意見が途切れがちになる

とももう場面が多かったんですけど､そうな､うときに止まってる流れをちょっと押 してやるとも､う役割をGさ

んが随分やってくれてたとな､う風に感 じます｡

(京大 臣):結構､語を振ってくるというか､中間でパスを散らしてくるみたいな感じで､油断できない｡油

断する気はなお､んですけどね｡ふっと気抜けてる瞬間ってあるじゃないですか｡そういうのがなくなって良

かったんじゃないかと｡ 良い緊張感が｡

(噴散太 郎 :Gさんはいろいろ静かになったときとかに､｢じゃこういう方向で衝こうか｣ということを

言ってくれることもすごい多 くて助かった｡

電場教尭窃い 私は凝初は役割としては､なるべ くみんなが話しやす転もように流れを交通整理 しようってして

た｡｢誰々さんはどうですか｣とか｡

以上､且波のインタビュー回答より抜粋

京大と鳴敦夫の文億的差異につむもては勺この盤では ｢現職教贋が不在なので基本的には似た♭ベルで静ができた｣

(京大且鼓A)として態為る.むしろ､京大内ではう受講生のなかでの学年差を気にする者がおちた｡たとえば､｢ほかの
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メンバーには気を遣われていた｣との発言もあり､むしろ鳴教大の大学院生の方が ｢京大側に近かった｣(京大 且鼓

E)とも言われている.彼は､場数大の受講生からも､｢ほかの4人とは違う｣(鳴教大 息鼓G)という印象を持たれ

ていた.このことからも明らかなように､5.且項で述べたような､ 且鼓で議論の初期段階に存在した京太一場数太

の文化差による対立構造は､議論が進んでいく串で完全に解消されたといえる｡

2鼓でのキーパ-ソンは､｢進行役､諮Lをまとめる入｣と ｢発言の多 く､議論が止まったときに発言し､且二-夕

な入｣の2人に､ほぼ意見が2分した｡これは､1法のキーパーソンで挙げられていた要素が､両者で分担されてい

るものとも言えよう｡ 前者 (場数大2班F)は､｢議論が噛み合わない｡意見を言うと終わってしまってム ｢ネッか

ミ一一サ イングの1-2回目で ｢これではまずいな｣と恩｣い､進行役に ｢一敢えてなった｣と回答し､ている｡彼は､挙

げられているもう1人のキ-パ-ソン (京大2鼓B)に対しては､｢意見のり-ダ-シップ｣を取ってnたと回答して

いる.

鳴門側の受講生別ま､当初毎分がもっていたラベリング- ｢受講前は京大生の頭が固いイメージが あった.議論の

勝ち負けにこだわると思っていた.｣-を､現職教員キーパ-ソンF-彼は京大側からも｢教えてやろうという感じは

なかった｣(京大2鼓A)との印象をもたれていた-の進行により払拭できたと､回答している｡

京大側の3回生 (2鼓D)は､｢間違いなどを指摘｣したり､｢自分の意見｣を述べたり､｢京大側へもつっこみ｣

を入れるなどという印象を持たれていた｡自らも ｢反対意見｣を言っていた､と回答している｡ 彼は議論中に反対意

見を述べていたのだが､ダル-プ内であまり取 り上げられることもなく議論は進行した｡D自身も､以下のように､

ほかの受講生とはあまりとけ込めなかった､と回答している｡ このように1◎2班では,京太一鳴敦夫の対立構造よ

りも､京大内の学年差の方が大きい｡このことはきわめて興味探い｡

(京大2班D､インタピュ-):-ただ僕はね､あんま打ち解けなかったような気がしたんですけど｡

(質問者):打ち解けなかった-0

(D):まあ骨2回生でしたからね｡

3鼓では金属が鳴教太現職教虞受講生Eをキ-メ-ジンとして挙げていたがbEにつむ､では､ほかの鮭に見られる

｢和み｣の要素はなく､｢現場からものが言える､経験 ｡知識がある｣とももうのが主な理由であった｡監由身は､当初

から京大側の議論は一般論で､現場とは噛み合わない､教育の話題があれば受けて立とうと思ったとして､議論の方

向付けを意識的に行っていた.この結果 3鼓の議論がどう進行したかにつももては､次節で ｢授業の非連続的な構造

化｣の典型例として検討することになる｡

以上のようなインタピュ-回答から構成農役割に開通する要因を摘出すると､嚢5｡2のようになる｡ 且◎2鼓で

は､キ-メ-ソンとして､議論を継続して進行させること､場を和ませることなどを促す入物をあげてむもた.これに

対して3波では ｢静を切 り出すÅ｣はいたが､この人はキ-パ-ソンとしては認識されていなな､｡｢まとめて静を進め

る｣ことや ｢場を和ませる｣だけでは､おしゃべ り的な疑似会話的集団独話は進行するが､それ以上の議論ぺと深ま

らないのかもしれをUも.道に､反論や疑問を投げかける者はいたが､それに対する応答が少なも､｡つまりこの鬼も議

論を深めるきっかけにはなっていない.時間の制約のせいなのか､あるむ､は､｢議論を調整する (もどす)｣ことや

｢関係づくり (大学間 ｡大学内)｣がより重要と見なされ､反論や疑間とkbった働きかけは埋もれ等しまったのかもじ

れをむも.これに関連して､もしビデオチャットの時間が増えれば議論が深まったかも知れなむも､とももう意見もあった.

2｡3蛙では､キ､-パ･･･-ソンに現職教員が挙げられていたが､彼らは ｢敢えて｣議論を佳境t･_7ていT:,たこと!:,こ注目

すべきである｡
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(場数衆望班 野も宵診察ぼユ-):2鼓全体のキーパーソンというか､由分でもなんですけど､僕やったと恩

うんです｡というかあえて祭がなったといった方がいいのかな｡それは別にお互い了解とかそういうのじゃ

なくて､ 且臥 2回昌の議論の中で､あんまりうまく行かなくて､これはまずnな､つても､うのがあって､

僕の方でちょっと一歩引も､た感じで全体の意見を言ってもらって､うまく調整 しようかなって､毎分勝手に

思って､そうしたんですけど｡

空室泣ゴここJl注EF./･-1'}ン与ごユL叫.:':I:です:.･J::-こら.､最初=･::i耳臥.2重三で這う吏って言う:;二があっ:･'=,I-.J･で､.葵･LTJ.

労一歩引態もたんですよ｡やっぱり僕の意見って言うのはまあ年齢 も上です し､現職でもありますので､学部

の学生とはなかなか議論がかみ合わななもような､魅､ろんな鬼が意見を毎もうんだけども､僕がぽつんと言って

しまったらそのテ-マについての語はそれで終わってしまうような｡なんかそんな雰囲気があったので､あ

んま･.lj言い過ぎてもいろんな記が出てこないなって､.で僕は-歩き申ノ､て､..t:来るだけいろんな人にいろんな

意見を言わそうと､そんなふうに｡

電場教尭 3班匠も宵S#夢醒盈-):この故事を20何年 してますと､-語の苦手な子供の静を得たなきゃ摘 サな

LJt-Jtとか:/5､一そう'･･!t:･う生活ですよね､.読き監きないきゃいけない､む古いは放け鉛をださなきゃいけな/!㍉ そ

れが､少なくともここに来る前までのb私由身の､要するに､普段の生活 の 中にあることですから､じゃあ

そうしよう､ただ､やはり､限られた時間の呼で したので､もら と 出 て っ て あ げたほうが魁､毎､のかなって魁､

う気持ちはないでもないんですけどもね､.

寮5｡2 身ンラインのダ飽-プ議論における構成最の役割の骨額

役 割･ 内 容

切 り出す

応答する

進 行

和 み

その飽

話題提供 ｡情報提供 ｡恩も､つきを発言

意見を述べる ｡同意する ｡感想を述べる ｡反論する

疑問を投げかける ｡つっこみを入れる

まとめる ｡議論を調整 ｡元にもどす

場を和ませる ｡調和をとる ｡画面での任革 ｡

関係づくり (大学間 ｡大学内)

聞き役 ｡書き込みで貢献 ｡書記

SL重 電芋掲示堰 とチャッ ト持崩盛

ビデオチヤツか以外に､授業時間外でのコミュニケ-ションツ-ルとして､電子掲示蔵とチヤツ恥が準備されて魅､

た｡これらのツー馴 ま､授業でのビデオチャット議論の補充的役割を果たしてむ､たのか､それとも議論をさらに積極

的に発展させる場 となって魁もたか｡ここではbこれらのツ-舟とビデオチヤツ熊との関連性 (相乗効果か避臆例的効

果かなど)について考察する｡

まず､電子掲示敬への投鶴頻度の遠も現こつむもてみてみよう｡表 5｡3は､東学弧 鼓別にみた電子掲示板 (『第 且-

3掲示夜』)-の役儀状況である｡既飼Ⅴ 且隼田では ｢受講生に非 間 期掲示夜のもっこの授業にとっての大切な意義を

十分に怯えておく必要があった｣と魁もう反省がなさ れ た｡ 例 年 通 吟今 年 度 も､京東側からの投蔵敷が場数太より多もも

傾向があるが､京大一喝教太閤にÅ数の差があ る ため ､ 単 純 に 役 儀 回 数 で の 臆駿はできなむも｡3鼓の役儀総数が73件

と慶も多もものも樽徴的である.且鼓は､議論に2度 チ ヤ ツ 恥を 利 潤 したせ 魁､か､投蔵敷が33件と蔵も少なくなって魁も

るo役儀 且俸当たりの平均字数はも京大冒且5文字馬場観衆 524文 字 と､ 例 年 と 同線､明らかに京大受講生側の役儀の文
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字数が多かった｡表中括弧内は教員による投稿数だが､議論の流れに関わるような発言でなく､感想程度の内容で

あった｡

掲示板には電子ファイルの添付も可能になっているが､これも3鼓が17回で最も多 く､それ以外の班はほとんど利

周していなかった.添付書類 1件当たりの文字数は､京大 3班が1,567文字､場数大3淀が1,074文字と､電子掲示夜

の健周同様､京大側の分量が多い｡電子掲示板へ書き込むには豊が多いので添付書類が利周されるわけだから､この

添付書類の分量の多さは当然のことである｡

嚢5｡3 大学別､班別にみた電子掲示硬 く『第 頂-3掲示破』)鴨の投稿状況*

投稿車* 添付書類

大 学

回数 慧芸 濃 回数

鼓別 1件当

回数 平均字数

･鼓 品 濃 …喜…呂… 33(0) 芸 冒 … Z o

2斑 ｡芸濃 諾 ‡Z; 46(0) 27…… 芸 1 1,962

3鼓 品 濃 …告 芸; 73(3) 喜言喜 170 17 …;喜写47

*他姓からの投稿､授業時間内の投鶴については除く｡

**()は､内､教員の投稿数

ツリ-塑電子掲示板の書き込みでは､あるスレッドにはレスがつき議論が発展していき､さらに､派生した議論に

関する新たなスレッドが立ち上がり､書き込みが増殖していく｡ しかし､レスがつかないスレッドも､しばしばある｡

通常の対面の意思疎通場面では､ある話者の発言を完全に無視することはあまりなく､これはオンラインならではの

現象である｡レスがつかなかった投稿をした本Aは､｢わかって欲しい｣､｢返答して欲しも弓とも､う思いの強さに応 じ

て､再度言葉を換えたりマルチスレッドを立てるなどして偽者からの反応を (要求に近い)期待を持って ｢主張｣す

ることもある｡しかし､往々にして一方通行的な内容の投稿にはレスがつかない｡

6/7に京大3鼓Bから書き込まれた 『気づもーたこと』と題される投鶴から､プリ- 卜-夕頁で ｢ガイジ発言｣に関

する議論が行われた.この議論は波という枠を超えも6/且8までに7名の書き込みがあった (且班のベ3Å (実際2

A)～3鼓のベ4人 (実際3人)).この鼓を適えた議論は､ビデオチャットでの議論の中盤､後述する ｢体験談｣の回

の直後であり､受講生がオンラインツ-馴 こ慣れてきて､より発展的を利潤方法などを模索しるようになったとももう

ことの裏付けになるかもしれない｡

(京大 1班D､5′20掲示板):昨日､小学校を訪問してきたときの感想をちょっと述べたいと患います. 高

表3｡3に示した文化的差異として､京大は書き言葉､鳴敦夫は話し言葉とももうことを挙げたが､｢京大の書き込み

ばかり.レスがなかったので減っていった｣(京大2鼓A)や､｢鳴門側はもう少し書き込んでくれないと-礼儀 ?｣

(京大 3鼓A)など､今年度についても書き込みが比較的少なかった場数太の受講生に不満を持って魁､た受講生もkb

た｡

次に､チャット (『井戸端会議』)の利周についてみてみよう.ログ 総 数 は 且,322件 で ､ 学 生 の 投 蔵 敷 は 650件 であっ

た (残 りの大半は入退室ログで､実質的には意味をなさなむも)｡チヤツ机豊リアルタイムのツ-)♭なので淘同 時 に複数
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の受講生が入室 しなければ､当然会話もできなむ､｡アクセスログによると､5/且2に且度だけ2名 (京大､場数大の

受講生)が遭遇 し､会謡をしても､る (4且分間､45件)が､鼓が違うこともあって授業の感想の交換とむ､った内容に終

わってむ､る｡ これ以外はすべてすれ違いに終わっている｡今後の計画ではこのチヤツ机こおける ｢すれ違い｣を改善

する手段 を 検 討 しなければならをむ､だろう.

今年度､チヤツ机ま且鼓で､待ち合わせ日時を決めて 2度利属された｡ 且度目は6/25に京大側の受講生のみ (鳴

教大磯は参加できず)で 且時間56分 (22:57-25:56)～2度目は且鼓金属で且時間40分 (22:57-25:40)のチャッ

トを行毎も､それぞれ､且94件､282件の発言ログを残した(表5｡4)｡チャットの7割強の発言は1鼓の議論だったこ

とになる｡ この2度のチヤツ机ま､ビデオチヤツか議論の後半でもあり､以下のログにみられるように､両目とも議

論内容をまとめる意識が強かった.

第且回目の6/25には､且94件の田ダを残 して態､る｡突出して発言回数が多も､者はな､ない｡ 且回の発言あたりの文字

数は､30字前後｡これと第2回目 (6/28)を挽乾 してみよう｡大きな遠摘 ま､鳴敵側のキーパーソンGが入ったこ

とである｡第2回日の方が短時間の議論であるのにもかかわらず､金属を合わせた総文字数は､第 且回目が5,496文字､

第2回田が6,923文字と増加 してむ､る｡キーパーソンの発言をみると､発言数が1且0件と､28日の発言282件の内､39%

を歯めて魅､る｡しかし､発言当たりの文字数は20.5文字と参加者中最も少なU､｡これは､役割規定の項で述べた､議

論の進行役として構成腰の発言を促すことや相づちなど "一言発言タ'の数が多もヽことによる｡

藍家来 瑠班匡旬61望5チヤツ紅さ:あともうーっ問題があるとすれば､｢これはまとめに向かってるのか｣って

コト.TJ

芭京尭 頂班 Bも 6♂28争ヤツ匪):-んじゃそろそろ話 し合も､しましょか♪ なるだけまとめの方向で‥.

電場教大 領鰻窃も 6/28チヤツ紅い -とにかく発表に翻 すて､どんな風にまとめてこうかね ?
→

喪5.亘 毒̀班のチャットの利周状況

52′/6 82/6

数青発
当

数

言

字

発

文

A

B

京 大 C

D

E

4

3

0

5

4

2

8

9

4

2

4

0

0

6

1

1

2

3

3

1

3
●

7

8

2

2

39

24 35.7

14 31.0

44 23.7

34 26.7

場数大

計 194

3 24.3

110 20.5

※6/28の飽鼓からの参加者のログ (且4件)は割愛している

電子掲示板については､前半に議論の進度が遅かった3淀の投稿数が最も多かった｡また､電子掲示板の利用が最

も少なかった 且鼓は､2回に渡るチヤツ机こよって議論のまとめを行っても､る.このように､電子掲示板やチャット

は､ビデオチャットの試論を裾毒 していたといえるだろう｡このことは､次項の授業構造の時間設計にも関係 してい

る｡
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三:_::言 .5,r;-;J常t.=;I_塗:滝…きりおりf::-:iE藩固さ.lt,::普rt-i:':-:音義ミ藩 '+i_::･磯串旨

KNVでは滝オンラインの電子情報メディアが複数準備されて魁bるが勺それによっ管領議論惑予階層催された時間構造

をもり等遊行した｡毎週碍ビデオチヤツ駈碍時間が基本単位であるが滝そ碍授業時間内でそ殿田碍議論内容を禰宜を三

毒誌lf./～:=昌言∴ ヤ≡;Ii･''..-,::'r:t琵ぎ (雪子薄テ:三一･二::鷺講:;;::.;i:):'i:::-;ll-･烹-(,LLl':{1.⊃-i:㍉∴宣‡:I.:{Jl･tt;I-:':･:'';:JT各･ミT't-:.革'7::1:.!-I:･･.:･;!:[::ま

健慶の振り返りの時間を設け等魁もた.各圃碍議論のまとめを電子掲示聴鴨アップ田-拝し馬橋威腰間で情報を共有し

ぞ魅もた波も魔られたO這れにより藤樹論題が変服する碍ではを宅滝議論の顧み重ねが可能となった｡2盤や3鮭を三魔

られるように､毎回のまとめに､構成腰が適宜内容を追加b修正することによっ等淘議論進展の効率健を囲った芸と

もある.このように､巻波が鶴由に試行錯誤しながら電子掲示夜 (若じ竃はチヤツ恥)を健っ首唱一週間の講義閏に

意魔を遺戒たりも議論を進展させたりしぞ魁もた｡凝 り 返 り の時間や電子掲示板で碍議論はも飽鼓との臆駿殿中で画分

たちの進捗状況を把超し滝由ら進度調整する機会で も あ る｡ また､一番太塾を時間のスjg濁影は鴇革期継続する講義中

･t!:㍗ ;.::'1:う諒貧?.:･.烹上転畑 ミミか′三∴ノミ･三､I:::.ブ∵f:'･､轟.と｡

ビデオチヤツか終了後の撮り返りの時間はb 受諦盤とスタッフとの間でのオフライ討議論の場であり旬スタップが

受講生に直接に倉見 ◎指導できる場晋もある｡これを受講生はむbかに凝え等魁もたのだろうか.

まずは､報告の場として｡授業時間は限られぞおりb中途半端に議論が終わる這とが多態もため､一旦まとめ (寓語

偲)をすることで､その胃の議論に区切りが肇きb半期碍スパンの中でその授業で衝った内容が授業全体の ｢構造｣

に組み込まれる這とになる｡ 金 属 の 前 で 発音ずる這とによっ等勺同じ鼓に属する構成贋時給意としで議論内容を確認

する場にもなって転もる｡

次に､魔法の動向を 知 る場 と し 等 ｡飽蛙碍議論の内容や進捗状況b詔ミ且ニケ-彰ヨンの工夫などを知る機会であ

り勺これらの情報を 由 分 た ち の 議 論代持ち込む芸とも可能となる｡ 腿 下のように､飽鼓の進度や由鼓碍位置につむも若

気になる受講生が多か った .

く庵鞍十二軒 二㌦ ∵∴十王 ー■ :凝初2鮭の議論が噛み合 わ ず句沈黙が鏡矩もたとき､ほかの斑をまス品-潔

二う∴I7/I-､7t.-･:さ∴主.伸ば ｢JiFiS駐{l･1.,}]･:.･･ヾ/7~き葺:I:._･･-tL･･:i,.;.I;:L鳶が卦{t:･.｣ttl.:･-lt':,･ニ-;::.･p.i:｢鳶更もiI:'昏臣7g,て亘!-I･=:!':-;.a

3つめは､飽鼓やスタッフ碍意見や感想滝つっ三み牽助雷を受ける場とじ竃｡｢且鼓のヨミ盈ニケ-彰ヨンが上手

鍋 もっ宥恕bるとスタップに緒摘された｣(場数太且遮G)鴇｢因ったときに改善案を損じ等i鈍る｣(場数大 望波野)な

どbスタッフのコメントが気づきを生んだり､議論の進行のヒン机こなったりした｡コミ且ニケ-ションが上手(

ももっ竃態もると指摘された且鼓は､大学閑職対立意識を超え等 ｢且液卵構成戯｣とし等の由覚を得等馬ぼかの鼓から毎

分たちを差別偲した｡また滝この坂野遮り碍時間で､｢同じ行為 (課題を決定し勺オンライン経由習ダ)レ-プ閤議論を

行うとももう行為)を行った｣ダ]♭-プ閏でなおヨミュニケ-彰ヨンの遠おもがある這とに毎ら気璽(者もおちた｡

それでは､電子掲示板はどうも､った機能を果たして魁bたのだろうか｡ビデオチヤツ机孟過に且慶%且時間程度であ

る｡しかし鴇電子掲示板を三はb受講期間中､発言記録 (田ダ)が保存され等おり～サイ机三アクセスすれば魁､つでも

内容を読み返すことができる｡ 議 論 は ビ デオチヤツ恥を童をメディアとし竃進められたがbそれを三もかかわらず電予

掲示夜が ｢なければ因った｣ と 魁もう 意 見 が ほとんどであ吟､なかには滝掲示板の方が童とし等機能し宥恕もだとももう発

音すらあった｡京大儲碍受 講 者 の 数 名 は 句 ほぼ蒔田掲示板にアタセスL等お吟鴇｢書き込みを週に且慶はずる｣とももう

Ji?ノ上長スケジ､コ･.--)?/を弓ら に 欝 していた安静垂もtfJ㍉tI･i･o

電子掲示夜の機能は句まずは次週の議論鴨のつなぎ役である.授業碍前半では､ぬ ら の 体 験 談 による論題擾俵や書

籍の紹介など､単発碍投鶴が多かっだが滝次第に議論の進行由体に関わる審き込みが 増 え た ｡｢前半は感想などだっ

たがち後半は授業を踏まえ等⑳さんなどが次に繋がるようを審き込み｣(鳴教大息盤麗句Ji討タピ且-)を衝ったと
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魁､った発言もある｡ ビデオチヤツ恥での議論のまとめは､｢備忘録のようなもの｣であるが､｢会話では重要点があま

り出てこな転も｣が､あらためて文章化することで考えがまとまることもある (京大 1班E)｡授業前日に見返すことで

議論の導入を弼滑にしたり (当初は前回の議論の内容を思い出すため､ビデオチャットの最初の時間を優っていた)､

全体をまとめるにあたって掲示夜への書き込みの蓄磯が役立ったと回答した受講生も多かった｡

次の機能は､ビデ オ チ ャットの偲替ツールとしての利周である｡ビデオチヤツかで言い足 りなかったことの補足や､

発言碍機会を失 っ た 際 に 電 子 掲 示夜が利周された｡ビデオチャットの時に言語偲できなかったことを時間をかけて書

き込むのである｡

二宗た こ正主､インタどこ-い ネットミーティングでは駐韓が出来てしまい､言いたいことが言えない､却

さらに次の機能は､振 り返 りの 時 間 同棲､髄液の動向を把撞することである｡飽淀との進捗状況の比叡を超えて､

飽鼓の議論内容に興味をもつ受講 生 もあり､ときには飛び入 りで飽鼓の学生からの書き込みがあることもあった｡

｢もう少し淀を超えて議論したかった｣(京大 3斑B)とも､う発言は､このような実際の議論の広が りと関連してもヽる.

電子掲示夜が気軽に利潤されたのは､KNVサイ トの特質によるかもしれなむ､｡この掲示板は､スタッフおよび受講

生のみがアクセス可能な閉じた掲示夜であり､実名での投鶴による安心感があったであろう｡ 議論の内容を由由に覗

ける ｢偽者｣とむ､えるのは､飽斑の学生とスタッフだけである｡また､とくにビデオチャットの接続がうまくいかな

かった初期段階では､授業内外で議論を進めるために利周せざるをえなかった｡これによって金属が掲示板の健周に

慣れたことも､気楽にしかも頻繁に周いられたことの要因であるのかもしれない.

以上､振 り返 りの時間や電子掲示夜が､議論の階層的時間構造に対し､いくつかの機能を分担 しながら授業で周い

られてきたことについて述べた｡

5壬6 学び碍構造の連続的な構造碓

こ れ まで述べてきたことを踏まえて､学びの構造の連続的な構造化につむ､て全体的にみていきたい｡表5.5に週

毎 の 電 子掲示夜への役儀数濠鑑別に示 した｡授業中の投稿や飽鮭からの役儀は除いている.

嚢5｡5 講義固ごとの班別掲示板投稿数 (ビデオチャットでの議論期間)

i 1 鼓 2 鼓 3 珪回数 内 容 回数 内 容 回数 内 容

第壌回(5/l且～) 5 接緩不可 2 2 接続不可

第ら回 3 掲示板-チャット 2 ビデオチャット 6 チャット
(5月8-) 進展せず 京大中心での議論

第6回(5/25-) 6 チャットゆ王P電爵 4 チャット-ヰⅠP電話 8 チャット-ⅠP電話

第7(6/且～) 7 体験談 9 体敬談 28 苦痛､多忙

第8回 6 慣れ ll ｢間｣を感じる 13 鳴門倒 且名
(6/8-) 意思疎通良好 前半ビデオチャット不具合

第9回(6/15-) 0 スムーズな議論をしたい 3 スムーズな議論をしたい 9 噛み合わない

第五0回(6/22-29) 5 ｢まとめよう｣チャットでの議論 6 まとめを意識 9 体験談

※授業時間内の役儀､飽鼓からの投鶴は除外
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学びの構造の連続的を構造化は,学生間のヨミュニケ-ションの沈毅的安定的で連続的な変容である｡最終年度

KNVにおけるこのような構造億 は､且鼓､2波で典型的に見られる｡ 第4-6回目は滝機器のかラプルで満足の魁も

i議論ができなかったが､第冒回のビデオチヤツ恥が問題を宅接続 し た際に､(構成属が順番に体験談を語る)こと

で､飛躍的にヨミ且ニケ-シ ョ3/が取 りやす宅なった｡第8回以後､6/9までは､京大の学生が立てたス♭ッ鰐に

対して勺場数東側の受講生か らの 沙スは 且固のみであったことからももそれまでは畳むもに牽制し禽っぞWだことが飼

える｡ この後は､大まかに言 うと､議論のスム-ズな展開､機器dPhhの慣れ (第8回)､より快適な環境代の要求や工夫

(第 9 回)～｢まとめ｣る意識の現れ (輿 .9-且o圏)と転もった議論の大きを流れは､雨鼓でほぼ共通して魁､る｡

順 に ｢体験｣を話すことによってb金属が対等な発言機会をもち､個櫓鬼に固有を興味が構成腰金属にある程度共

有 さ れ る｡最終テ-マを決定す るにあたり鎚下の例のように ｢三のテ-守では私は発言できを毎も｣と取捨選択をする

ケ - ス も あるが､議論へ参加するにはある程度の体験的な前知識が必要であるからb芸の取捨選択は無理からぬこと

で あ る｡ 体験の共有は､議論の内的な進展を三とっぞ重要な条件である｡当然のことだが､体験談から､あるWは体験

談 の 共 通 部 分から､議論が発展させられる.とは魁もえb具体的な体験談によっ等bその具体性を超えをももように議論

の テ - マ が 紋られるという欠陥もある｡体験談の受け渡しなどによって基本的なヨミ盈ニケ-彰ヨン環境が整ったこ

と を前経にして､たとえば第9回では､｢体験談の交換で議論が深まりにくむ症 ｢意見を求められなiても議論に

入ってきて欲しu弓 など､より高次のコミ且ニケ-ションの環境が模索されて魁､る｡三の揺れの中で､且鼓は､授業

時間外にチヤツ恥を磯極的に利周すること代向かったと考えることができる｡

i;憲二太一登輩匿:i.く､ギン整:.子J=t/l一･j巨 Lや･べれ去ようt.I:.A/な､つたの,は､∴テーマが受験っ7::いう(,･Ilになっ.Tit-･:.1:73がありま

すね｡まあ両方､どっちも､向こうは現職ですからね､そう魁もうのやってるし､こっちもそういうのは経験

してきてるから結構色々としゃべれる｡その頃,国際理解教育になったかなんかでですね､それで､そんな､

俺ら問題意識な毎､よ､みたむ､な感じ管 (笑).

以下の電子掲示蔵の書き込み内容の流れから､学びの構造の連続的変容 の棟予が読み取れる｡

第 且掲示板より 監且鼓遜 第2掲示夜より 監2淀題

～第6回(～6/且) g5/摘 寮東e :提案):ほかのみなさんが何をや りた 摘 /瑠6 寮尭6 :魁だ』騎健問詰):どうも､京大の堀

いのか､とりあえず伺いたいですO(5 ′16 京尭 D :提案):議論を盛 り上げるた め に､ 家です.阪神が三連勝してめつちやむ沌b気分です (箕)(5/霊魂 家来A :ほか翰班釣温捗を意識)吊豊かの淀 と

入ず つ何で もいいので､思ってることを ｢主 張 して もらう｣というのはどうでしょうo(5′18 鳴教東野:話題提供)学級崩壊の経験は､ありますか ?? 比べて書き込みが止まってしまいましたね-o

夢7回(6/且～) ビデオチャットで体験談 ビデオチャットで体験談

第8回(6/8-) 沌 了等 京大慧 :浸剤につ仁王時討頂き (6/8 寮尭B :ネ争覇提供∋:代わりに教師塾を主催
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第9回(6月5-) (6/掴 鳴敦夫 E:まとめを意識):あと数回で終わってしまうこの授業 .fこのまま楽しく終わればいいものの､我々にはレポー トがどう.してもつきまとうo授業で話すのは時間がもったいないと思ったので､書き込みましたo(6/瑠5 場数大 臣:まとめの骨業を提案):今日の話の付 け加えて くお願い しますoあ と2回がんばるぞ～(.〈!∧)

第10回 (6/26 京大 B:チャットの報告):25日23時から井戸 (冒/2 京大B:まとめ):タイ トル :8.15.22日ま

この連続的構造化の流れは､初年度の京大の学生から掲示夜に書き込まれたログにも見られる.

(初毎度京大 5/28):目指すは現状打破 日 さて､ この研究室､壁に当たってるっていう感じですね｡

(苦笑)僕が思うに､ここは第2の段階を迎えたのではなも､かと｡ 第且段階は､｢実験的なネットミーティン

グの運周から､その機能やメリット&デメリットを手探 りする段 階｣そして今迎えている第2段階は､｢第

1段階で手探 りしたネットミーティングの機能などを認識し､その機能 的 制限の中でどれだけ生産的な時間

を作れるか､を検討する段階｣ではなももでしょうか｡今まさに､私達は こ の第2段階の壁に当たってむ､るとt一

言えると思います｡-

一方､このような連続的な構造化が見られるにもかかわらず､今年の且班は､むしろ議論が深まらなかったと感じ

ている｡ これは何に起因するのであろうか｡

細島教大 領班6 6/28チヤツ担):議論が発展しなかったのって､なんでだろ?

(京大 瑠班 B 6/28チヤツ匪):壁が薄くなる過程と議論の深まりにはふつう関係がある気がします｡でも

僕らの議論ってなかなか発展 しなかった気もする

個人の体験談に終始したことで､各構成属の発言に対して､反論や疑問の形での返答がなく､聞き手は ｢あなたの

体験談｣としてすべての発言を認めざるをえず､批判的な議論が抑えられた｡つまり､｢乱舞あり｣の環境､つまり反

論や疑問がないと議論は緩まらない｡これも一つの理由であると考えることができる｡ 今ひとつ､議論が深まらない

理由として､次のような受講動機について説明する発言がある｡

(京大1証A):-せっかくだから教育について色々話したいっていうのが先に立ってしまって､私の中では

焦 りがあったんですけど､偽の人たちは教育について話すよりもネットミーティングはどんな感じなのかと

か､そういう関係性搾 りの方に興味があったみた毎､で､最初はちょっととまどいがあったんですけど､教育

について話さなきゃ高さなきゃっていうような､意識がだんだん薄れてきてからは凄い気楽に話せるように

なって､凄い楽しかったです｡
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ここには､ネットミーティングにおける形式優位の立場と内容優位の立場との間の対立がある｡リーダーシップ論

で言えば､達成優位型と集団維持優位型との閏の対立である｡ 田中 (2003)は､軍部Vのネットミーティングによる対

話という基本設計が､たとえば ｢あなたと私はお友だち｣といったメタメッセージを含む ｢お喋り｣の欠如した乾燥

した機能的な意思疎通をもたらしかねないと述べている｡今回の1斑は､あたかもこのような対話の乾燥化に逆らう

かのように､｢自分たちの鼓は伸がいい｣と言明する｡ 対話における形式が優位になれば､内容は疎かになる｡ 適もま

た真である｡｢伸が良い｣という形式優位 ｡集団維持優位の選択は､内容や達成の捨象と裏表であるのかもしれない｡

インタビューの際､｢1姓は伸がいい｣という発言 (書き込み)が議論の深まりに対して妨げにならなかったかを尋

ねてみた｡この発言は､京大一鳴教大という対立構造を超えて (他班を外部としつつ)自分たちの班の結束力や帰属

意識を示すものである｡電子掲示板や振 り返りの時間で､他班との相対化や比較によって ｢自分たちの班はこういう

(伸がいい)雰囲気だから｣といった自己規定を行い､それによって自分たちの帰属集団を創 り出した｡ところが､逆

にこの自己規定から抜け出ることができなくなったということなのかも知れない｡つまり､次のインタビュ-回答に

あるような ｢反論がしにくい状況｣ができあがり､｢沈黙の螺旋6)｣構造が生まれたのではないだろうか｡しかしなが

ら､道にその伸の良さが､夜中にチャットで全員が集まる状況をつくったともいえる｡ それでは､チャットでは､議

論は深まったのだろうか｡それとも､お喋り感覚で深い議論にはならなかったのだろうか｡

(京尭瑠班D 6/28チヤツ巨):わが 1班には笑顔と領きが多かったってスタッフの方が言ってましたが､

これもとっても大きな要素では??

(京大 領班A 6/28チヤツ巨):うーん､なんて言えばいいのかな?? 仲良くなると､私の場合相手の意見

を尊重したくなっちゃうから､相手が気を悪くしたらやだな､とか､伸が悪くなっちゃったらどうしようとか

(京乗 用班A､インタピュ-):今になって思えば､人間関係とか関係作 りとかいう点では凄い上手 くいった

と思うし､実際楽しかったんですけど､議論をほんとにするんであれば､あそこまで和気藷J@とした感じに

なってたら､一人の人が意見を言ったことに対して反論がしにくい状況だったんですよ｡ - あ の雰囲気の中

だったら議論､深まるっていう感じではないだるうなとは思います｡

こ の 背 景には､振 り返りの際の教員のコメン吊こよる後押 しがあったのかも知れ な W ｡

(家来 瑠班B 6/28チヤツ匪6/28):京大側の教授も､ 且班の関係形成につも､て発表するかもって言ったら､

一般的に言って､受講生個々人のもつ教師や現場､東大生とnったステレオタイプなイメ-ジは､当初は警戒心を

生み出す.しかしこの警戒心は､実際に異文化とその担い手に轡れることによってある程度は超えられ､由藍や由昏

倒の構成農の文化が相対化され､同意､納得､制限､遠慮､無視､調整､方向付けなどによって相手との関係がじょ

じょに構築されてくる｡たとえば今年度は､京大内では､学年差に起因する微妙なラベリングが生じでも､た.これに

加えて､大学間にも年齢差はあった｡しかし､これらの年齢差による会話での-たとえば敬語の健n分けとnった-

やっかいさは､｢慣れ｣により徐々に解決された｡

各鼓とも､｢構成員が順番に体験談を話すこと｣で発言機会が均等に与えられ､これが直接的な関係を成立させる

大きなきっかけになった｡しかし､それにもかかわらず､｢これからやっとケンカできるところだった｣(京大教展A､

凝 り遮り)という水準を超えることはついになかったOこれは何故だろうか｡次の回答のように滝最終日までに議論
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をまとめなければならなU､という時間的制約があり､これが議論を否応なく深めさせるきっかけとはなった｡しかし､

KNVのような授業において議論に充分な深まりを求めるためには､このような時間設定だけでは､明らかに不十分

である｡

(京大望班 Bも宵3#夢だ且-):-今回はまとめよう､まとめようって感じで終わってしまったんですけど｡

もう半期あったら立派を議論ができるんじゃな行もかなって､半期あったら議論やって､しっかりしたものが

まとめられるんじゃなnかなって､そう思うんですけど｡

臥 尊び鈎構造翰偶然的飛躍的鷺的恕非連続的構造絶

次に､非日常的なハプニングやずれが､学びの構造の構造化にどのような摩周を及ぼしたのかをみてみる｡ ここで

は主として､コミュニケーションの遮断から回復へと向かった3鼓の状況 (『3鼓事件』)につな､て考察する｡これに

次転､で､2度にわたる機器の トラブルによる非連続性につも､ても考察する｡

68頂 粟鷺的恕契機『3班寧俸』

初年度のKNV実践では､顔とラベリングをめぐる紛糾があった7)｡京大側の学生が画面に顔を出さなお､ことに端を

発し､場数太側の受講生が何の断りもなしに鼓を入れ替わったことへの非韓がなされ､その際の京大側受講生からの

掲示夜への投鶴での｢あなたがたはどこにいても所詮教農でしかも､られなむ､んですね (初年度5/29)｣というラベリ

ングが､以後の議論の展開を強く拘束し妨げることになった｡この2斑の紛組は講義終了時まで修復できず､学びの

展開は､ほぼ挫折に終わった(これを 『2渡事件』と呼ぼう)｡田中 (2003)はこの事件を､ビデオチヤツ恥とUもう

非日常的で非Å間的な状況設定を学生の側が何とか超えようとした く入間化)の企ての挫折としてとらえてむ､る｡そ

の際､ビデオチャットと掲示夜による意志疎通における (日常的な話し言葉による意思疎通様式からは懸け離れた)

学校言語の圧倒的優位もまた､入間的関係の樹立を妨げた原因の一つであるとも指摘 している｡

2005年度の3鼓もまた､『2駐事件』と同じようなラベリングによる ｢コミュニケーション遮断｣の大きな危険に直

面した｡しかし､この危険は何とか回避され､コミュニケーションの回復と展開の方向へ向かうことができた｡この

『3鮭事件』では､当初､京大側の投げかけた発言の多 くが､現職教虞大学院生の ｢現場｣とか ｢経験｣とかの言葉

･:,=よってコミュニケーションのタもに追いやられ､.コミュニケ一･シ≡ンそのものがうまく展開できなくなっていた｡コ

ミュニケ-ションの切断であるoここでは､教職現場の立場に固執し京大盤の発言を受け柳 1.なむ､現職数属院生と､

このような硬さを現職教農というラベリングで適に固定化してしまう東大生との間で､互いに癒合する出口のなも､関

係ができあがり､これが固定化されていた｡しかしこの癒合は解き放たれ､関係は劇的に変化する｡

3鼓 は ､ 東 大 館 現 職 教 贋 (射場敦夫ではなく)の固定的対立構造から､いかにして脱却したのか｡ある摘 ま､議論

を行うために必要な直接的な人間関係は､いかに形成されたのか｡これらの問いに答えることは､対面と比乾して意

思疎通の困薙なオンライン上のコミュニケーションの改善に対して､一つの有力な示唆を与えるものとなるであろう.

まずは､対立構造脱却までの関係の変化を見ることにしよう.ビデオチャット前半のコミュニケ-ション遮断さな

かでの､電子掲示夜への投鶴とインタビューの回答を示す｡まずここには､現場に関する情報を学生に ｢教える｣と

いう立場が鮮B,酎こ現れている｡

(場数尭3班臣や6/冒掲示板):今､みなさんの読ませていただきました｡ いくつかに私の考えを述べたも､

のですが､

電場教東3班匠も6/8掲示壕):今田は周事があって出られなも､ので､学校の今につむ､て少し情報を擾供し
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たいと思います｡

(鳴敦夫3班巨､イ:･!タビュ-):同じ､今現職でありながら､学生のレベルでっていうようなことだったん

ですが､教育の問題ってことがあったんで､どんなテーマできても､こちらはまず､受けて立とうと､これ

を話したいんだっていうことではなく､それが非常に自分が興味があることで､それなりに､･だし､現場の

ことであれば､それなりだし､つていう最初の感じでは､いましたね0

(鳴散大3班E､インタビュ---I):-ですから､彼らのいってることはわかるんですけど､もっとこちらの､

弊害のほうがこちらは多 ぐて･､その辺については､非常に一般論で話しているのと､現場の､実情で話して

いるので､非常にかみ合わない部分と､-その中で､余 りにも､一面的な話しとか､たとえば､塾でも､今

は､詰め込みだけではよくないので､そうではないという動きをしてるわけですよ､今現在､そのへん情報

がどこら辺までか､/1､学校を対象にでしてねっていうのもあったんで､学習塾の調査をしたものの､十年く

らい前の結果のものとか､私が掲示板にどーんと貼 り付けて､こういうもんなんですけどねって､それが分

かっていってくれてるのかなって､暗に検証として､まあ､見てくれたかどうかは分かりませんが､-

(鳴敦夫3班E､インタビュ--):何かのときに､結構いつもになく､珍しく､あんまり分かってか′､ってこ

とですか､つて言ったときは､そうですね､つてはっきり､珍しく私が言ったことはあったんですけど｡分

かってるといっても､間口がありますよね､どこからの切 り口から分かってるかっていう部分の中で､そこ

がやっぱり､私がもっている部分と違うから､同じ土俵に立たないと話は進まないんじゃないのっていうよ

うな話も最初､語をして､だから現場の情報を､現在のことを､なにか載せて衝きましょうかっていう聴案

をしたときに､いらないって言われたんですよ､現場の話しは｡それは最初のころショックでしたね.

次に､ビデオチャット初期の遮断状態の段階での京大側受講生の投稿をみてみる｡議論を進めようとする京大側受

講生からの提案がいくつか見られる.七かし､チャットを利周しようという京大側からの捷案も結局実現されなかっ

た｡インタビュー回答からも､受講生たちは当初､｢教える一教えられる｣という関係における由己規定に開適して､

両大学間の文化的相違を強く感じていたことが読み取れる｡

(京大3班B､5/30掲示板):てかさ一･｡話進まんやん｡みんなもっと書き込もうよう- 忙 しいのはお互

い様でない- ??

(京大3班A､6/3掲示蔵):全員が暇な時間にチャットルームに集まって議論しませんか ?

(京大3班6､6/7掲示板):皆さんそれぞれにとてもお忙 しいようですが､授業時間以外の話し合いも積

極的に進めなければこの授業を有意義なものにすることができないと思います｡そこで､携帯 (お持ちでな

い方いますか ?)で連絡を取 り合ってはどうでしょう?…

(京大 3班G､インタビューr;I):最初のころ掲示板を､話が授業中にあんまりすすまなかったので､掲示蔵で

次の週までに書き込むっていうのをずっとやってたんですけど､それの時に､話し合いのときにはどうして

も●さん (E)が年上っていうこともあって､堅くなってしまうし､㊥さん (E)はあたしたちに教えるみ

たいな感じで､なんていうのかな､先生言葉みたいを感じになってるので､それを崩すために､掲示夜には､

大阪弁で書き込んでみようとか､そういうことを色々やってたのは､いま思い浮かぶことなんですけど｡
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3浜の京大側受講生の振 り返 りの時間は､解放の場として捉えられていた｡

e京尭3班Bもガン撃だ且-):振 り返りは､3鼓にとっては愚痴を言える場所というか､発散できる場所で､

それがあったから､よっしゃ次もがんばろうとか､次はこうしていこうとか､そうな､う風に思えたかなと思

います｡

ミ京烹 3誰C:､,インきビュー:):ネットミ-ティング終わった後で､ここでみんなで京大側で着し合う時間は､

あの､捌け口､だったと恩もちます｡こっちのAとは遠慮無 く語ができる､ほとんどクラスメー トだし､まあ､

なんだる､今日ネットミーティングであったことを面白おかしく話すことで､なんていうのかな､話したい

ことを全然話せない訳じゃなせヽですか-

この時期 の電子掲示板の利潤状況につむ､てみてみよう｡表5.3でみたように､3鼓は電子掲示板を最もよく活周

してむ､た波である｡表5.5で時系列的に見た場合､投鶴畳は､第7-8回が28件､続 く9回冒までが13件と､そのほ

かの週 と比較して増加してむ､る｡ スレッドを基準とした場合､京大側の受講生が立てたスレッドには京大側からのレ

スがつ くことが多 く､学内では 比 鞍的活発にや りとりをしている｡ これに場数大側からのレスが初めてつくのが6

/且0､つまり第8回目を過ぎてからである｡ 一方､場数大側受講生が立てたスレッドに対しては､一週前の6/7に京

大側受講生から初のレスがあった｡ちなみに､キーパーソンとして挙げられた場数大Eの発言に対しては､最後まで

レスがつかなかった.

次に､3鼓のコミュニケーション関係が遮断から回復へと劇的に変化した第五0回の講義に注目しよう｡鳴教大の現

職教戯Eは､それまで東大生に対してはともすれば防衛的であり､自らはできるだけ理論武装し､教員 (または教層

としての自分)を擁護しようとする立場をとっていた｡つまり､京大生に対する ｢理論的､現場未経験｣というラベ

リング､毎分自身を含めた現職教属の ｢実践的､現場経験豊富｣というラベリングが貼られていためである｡このラ

ベリングを固定化することと防衛的であることとは､おそらくは相補的 ｡相乗的であり､悪循環の回路を構築する｡

一方､京大側は ｢教える｣｢教えられる｣というラベリングを距香し続けていた｡こうして､双方の互いに関するラベ

ルは晦定化され､両者はともに互いに対して防衛的になり､双方のコミュニケ一･ションは遮断される.

受講生Eは ｢東京､文部省は情報が早い｣｢今も頑張っている人がいるよ｣など､京大の受講生の枠外へと論題を転

換し､京大側学生に対して ｢データ｣を持ち出して対応する｡京大側は､この種の発言を逸らして､対話の流れを ｢本

来の軌道｣-引き戻すような働きかけが多 くなる｡そのなかで､このままでは永久に議論が始まらない､という怒 り

と不安を抱えることになる｡しかし､まさにこの怒 りと不安の極度な高まりこそが､コミュニケーション関係を再構

成するきっかけとなる｡

(場数大臣､ぼデ者費･ヤツM :-今日は手元に3人の書き込みをプリントアウトしたものをもっています.

現場の太閤としてはここはインプットし直してほしいところがあるので､-

(噴散尭臣もビデオチャット):-その現実を頭にいれておいてほしい｡-

(掻故大臣､ビデ甘チャット):情報の出所 は ?

(鳴教尭匿､ぽデ痴チヤツ紅さ:-⑳さん (京大B)の書き込みで､今行われている授業形態ではそういうカ

はつかないとありましたが､｢今行われて魁､る授業形態｣とはどうも､う授業形態を指しているのでしょうか
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藍京東風%暖デ者チヤツ紅さ:それはそうです｡こ こ で は 簡 単 に 考 えるために無視しました

腿下の京大 3鼓Bの 3度にわたる強気碍発言 (直接的な見開関係での議論に持ち込もうとずる醜態竜意志を持った発

言)に注目しなければならな魁も｡この牽り取りがヨミ且ニケ-彰ヨンの再構築に向かう転機となった｡

r'鴫罵言-:∴:､昌:I:.う千十 げ､-;t･tL"J弓､養ミ′､ま･i:.'か':I

藍京東風譲:それを這艶から論じましょう｡
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ビデオチヤツか (第且0回)より

這碍転機碍直後碍授業時間では馬京東側碍議論碍進め潜の擾案に譲歩した ｢蓉れ習構齢ません｣と魁もう発言がある0

㌦申 .∴ ･:''/'･/ILI･烹-;:,:車.巨汽至言モ.3{:I-:-..;I;t':i.:.了 ぎ÷-I,･,.･j':.I:,IJモ壕意L･.,::覚!t;I..I-;::?1:-::l∴日:I-∴＼∴デ-:;i:･::･て::･､現.塗:二･着:･か:-:ii･蚊:I,て言 こ､言∵､-･JIJJFi.;

懐や不安bすなわちそれま管のあ堕ように拘泥する由藍骨盤的固執もみられる｡這碍不安や固執を押 し等をされた議

を･.;二･竜竿.･'.A::'賢.こ~'三:::;室享T､∴T､王:_:'';:::.:-:∴-∴･J∴ :I:_.二ili.考 三二t･31二ミ･7:'工巨∴ ′-:7..I::'二.:'':i･'.寺･･T::.∴ t:I:I:I､十 ･;.ち.':r:.･:..:I.…:日.I:･'+:::･),.;.∴

千T;l･TlIi':::.;:,,:'1.:∴~旨Fr:子::i:i.i_,;:r.敷..日II∴三三､･rrI-?､●'零賢せ きt:::_十 ､で青笹 さ..がを二-I:三｡

電場教尭匿い それ晋横転､ません｡現実から練れすぎを齢か危機感を覚えただけO

5:'麿教.:.::-辛 . こ/･㍉ニ●::･:::こし予 ､ I.::･こ 二･:､せ 圭て､:.･I.･L'{'･':･･.･.I;:I:;:_.;･1､､､昔･'I･::,5..,;.空言二キ ∴㌣㍉I.:h:-I.･:JJ一･.''†サ:,lt:I_.

ミ菓子こI,I-:-;'∴ I;I:･biL,こ.I,;::守,i-.::...写:.:I,, 草 深 T'二滴 罵 言..7':J;.,I.;･;.II.:J･汗 ･ミ.,tJ.=章寧亘洋票が王手言コ,'･::_'H:I__十･･:喜l:::･lr･--='･:JJ.工;t'･T.I;,i_1''!/ill:十｡

よ!':よ･;こ.̀∵･､･.コ字 で亨 It.､丁:-::･亘‥､･十 ･､∴責年下?i',:'t.･,-.0

浦､ニ去油 .::善し立場'-'モア春 しき:上土う

':(:I.1'･::･;=1,:.::;･十､‥t{･,lL･,I'! .:嘗 -;_(::唾?.;.1:_;1:J

一､万-...京十.,.i_巨二 戸T?L一二f_∴ :二･,.::.tf･寒声?LtSj.;雫等､申 草二三･t･'1戸 ●lt∴､強 '羊専 L,::,:.･∴工 }L･{::,車 !../上 達･∵爵予ニTt71T･:.':_:∴て上ニ∴

十 ･:-:.･/:ここJ:,:3':うち:I:)!､言 土工､･;･i･::･宣∴一､,!∵t:轟十下車手番 さ､∴ ミ̀:㍉トー..

i..i;i-:T.'17･iI-立∴ 撃が･-棲q･.Llt{-i:･J;:ら､了二･:!･.･･t'(,,:?'･木与･･_--I:-'!1う草,.I:."_,

---zI:i:i.---･-



京都大学高等教育研究第1且号 (2005)

(数量):ずっとだまっていたね

(京大風い 途中で非常に怖 くなって｡大丈夫だろうかと｡ うまくいって今日は非常によかったです｡(大勢

つっこみ)

F.:京大A):急に核心をついて､それ､いいのかなと｡

振り返り (第10回)より

こ の転機 以 降では､3淀でも､ほかの法の ｢連続的な構造化｣と同棲の流れをたどることになる｡第且0回(6/22)

では､受講生が服に毎分の体験談を交換す る ｡ たとえば､以下は､直接的なÅ問関係に立脚した発音である (京大生

に対して鳴敦夫Eが共感を求めるような感じが受け取れる)0

(場数尭臣､ビデ痴チヤツ匪):-同僚としてみていても ｢え｣と思う人はいる.私がいく学校はまじめな人

が集められて毎もる学校ばかりだったが､友達の語をきくと ｢え｣と思うひとがいる｡何で同じお給料なのと

文句をいってたりもする-

授業後の振 り返りでは､この体験談に関して､京大の受講生Bが以下のように義り遮っている.教師一学生の関係

が崩れ､対等な会話を始めたことが読み取れる｡相手が折れ､議論が前進し始めたことにより､自らも ｢そういうの

も確かに必要だという感じ｣と教員という視点も議論を進める上で大切であることに気づいている｡相互的な関係の

構築である｡

(京大B):じゃあいな､授業はどんなのだったかを言っていこうことになって､⑳さん (E)がこちらにふっ

できたので､⑳さん (E)はどうだったのですかという話になったら､いい感じに話ができて-

(京尭B):それまで ｢ん-｣と (しかめっつら)で開いていたのが､⑳さん (E)でも ｢え? と思うよう

な教師もいるのよね｣みたいな話を

(京大B):たぶん⑳さん (E)には全体を否定されているように感じて､そうじゃないわそうじゃないわと

なってU､たのが､自分の観点から見て､そういうのも確かに必要だという感じに変わってきたから

振り返り (第10回)より

現職教戯 (鳴敦夫E)は､自らの体験談を話すことで､｢学生 ｡生徒の立場｣に気づき､また､他人の体験談を開

くことで､自分が教員の一例に過ぎないことに気づいたのだろうか｡あらかじめ自分で調査したデータを示して相手

の発音を遮断するのではなく､毎分の言葉で相手に静しかけることによって､それまでとは質的に異なる双方向性の

会話が成立することになる｡

この画のビデオチャット終了時のまとめ段階では､鳴敦夫Eは､受け手側の役割にまわり､(i｡2蛙のキーパー

ソンにみられたような)一歩外に出た議論の調整役の役割を担っている.この役割規定は､この回の京大側とのやり

取りが契梶となって自然に形成されたものなのか､鳴散大E自身が察知し､意図して買って出たのかについては読み

取ることができなかった｡
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翌週の3鼓の議論は､引き続き回復状態を保持したまま進行した.以下の掲示板の投鶴は､関 係が回復した直後の

書き込みである｡関係の気まずさに宮及したと思われるが､鳴教太Dの役割として関係の維持や ｢和み｣の要素があ

ることが読みとれる.

蛸島散大 3輯隠､ 6/28滝泰轟):それと､"戦争はふた-浴 巨､もう残 り少ないことですし,みんなで平和

3鼓の意思疎通遮断状態でのや り取 りにつむもては､教展の介入が 必 要か否かにつむ､てスタッフ間で相当議論した｡

第9回 (6/且5)の授業後の凝 り返 りの時間に､場数大数農Bの ｢京 大 の 学 生から気付かされることはあるのか ?｣と

いう質間に対し場数太受講生別 ま｢ある｣､また､｢現場の問題 で な く ､ 文科省の政策について議論すればどうか苧｣

革むもう質問に対しても ｢それなら議論できる｣と答えてむ､る.

三の応答について考えてみよう｡ 議 論開始当初から､この 現 職教属は京大側からの発音に封 じで ｢それは実際の教

育現場にはあてはまらをもも｣とももった防衛的を発言や投稀を繰 り返していた｡三のことにつむもて教戯Bが尋ねた訳で

ある.議論に ｢教育現場｣を持ち込む と句圧倒的に 優 位を立場から視聴教農が託宣することになる｡そのため鳴教大

数贋Bは勺助音と毎､う形で受講生たちの状況構成に間 接 的 に 介入し～｢現場から政策 -｣と論題を転換させることで､

一方通行的発言に歯止めをかけようとしたものと思われ る . だが鴇以下の現職教属へ のインタどよ-回答によれば､

三の意図を本丸がくみ取ったかどうかを三つ転句では疑問である｡

く鳴観大畠通巨､インタだユ｣ :蘇 り返 りの際に､⑳先生 (場数大数戯C)に ｢学力の論題のときにはデ-

以下は第10回 (ビデオチャット最終回)前日の投磯であるが､第9回の教層Bの助言や､まとめの意識などからb

すでに状況打破に向けて打ち解け始めていた気配が伺える｡

摘轟散光笥鰻 臣㍉ 6/票一時泰聴):こんにちは 葺みんなの書き込み読 み ま し た .｢そうだ ! そうだ !｣とうな

京大の振 り返 りの時間につむもては､京大の教農Aのヨメントが､議論の進展のきっかけになったと考えられ る ｡ こ

れが事実であれば､今回の教贋の介入は-応は成功であったといえるだろう｡
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(京大3班 B､イン留旺且-ラ:前回の時に､前回か､前々回かもしれんけど､まとめのときに､スタツフの

Åらが､もっと言毎､たいことをU､ったらええねんてU､ってくれたから｡そのあとどうなっても大丈夫だか

ら､つても､うバックグラウンドがあって､そうなもうのがあったから､思ったことを言わな､この壁は崩れな

魁もって思ったのもあって､結構ヒ一 缶アップしていくなかでぶわーっで言っちゃったっていう感じ.

別の視点からみると､以下のインタピュ-にあるように､議論テ-マの変更が直接的な関係を構築するきっかけに

なっていたもといえる｡空顎Cニ『学童 と塾』というテーマ設定に館しては､.′辛学童の現場教員の立濠としてほ､.｢塾は

不要である｣とも､わざるをえな矩､｡この意味では､｢塾｣の話題では､発言は困難である｡議論をまとめるにあたって､

塾をめぐる見解のズレを指摘する内容のインタビュ-回答や投橘 (6/2且)がみられる｡

(場数尭3班匠､宵誕夢ぼ正司 :｢学榎 と塾｣から ｢学校｣にテ--マ変更したときから議論が遊んだ｡最後2

-3週は進度について不安があった

電場敦東 3波 野､ 6/望瑠掲示聴き:-少なくとも学榎 と塾との求めてを､るものがズレて魁､るので議論がかみ合

わないような･--･｡

議論のありようとは別に､音声機器の調子もまた､議論の進行に対 して多少の影響を及ぼしたのかも知れなむ､｡第

9回冒までは､とくに3鼓で音声閑適機器の調整がうまくももかず､エコ-｡デイスターバンスを生じて魁､た (5｡2項

参照)｡このため､発言者が文節毎に区切って発言 しなければならず､コミュニケ-ションにおける完全な障害 と

なって毎､た｡しかし､且0回目のビデオチャットで､この間題は解決された｡また､ウェブカメラの優周方法 (発言者

のみ映すという)につも､ても､場数太側受講生間の関係がわか りにくい､とも､う感想もあった｡

(家来3班6も振鈴3返m :そうそう｡向こうの静も文章として開けたし､こっちからも言えたのでスムーズ

に矩もった感 じ｡しかも今 田は､相手の謡を遮ることができた｡

(京尭3班 Bもイン夢だ且-):-ただ､画面にひとりしか暁らへんというのを向こうに言えば､もうちょっ

と改暮されてむ､たかもしれなW｡向こう僻がどうなってむ､るのかがわかりにくくて､⑳さん (場数太D)ど

か､⑳さん (場数大富)と､⑳さん (鳴敦夫F)はどうも､う風を関係になってるのか｡こっちがあまり､結

構言ってぽっかりやったし｡なんか､よしとしとくか､みた態､な感 じでした､私は｡

以上のように3鼓は､コミ且ニケ-ションの遮断からその劇的な嚢磯へと向かった例である.表面的には､京大受

寮生Bの発音が状況打開の突破Ⅲである｡しかし､上に述べたように句教贋の介入やコミュニケ-ションツールの状

態勺テーマ設定をどもまた､遮断状態からの回復へ向かう非連続的飛躍をもたらす契機であったのかも知れなも､｡

昏;望 績義C:13'i'bラブ飽

今年度は､まず､授業の前半の3週間にわたってビデオチヤツか接続の不調 (恥ラブ)レ①)があり､次むbで､終盤

から発表会に至る期間でサーバーの遮断 (恥ラブ]♭②)が引き起こされた｡ 2度の大きな機器 かラプルである.前者

は､さ鳴敦大側から京大潮の各pCへのゲー トキーパー･を介 した章続がうまくいかなかったことによるものである｡数
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回にわたり調整を行ったが､結局別の手段での接続を行うに至った｡後者は､外部からの不正侵入による大学側から

の遮断措置によるもので､学夕摘､らのウェブサーバーへのアクセスが制限されたのである｡

このように､今回のKNVでは､対話の遮断というハツプニングが2度起きた｡これが ｢学びの構造の構造化｣にど

ういった作周を加えたかについて考察することには､重大な意義がある｡通常､この種の遮断は否定的にしか受け取

れないが､今回のKNVのような学生に構成させる授業の場合なら､｢構造化｣のきっかけとして､積極的 ◎肯定的に

みることもできるからである｡

講義スケジュールの前半では､ビデオチャットが使用できなかったため､文字チャットや音声のみを利属 して遠隔

コミュニケーションを行った｡すべての鼓で映像が問題なく繋がったのは第7回目 (6/i)の講義からである｡受講

生の一部はこの変則的状態にすっかり馴れたかのようであり､驚いたことには､映像がつながる見込みのある時期に

｢それでもこのまま映像を利属しないで (言語のみで)も良いか｣とU､う質問があった｡この点､もう少し考えてみよ

う ｡

トラブル①は､安定的な構造化と飛躍的質的な構造化の中間的出来事であり､コミュニケ-ション水準の段階的進

展をもたらしたといえるかもしれない｡授業開始当初のビデオチャット接続 トラブルの際にすでに､受講生たちは､

｢ネットミーティング (ビデオチャット)が使えないなら､チャットを使おう｣などといったような仕方で､積極的に

その トラブルと直面した｡あるツ-ルが使えなくても別のコミュニケ-ション手段 (より不利な手段であるチャット

や電子掲示板の利周であったが)を求め､その別の手段の特性 (たとえば表5｡且のような意思疎通様式の遠い)を体

験的に学んだのである｡ 偶然ではあるが､利周ツ-ルは､文字 (チャットや電子掲示夜)>音声 (ⅠP電請)>映像

(ビデオチャット)と､段階的に便利になってきた｡このことによるオンラインコミュニケ-ションにつむ､ての気づ

きゃ学びもあるはずである. トラブル①は､これらの意味で､受講生の積極的主体的状況構成を動機づけ､ヨミュニ

ケ-ション環境を段階由に進展させたのである.このことが､1鼓のように ｢コミュニケーション｣についての議論

を主体的積極的に展開させたとも解されるのである｡

後半のサーバー遮断の トラブルは､受講生にとっては発表会に向け～『さあ､まとめよう』と意気込んでいるまさに

そのときの､京大､場数大間の完全な通億遮断であった｡システム再インス ト-ル後､サ-バーは復旧したが､この

遮断措置のため､まとめの段階で1週を休講にせざるをえなかった｡その際の受講生の反応は以下の通 りである｡臨

時に外部に設置した電子掲示夜には､且名からの投稀しかなく､受講壁-スタッフ間の億顔関係が維持できるかどう

かの懸念があった｡しかし､2度目の トラブルに関しても､受講生たちは ｢使方をn三と｣と受け止め勺むしるその

障害を嶺庵的に乗 り適えても､こうとも､う意識があり､その障害を挽軟的あっさりと蒐服して,発表会に臨んだのであ

る｡

LIFL教員側の課題

最後に､今回のKNV最終年度に擾起された教員側の課題につむ､てまとめて記述しておく｡本来なら授業論から見

てもっとも重要な論点であるが､すでに上述の ｢学びの構造の構造化｣に関する議論で閑適する論点は出尽 くしてお

り､具体的な議論も行っているので､ここでは簡便に､論点だけをあらためて列挙し若干の説明を加えておくにとど

める｡

①教農の指導性の問題

教員の指導性については､たとえば教展開の教育観の遠も､から生じる達成重視の ｢タスク｣派と遂行優位の ｢プ田

セス｣派の対立などが考えられる｡ しかしこのような教師間の指導上の対立や乳韓は今年度はあまり直接には感じら

れなかった｡

本プロジェクトで教師集団がどのような指導を担うべきか (積極的vs｡消極的､介入的vs｡受容的､接近vs｡離隔な

ど)は､たしかに難しい問題であった.この難しさは､一部､遠隔授業とも､うこのプロジェクトの状況設定に由来す

る.二つの大学の教育状況を全体的に把撞することは難しいし､まして二つの大学の双方に指導的に関わることは､

反応の把鐘の難しさも絡んで､容易なことではをも､.しかしこのプ田ジ温夕机こおける指導のあり方の困難さは､遠
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隔授業に直接由来するとむ､うよりも､むしろ ｢学生が構成する授業｣-の教師の介入の難しさにこそ由来すると言わ

なければならない｡

ともあれ､例年同様､今年度も､両大学の教展スタッフの間では可能な限り連絡を密にすると共に､京大側では､

授業中穫J@の問題が発生 した際には随時廊下会談8)を行った｡このような教戯スタッフ間の合意形成を前提として､

授業の進行上必要であれば､撮 り返 りの時間などを利周 して受講生に対してさまざまな指導とコメントを奪えたので

ある｡

(9故景蔚弁入電コ点 しさ

今回は授業進行に対して適正な介入ができたのだろうか｡｢何が起こってむ､るのか｣を学生と共有できたのだろう

顔.今臥 教園側が意識的､直接的に議論に介入したのは前節で論じた3斑事件のみである｡しかし､ 且鼓のテ-守

決定に関しては､教虞のコメントが間接的に受講生に教育と関連のないテーマでまとめを希うことに正当性を与えた､

という一面もある｡

インタビューでは､スタッフの介入が不適切だとなbう意見はなかった｡主に振 り返 りの時間でのスタッフの発言が

｢客観的な者｣の意見として受講生に受け容れられてむもたようではある｡｢スタッフがあまり直接的には介入しな毎､｣

と魁､う事実を､受講生たちは ｢この授業は､こうな､うものだ｣と魁もう開き直 りによって受けとめてU､たようである｡

ただし､この開き直 りは､｢もbざとなればスタッフの援助を見込める｣と転もう信頼感に裏付けられてむ､るべきである｡

インタビュ-の結果などを見る限り滝このような倍額感もまた､ある程度は確立されでも､たものと考えられる｡

③教義間の情報共有

教腰につむもては､日常的にメーリングリス 缶での情報交換､打合 せ を行 った｡講義時間中は携帯電語､ⅠP電静

(ス労イブ)､チヤツ机こより随時連絡を取 り合った｡ただし､京大側では､ネットミーティングが 3つの部屋に分か

れてお り､ 且力餅に固定されたPCを利周 してリアルタイムで連絡を取 り合うことが困難であった.このような連絡

は､たとえばPDA (PersonalDigita且Assistanも)と無線LANの組み合わせなどで携帯可能なシステムを準備す る こ

とで容易に達成可能であろう｡

④議事ップ碍労力

主にビデオチャット優周に関する授業中の些細な トラブル処理は､受講生数が増えると対応 しきれなむ､だろう｡ま

た､教贋はビデオチャット時に名盤の裸子を観察して回るが七どれだけの鼓であれば対応可能なのであろうか｡これ

らの点も､今後の検討を必要とする｡

⑤匝靖スタッ-jtlの患遅

今臥 会議などでビデオチャットの準備開始時間が遅れたことや､それに伴う設定不十分のまま授業が開始される

ケースがあ･った｡PCのセッティングなど簡単な僅業は､教育の且つとして受講生に行わせるのも負担を軽減する方

法ではあるが､スタッフの誰か 且Åしかできなひもとnった稚業は可能を限り避けるべきであろう｡

凱 K巨軸､tJ･Ti--=恵渡る ｢学びGTTJ'童造ei"38滴造化｣

本鶴では､本年度のKNVにおける ｢学びの構造の構造化｣に着 目̀して考察を重ねてきた｡本稀の最初に述べたよう

にbK因Vのような ｢学生の構成する授業｣では､教授 ◎学習の相互行為が進行する ｢学びの構造｣は､濠初の時間に

できあがった ｢構造｣を土台にして､日常的持続的な働きかけや定例化した働きかけやハプニングの蒐服へ介入する

ことなどを通 じて､ じょじょに構造偲されでも､く｡そしてこの構造の構造化によって､授業が構成されてくる｡

｢学びの構造の構造偲｣については､すでに見てきたように､日常的な連続的構造化 と非 日常的で突発的な非連続

的構造偲 とを区別することができるO
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8｡1 学びの構造の連続的構造化

この授業で学びの構造がどのようにして連続的に構造化されたかについては､幾つかの観点から検討を加えてきた.

まず､学びのコミュニケ-ションが十分に展開されるためには､ラベリングと直接的な関係との間で適切なバラン

スがはかられなければならない｡相互行為は適切な相互ラベリングによって安定した軌道を走ることができるが､そ

の際､ラベリングが固定化され､軌道が狭 く限定されてしまう危険性がある｡この危険性は､そのつどに直接的な関

係を活性化することによって､繰 り返し回避されなければならない｡学びの構造の連続的な構造化は､ラベリングと

直接的な関係との間にそのつどに適切なバランスが見出される過程でもある｡ すでにみた3法事件は､このバランス

が失われたことに起因する出来事であるともいえる｡

次に､遠隔授業における学びの構造の構造化は､オンラインメディアに対する疎外論的発想 (｢オンラインにおけ

る関係は本来のオフラインにおける関係の租悪なコピ-でしかない｣とする発想)が蒐服されることによってのみ､

可能となる｡この克服とは､手持ちのメディアを最大限活周することを通して､偽に替えがたい学びの有 り棟を出現

させるとともに､その学びを通して､毎分たちの日常的な相互行為 (対面的なそれを含む)のあり方に対して､深もも

自省を加えることである｡本年度のKNVでは､受講生たちは､メディア利周について日常的にかさな工夫を重ねな

がら､自分たちの疎外論的発想を自力で乗 り越え､遠隔授業に相応しい学びの構造をじょじょに構造化していった.

この限りで､｢日常的な相互行為や教育に関する前理解を理解に高める｣というKNVの主要な授業目標は滝かなりの

程度に達成されたのである｡
ヽ

さらに､学びの構造の構造化は､学びの集団が (辛-メ-ジンを創出するなどの倣方で)役割を分化させ､役割シ

ステムを創出する過程でもある.キ-パ-ソンは､ある場合には､達成優位の指導性を発揮し､別の場合には､集団

維持優位の指導性を発揮する｡この他に､場を和ませたり議論を切 り出したりまとめたりする役割もまた､じょじょ

に分化してくる. こうして､役割システムの出現という形で､学びの構造の構造化が達成されるのである｡

この授業での学びの構造は､ビデオチャット､電子掲示夜､授業後のオフラインの反省会などの分業システムが完

成することによっても､構造化される. この3着の相互補完性ないし分業の具体的で細かなあり方については､今一

度本文を参照されたい｡本箱ではこの分業のあり方について､数量デ-夕やインタゼ ユ-デ-夕などを凋む､て勺それ

なりに詳しく議論することができた.本覇の一つの成果である｡

臥票 学びの構造の非連続的構造撒

学びの構造の非連続的な構造化について､本鶴では､｢3淀事件｣と ｢機番の トラブル｣の2つを検討した｡

3盤事件は､ラベリングと直接的関係とのバランスがうまくとれなかった典型的を事例である｡鳴敦夫の現職教虞

大学院生Eは､東大生に対しては防衛的であり､由らはできるだけ理論武装し､教員 (または教農としての毎分)を

擁護しようとする立場をとった｡つまり､京大生に対する ｢理論的､現場未経験｣とももうラべ苛ブンダも毎分曽身を含

めた現職教員の ｢実践的､現場経験豊富｣というラベリングを遂行したのである｡ このラベリングを固定化すること

と防衛的であることとは､表裏一体の関係にある.つまり､ラベリングと防衛性 は ､相補的 ◎相乗的に高められ､一

種の悪循環の回路を構築していたのである｡他方､京大側学生は ｢教える｣｢教えられる｣と魁､うラベリングを拒否し

続け､相手側に ｢理不尽なラベルを貼る者｣というラベルを貼っていた｡こうして､双方のお互いに関するラベルは

固定化され､両者は互いに対して防衛的になり､親方のコミュニケーションは遮断されていったのである｡

この固定化された悪循環は､敦農集団の支援によって支えられた京大側受講生の幾分攻撃的な働きかけ と 鳴 門 側受

講生のそれへの受容的な対応によって切断された.つまり､関係そのものの解体に向か毎､かねなむも一触即 発 の 危 機 状

況は回避され､ラベリングを超えた直接的な関係が開かれた｡こうして突発的で出来事を通じて､学びの構造の非連

続的な構造化が達成されたのである｡

すでに述べたように､今回のKNVでは､機器の不調による対話の遮断というハツプニンダが､2度繰 り返された.

通常､この種の速断は否定的にしか受けとめられない｡しかしKNVは学生が構成する授業であったので､学生たち

は､この出来事を他人事として受けとめるのではなく､むしろ自分たちの状況構成に穣極的に繰 り込み､学びの構造

の ｢構造化｣のきっかけとして肯定的に活かした.受講生たちは､機器の不調とも､う困難を事態を､由分たちなりの

創意工夫によって乗 り越え､学びの構造の構造億を進めたのである｡
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8由3 授業困襟夢孟達成凄艶たかO受講生達は陶を撃鬼だgBか

KNVの授業目標は､教育に関する前理解を理解へと深めることである｡ この点からすれば､本年度の授業では､受

講生たちの議論はかならずLも藻も､レベルには至らなかったものと､消極的に判断できる｡ その原因としては､オン

ラインのみと転､う授業設計や時間的制約を挙げることもできようが､もっと浅も､､機器健周の技術的レベルや教員の

働きかけのありようにつむもても､冒.を翻 する必要がある｡それにつむ､ては､本文で幾つかの具体的なポイントを挙げ

ておミ:･ミた｡

ただし､本文で繰 り返し指摘したように､受講生たちは､ままならぬ機器に否応なしに依存し翻弄され､理解困難

を輿文健に接し､難しも､意思疎通のさなかにおかれつつ､しかしこれらの難し魁､条件を遣手にとって､自分たちで意

思疎通と学びとを達成してむ､った.教師集団は､者のつどの関わりや反省会での対語を通じて可能な限り､･彼らの努

力を支えた｡K紺Vでは､教師集団にとって､遠隔教育の基本的な問題性を把撞する学びがあった｡これと同線に､受

講生集団も､教育と意思疎通につむ､てそれなりに学んだ.私たち教員スタッフが目にした彼らの生動的な活動にも､

彼らのインタビューでの言葉の端射 こも､その学びのありようは､たしかな手触 りで私たちに伝えられてきたのであ

る｡

i)鳴門教育大学側の2003｡2004年度の授業名は ｢教育実践研究方法論 五三｣であった｡

2)2003年度の場数大磯の受講生は8名のうち金属､2004年度は8名のうち6名が現職教員であった｡

3)この場合の ｢直接的なÅ閤関係｣と｢ラベリング｣との対比は､ルソーの 『学問芸術論』における ｢直接性｣と｢文

明｣との対臆に対応する｡ ルソーによれば､文明は､礼儀や規則などの人為的構成物によって､人間のハー トと

jヽ一 缶との直接的関係を､間接化しスポイルしてきた｡このルソーの対比を､よく知られているようにスタロバ

ンス専一は､『透明と障害』とも言む､換えている｡ルソーの言う ｢自然｣は､時としてこの ｢直接性｣を意味する｡

このような画然的直接性を理念として扱おうとする際には､｢あなたの本を読むと､私は､四つ足で歩いて森に

帰 りたくなります｣と毎､うヴオルテールのよく知られた邦漁が念頭に置かれるべきである｡第一印象という人為

的構成物にそれ以後も一貫して免れがたく的来されるのはたしかに間違ったことだが､そもそも誰も第一印象と

いうラベリングないし人為的構成物に頗ることなく偽者と交渉をもっことなどできないのである｡

4)たとえば､対面では､冒をつぶっても､でも会話の相手が立っている方向や距離はある程度わかる｡これは､左右

の帯に入ってくる論者の声の音圧レベルの大林差や時間差､地面や壁からの反射音の知覚などによって経験的に

持つ能力であるb

5)｢間｣の効果につむ､て､中村 (且997)は､適切な "間''は､｢コミュニケーションの送り手と受け手のあいだの感

性情報伝達のための最適な時間｣だとしている｡また､母親が子どもに本を読んでやるときに､息を止める "間"

が間期しても､るなど､呼吸を介したコミュニケーションが存在している｡KNVにおけるビデオチャットでは､音

声に関して時間遅延が生じており､この "関野がずれることが､スムーズなコミュニケーションを取 りづらくし

て魁､る一要因でもあるだろう｡

6)聴論形成の際に､毎分の意見がマジョリティでない場合に､孤独を恐れて発言を控えてしまいがちであること｡

その結果､マイ,njティが排除され､マジョリティが総意となるという仮説 (Noe旦ie-Neumann1980).

7)紛餅の概要は､たとえば､田中 (2003､p.p.7巨72).など｡

8)授業中に起こるさまざまな閣題を解決するために､教農が教室外で随時議論を交わしていた｡京大一鳴教大間の

教虞闘士もIP電話やメールを利属して密に連携していた.｢廊下会議｣につむ､ては､たとえば聞 実践におい

ても見られる (田中､2000).
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の研究スタップ勺山田剛史鴇解腰轟魔 (鎚患b京都大学)淘柑忠正 衝 (京都外因語東学)句三宮轟智子淘山崎洋子淘看

村誰差掛.著強直.;p沌 _ヾi,,轟戸こ…さ教育j:t一挙).,,薄i東=p,-3;IL茸昭 (葦毒コ｢.華 ,I,･ て 貫き吾 ､ 圭fll亘∴…ll一十 °/:-i-::::'/-言,:'.歩;7;-.lIl;仁一',/I:'､上,.:.･:JI夢

都 大 学 ､ 鳴 門教育大学の受講生諸君の協劫に探i感謝した魁も｡

* 本 論 覚は馬酒井がまず金体を執筆し滝豊艶に田中が若干の 補 充 を意悶え る形 で 書 かれた｡'』か』内容は二鬼の討論

I:I:I:益 づ LT.I,'7:'1･L_I,･.;:封lJ:了7､:-､､.文章は雨音S,:':三貴草｡
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巨概 要 ヨ 本 研 究 の 目的 は ､ 2003年 度 穏 京 都 大 学 と琶亀 門 教 育 大学 間 で 実 施 した 京 鳴 バ - チ ャル教

育 大 学 t::_Y{:.首･:{!r) 薬 童 にお 号了t7J､ く過 音 > に 出 会 う こ と に よ っ て ..学 生 が何 を学 ん だ が を考察す る

こ と で あ る｡.本 授 業 は京都 大 学 教 育 学 部 学 生 と 鳴 門 教 育 大 学 祭 曜 教 員 大 学 院 生 が ､ ビデ オチャ

I:,･,ト､ テ レ ビ婁 茸 ､､電 子 塙 示 鼓 を 漬 じ て 教 育 に 張 す る 問 題 に つ いて議 論 す る授 業であったC

< キ l-J/-7'--tド> 高 等 教 育 ...学 生 主 導 型 軽 業 ､ ビ デ オ チ ャ ッ ト ､電 子 掲 示 板 ､他者

-〔 半管変じご鳶 講 いわゆる･=-LJL･詑 ㌻巌 増 に it;I:r:.轟 々 な

目的が存在す る◎①遠隔地を芸住 み で も㌔る鬼 の た め に

貰薫す るな どといった 一通常教育の ･fJt:軸 と し て Lr:･'ItL

二道王=黒土 a･L､②通常の軽業t:,;I,予習 J彊 腎 や 軽 業 で 執 っ

た内容 に関す る議論 をお三な き電 子 掲 示 板 を 開 設 ず

るといった､.通常数字:::'=サ ボ- ト と し て 持 計 七 誼 ご正

三私 道鼓紀がti予iL=,ザ オンデT/.I-:,･欄 で t,=1 草 葉 警 が 可 能

で畠.ミことを藍 注してなされ て い :JeL3二 ;;tT･.ごlr.-.!ii-iS.㌔ ㊨

書駐与と菩:jSI,L･;jさせた鼻二三二･･Ii･:交託 ､ ジ ニ ン ぎ - や パ ､- ニ･J■

ナ 汐テ ィを変える実践などと い う よ う な も 過 密 教 育

でこせ考えられな'T!､ミ患った<.麗 真 狩 教 育 空 間 を 薄 る と

い う..新 しい可膏鼓室として持 ･聖･-L三己ご･17ir鳩 で あ る 6

本研究で捻､異なる撃場所 > を芸い る≪ 他 者 > 闘 士

が出会 う場すなわち%忠節 ⑥ を ■め ざ 』 等 句 2◎03年 度

鴎-軍属実施ラ京都大学教育学部専門課轟 藍学部 望回

餐-趨回生対象語碍授業F遠隔教育演習色数農趨名m

とも鴫野弓教育大学大学院学校教育研究科の現職亦 ◎

率◎高教農対象の授業 r教育実践研究方法論五五(敬

真玉t_一主∴ 皇室垂させ-.豪華;:II-:.萱喪主某蓋二/ill:LJt;:-

患論をおこなうことを巨的とした京鳴バー-チャル教

育大学 を沿甜:醍嘗醜O増畠mもoV畳紙闇且um皇veTS畳もy

of監ぬe盈も豆e'm)実践の概要報告と､相手大学に専攻

は閉じ教育学ではあるが現職教農あるも､は京大学生

という萱己とは異な-Trた顔を持つく態者>がいるこ

との効果に琵する考察をおこなうO

本実践では､授業時に鮎も関eeも五mg脇下欄)での

ビデオチャット(小ゲル-プ討論郵 あるいはテレ

ビ会議システム 伽 且yeo鞄 塵肺 添乳 右図参照)

によi･3両大学を結ぶとともに､軽業でなされた議論

のまとめ奪発展句新たなテ-守の設定等のために､

電子掲示板を設置した⑳京大側は､これまで学んで

理解した教育の理論を､実践経験にぶつけてみて再

考 す る こ と ､ 鳴 声禦柚ま教育を反省的にふりかえるこ

と が 期 待 さ れ て いた5学生主導型軽業として､京大 C

鳴 門 髄 と も に .. 教育に関することならば基本的には

ど Lr J よ う な テ 一一 マで も議論 してよいと敦示 した｡

監 捜轟⑳流観 望盛 京大授業スタ- ド (受講者7
劇 砂壁遁 鴫野弓授業スタ- ト.(受浄者5名)¢2大学

をテレビ会議システムで結び自己紹介､議論したい
チ-00マについて話すO夏蚕 2大学をテレビ会議シス
テムで結び興暁あるテーマで班分けし｢生活乾j｢学

習班Jの2蟹設置七電子掲示板使周スター-上白迎
鳴門受講者3名増え ｢生活難 (京大3名鳴門2名)j
｢学習駐 (京大2轟鳴門3名)A ｢練合学習軽 (京大2

名鳴門3割 jの3駐韓制にep髄で班ごとでの議論開

始◎ 5/7-6/唾 轟回猟で蟹ごとでの議論O壁建 冒
頭テレビ会意システムで今後授業をどのように展開

するか全体で議論去その後糊で蟹ごとでの議論8 垂
∠墾 京乗創立記念日で鳴門のみ授業母6/25-7/2N

適で班ごとでの議論｡辺 テレビ会議システムでこ
れまでの各饗の議論内容を紹介O京大授業終了QZZ
主等 鳴門のみ授業C7,,/23 鳴門授業終了C
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:Jtl･(ilI:･｢寮'三,:義.;::控iI!,熟 il無.:'･:-_博聖蚤j 博 三1-;1:L滞艶勘

I:.ilL:jh._i.::通精出7;:I;:-::r;:-:A.=f:'Ii甘 草登拝し貧If::-･学背泳∴h･lt'･I--I.三:'さ

I-11'‡漣薄い:･･;)I･!L..:Lil:ii;か:､･､ IE'll:,:一三卜斗 ･-,II:::',主 知 もデ駄官学L::t･;::...-.::

甑 揮上さこ貧乾竿,三 ぎ幸二Il:::ST'ぎ感泣潔 誉∴十･.:A.･｣､上目:,I,;･!:I

･II-･i:,:･'に.?.i:I.･-･:･-:封.'し-.~-fJr'亮{:単二.I-･.i-I.i.∴､湾覇肇ミ蓋(I;lb-}書

き:5J:_整::み散乱 縛草に憲唇薄即:鳴璃 =,.;-:::f:t･こ濃艶 鳴三宮?.,

首'::-溝■圭㍉鳴粧･'':.I:.呈上,'たこ纏ま-::rI.:古:<吾さ~モ-:::牢肇t二も 画二十

挙中敷IJ,I;:::蘭:I.'-'埼骨巨:-I/:f::i･･;.:;lt.:,な十王甘三-･･::T:∵yTI,'rIr''Y7番き込

みがあるかもき⑳

頑丈はお出:..-k･自由如上豆 喜一Itも土柱ミ蕪童盲甘i-.:†...iI;J.':,it_:-:

工事上:-rI.5.{:_:rt芋:町TLIi:,LiII:;IA:下す:･::;:JS':パ二窪S{:∴丁言責藩言上ご

手洗.I:'1.I.轟鳶に二盛上責-lil.韻尭tf藍_t::薫注毒･最･･ニ･;:.i-Pt,ぎt::I..::Ii･:lI-;;''･::上

-i:京痛言ニーi:≡,.良:･:1,5軌 ●宜 しき工も.三i･.審き二品I,:･'･!ご京∴立､･

芋･:::i･.･,.zT二∴~､轟晶:i'=;p_i.う義行真読≧言,:i:-′二 二二一モ+.莱,:-こ 思し∴･.

箪fI,_I:?.束､二二･t.･7_Ii:..;.I.:p.r;15に畿{･_･JrI:'7:'.1'準三号lIi-:::,.､督:.-;I-iiで吊誌甘.,

モモや七､..::ii'-:_II.:~ミご学言京ミELZ:.IZI:llt_･:i,eiaSIL::LS駐工藍riI-:,ど:A,二王

票鯨●一:(I.I,lIl配二昌一薫肯く主提言ここ‡こ=_-::ミ1.:_TiI･::塞志･:T/'qii;::冒.点:_T.:;:/:.Si㌔

甜1:_I.''/:モ雲雨 雲いも損童薄‡鉦Tl斗ミ藩者1-ttsp:字■F:I-1<奪,..I.113i;:''T:巨㍉}丁で

宣∴ :i･.,:7i.i,::漂●して;∴L･::.:-:.i〔∴二十;辛-:藩禦二･げ〕連3:'げ変

換である藍貰える⑳

I;:･=_5',課荘 守三空 言-･_-:'.:_._･･:･-では.､蒋出島門!?.:･y鵬かf':-I,｢腎

が目標なのかわか堕に宅か禿た昭でもう少し説明し

'てほしか･:I.,ti':二,ミi7.;:いミ意見が蛮･-･ニ･t..-fv:-:､.･iまた,電子掲

薄駐 二審.A::蚤(･f'溝 f:斉･七鱒が夢了,.ll∴ぎ二鳥魂が喋く':.

･･一一-鳴門髄が‥寧:I'･;:,IL.･;三言:∵∴う清さ督吾蕊嵐. ぎ■兵乱な､_了.･･

か』 Fa鮎をゆきぶる』審･き込み牽発雷-碍対処句東

学教官閤関学実演合い符促進などが今後の課題である◎

㈱ 鳴門教育東学碍皆様にお礼を申しょげます⑳

奉研究は顛汐オ科学振興財団研究助成 『慧ラ顔沙-

･:～../･t=-:r,,ン塑遠隔授業シ:･::,:/I;;I:&ふII')開発研究-東学におけ

る教育学教育碍改蓉毒こ向け等-A (代表 :砕藤寮昭)

に二日.'t,I:JP;I:Je:;-lr･励ました.こ,記して遠雷離∵I'･::._了.1ます.:.
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1=.iesieai,ICti-if=.:i/I{'=aT-:.7S七･1.-iL=7.･e裏ISp･tJt.-ihs;ILtt{:,ie,-i.義.aRミLSこ71-;-･Ce墨≦ェ 工i虫七己nCe Se五二ii-1己芳

村上 正行健 棒藤 爵 昭舶 曽根 直Å 軸 索

il･.亘Ii;Llコ去:;-TJ.{辻!三 五′三星組ご:I,･i送 II Sl;-:i'三.'LRjlfTil'こ て邑kEa邑L:i":: 孟llJ_'JIItJ玉j･LItJa･=.I:iri,<･>":ILLさ

℡京都外国語東学 マルチ メデ.iア教育研究センタ-
鯛京都大学 高等教育研究開発推進牽Syタ-

細密境 野習教育大学 情報処墾センタ-

l:1'Resk-=患ご主:_.･Ci-.･Ti七･5ご二･::vi-3ごfL.I;/lI･lt･i･sli'･互麗 1-ii･ali:T･5:u,:主.:.Ii:i.･･:i,:.｡三::,‥･'･C1･t〇コ一三iiT.:i,∴三ご･g･it:::ゴ:ぎ七ご･ai巨で .tSj,'ljtこL;tr:i鳶 ･S

l::?-:○正二亡.eyたIi-､tt:i-i.去P二･〇3:･:_I::･.h::ic:.こ=fu置td:･Ⅹ･:i七:I:leこ､こき:Jlt三:iii:i-i三:::=-正己生霊こ浩言こ:-,}･･ニtc'､〇五 ｢.;･.uBご∈毎

で:-:･'士三二法王ここ出豆こ::-iIPさ:-･〇･=L･FJ虫己三､:qg＼コeId･.L王-,!=,1'･∴>vl邑ごt::こL,･rこ〕':i:3itt:!r･･≡ii･ミ三･1751,II:ir'.ri･::rl.i:ここ邑･t:Lc:.こ

く あ らま し >複数,.;I-'_Tメデ ィアを薫いて遠隔ゼ ミを裏漬 した軽に､学生がどC-コような意 鞍 を 持 っ て }:I.I

デ :̂･ア を活 薫 したLT･Iか､またメディア忘軽業cr･･:}誉:華を潰たすたかこ笠に立っ:;聖.･-I/つかを訴 ら か に す る こ

とを 雲輩 と して ､:,.:'ンS･'どこ--謂室を行った｡その淳嘉､.葉婆でLC･3黄葉に対し､-ここ技簡軒 iL{:･茸 に 不 肇 を
茸 -I: .方 で L.与 えl'?I.賞,たメディア･I,･=j浄投を浩かそ うと競みて十三ことが分か-I.たrJ

く キ ー-1-･tL7- ド>連環教育 メディア替薫 憲等教育 鼓膏メデ1:･ア ここ1=;班:r:iiIiを

盈魯 夢濠覧め を監･

近 年 ∂ニ LiC!''yIttにコふさ:;泣ど邑cj;+i i=L･･:･ぶ.nuエriこまま○ユ

･rit-:こb o辻野 逼 帯 ･:･V〕言謹選に車って､高等教育にお

い て E･ま.､連 荘 教 育実践が重んに行われるように

な っ て きて 了,･患,i.キ葦.lこ乱ような清韓投弾を

済 も鴇で 様 凍 な形 で遠隔教育実践が増加すると予

測 さ れ る が も 受 講 生が授業の目的をこ応 じて与え

ら れ た メ デ ィ ア を 活 頗 しているのか､またメデ

ィ アが ど の よ う に 受 講生の学習に影響を考えて

ト 空寝 ささ･t と い っ た 点 を 萌ちかにすることは重要

習 あ る と 考 え も れ る ⑳

本 研 究 で は ､ 複 数 の メディアを潤いで遠隔ゼ

ミ を 実 践 した 際 に ､ 学 生 が どのよう療意識を持

っ て メ デ ィ ア を階 層 した の か も ま たメディアは

授 業 の 冒的 を満 た す た め に 役 に 立 っ た のかを明

らか に す る こ と を 萱 的 と し て .. イ ン ぎ ビュー儲

登 を行 ら た o 三 三 に も そ の 結 果 を 報 告 す る8

豊中 監溺習 実 践 の 磯 要

望◎盈 実 践

孟-=･,蒔大 学 C7:/.華 美 を 違 某 させ て 京 鳴バ-チャ

ル鼓賓大学 Lt.::ntLtjrltll: :[:fi::･･こ七:.f主寸t=･,I.L/LLlC tミ.i-:'31･Lrt71定

日恵{:･.e?.強雨 とい う業 法 を 行 っ た ｡京 蔀大学 塩

下､京大うでは教育学部の 霊園 登 録 忠を対象 と

した :T'遺構教育演習』 とい う授業を 開講 したO

受講生は 寺一名で あったモ鳴;1:3:.教育大学 は 下1..

境門)ではゴてこ華院生を対義として Irt敦青票旗方

駄研究論証』という授業を開講した⑳受講生は

8名ですべて現職教農大学院生であった⑳授業■
時間はともに水曜田5隈とし､午後 趨暗 語◎分

から午後 5時 愚◎分までを議論の時間とした¢

チ-T･,を基にして ,5･盛 ミ各=･:11=学 童､.重量I.:iず-ニe

つのダル-プに分かれて議論を行ったe

授業の田的として､教育学部生と現職教農院

生ともヽう異なる立場の学生が､教育をテ-守に

■｣ノて意論することを通して読点の違いを感じる

ことによって句由らの考えを坂 野返珍､深化さ

せることを責請したQ

盟◎霊 夢弟テ盗仕様

雨東学の学生会農で議論するために､テレビ

会議システム音軸 亡〇-Lei社L'J･〕I-Y:f-ieWS･taも･tic3Ti三豊8')

を準備したOまた...グルー-プディスカッション

を実施するためにビデオチヤツ恥として､VS迅

=･:::メ亨を準潰し､起 こご〇SET}民 社f3'3･il＼ぎeもIA/Lr=e･血 富

を利潤 したO この際､各大学 盈ダ捗-プ ほ ､

:?.量ンJ:こi宅ciI,:メ :,jコンと -:TJ'S三 }?:I,･メ亨を準備

し%典済す ることとした⑳

さらに%授業外の時間などに議論するために

こT.r::'i;:i壷 掲示底 を停表 した (慧 互)O罵言ク〕表示にJ=1

'L:.J･て ほ､ツジー･塾を基本にし.七滴武の必要に応

じてタイ トJI'i/や一覧を表示することができるO
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利潤者全員に 富D とパスワ- ドを発行し､外部

からの閲覧 C投稿をできないようにしたに各ゲ

ルb一一-プ用に ｢第 1研究室.j r第 2研究室｣r第 3

研究室昌プリ- ド-夕日 バ -チャル教育学会j

の 5つのペ-ジを準備 した◎また､チャットで

ある r井戸端会議｣ も準備 した.O軽業期間中の

投稿数は､上に東戟 したペ-ジ順にそれぞれ

89,56,67,55,9であった0

本システムで実装されたプログラムによって

田グを解析 し%且)掲示板そのものの利屑､裏投

稿 記事の閲覧､め投稿､の 3誓の利潤履歴を取

得 し た ｡

3E.インタビ誌も-

凱:垂. 寧駄

授業終了後の 冒月帯旬に､受講生 息5名 探

太f-i'盛.､鳴門8蕃)に対して.､熱 量時間程度i:･･'::

半構造的インタピ孟-を実施した⑳イ汐タピ還

-･1.は基本的に第 五著者及び第 号著者の慧名で行

い言議論にビデオチャットを使った感憩潤3象.j

F三の授業で掲示板を利潤 した感想 ◎閣象｣な

どの項目について開き取 りを行慧た◎

畠◎盟 鍍農 と考察

｢議論にビデオチャットを騰･･:=3た威徳 く一軒

負 .jについては､京大側からは画質や資質が奮

い といった技術的な問題に･ついて(.?'.:t･･'貫鼠が6.鶴

からあり∴また｢どう見えて.-いる釘か無になる,巨.

｢摘草に聞こえているかどらか不安圭 r:F:lTi:.苗が

よ≪分からないので 『関三え等まずか?』とよ

く問いかけた｣といった意見が聞かれた｡対し

て鳴門側は､技術 的 な問題にふれることは少な

!■●バ;■▲■ゝ ～AL■ t■:L∫t lL'll.-:

ob ･ ¢ 凶 ra や J l-LN JA,JJ,加 す か ･ ¢ /J も ll.J｢『
一ヽ J●ヽ ･▲■■- ～ l･一L.■一け- .-Lr - ､ヽ■ t JIJ_'h 白 ●
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享忠 一.h慧 95qtT:.忘 冨 禁 て:'hd,lJ:.;.;も 甘こ

ミ J ■寸舶 :i六}■■:･.Jrけ･'IL･II

tn rTl .甘 P .弓 It一.t f B 』IL･tr.tT:ヽ▼:
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図星 We態掲示板

●'.ナ■■

翌q.+,Lす.'.

く､｢相手の顔が鮮明に見えて よかった｡.!といtr..3

た意見もみられた⑳●しか しなが ら､対面だった

らも-:.,と違った {-よかった と思 う､ と言明 した

学生は京大側 慧塙に対 し､鳴門髄 度盛 とい う結

果であったeこの点に関 しての解釈 は難 しい と

ころではあるが､授業を芸対ず る満足度 は全体的

に京大のほうが高かった ことか ら､技術的な薗 ･

に不満が出てくるとい r:'~に .と は ｢も L,-.)と 話 し た

かったjという寂れとい う こ と が 考 え ら れ .∴ 逆

に明示的をこ技術的な不満 は な い が 対 面 の 方 が よ

いと考えたという二三二は ､. 授 業 デ 軒 (･fp'十 や 軽 業

内容に不満があったとい ･う こ と が 考 え ら れ る√､

ビデオチャットの議論 EF,It.～,7､タ イ j3.････圭 し て fy,･

ろんな制約 (タイムラF'l'や 主 人 し か 話 せ な い な

ど)があるから㌔考えをま と め 竃 か ら 話 す 』 と

い･･.7{!た::.意見が得i;::I:::tt1,･た.7..1ま t!-･'i-I:1 (冒 'j･-::,前 に ぎ寸論 薄I

手がいないごrJIさが新鮮だく?:･ltた.～ Uや 巨 が･ト ::･･:.(I:翠

えた!?'::t甘辛t.h十 ｢離れでなか ･･こ鳶 .r}･ti-.さ貰 え な い T-.-.L]:

もあ､つた｣といdこ｢た意且も闇 か 江 辛:Jl_ 封 葦 と 馬

なり､制約されでいるから容 易 に な るこ とを考

慮して単葉デぜ守 ?.に幣･かして丁い ･:-:+'.:･-'.と も畢 :if-_

る必要があるO

掲示板については㌔概 ね 金 愚 か も存 在 意 義 が

あgp3藍という回答が得 られ た⑳『掲 示 板 が あ るこ

とでビデオチャットの話 が し肇か り艶 来 た Q も

転句掲示板がなか誓た 転 ビデ オ チ ヤ ツ 唇は軽 も淘

物iitI,:_専･十ていL;F'f:･.と葉 上 沃 ';I:t･.･･.,,弁･.音 溝 が 車1-1:,たih.

L!.･';,.,牽 き.}L: 壁 ? 早_三今 華 斡熱 帯

木 鶏 で は . 辛 東 学 :'::･,I_ことる義 輝ゼ ミにお ド てIhtlJ;J':'･,

受 講 生 の メ デ df ア 活 頗 意識 及 び影 響 を明 らか に

す る た 糾 こ ･,['-:･･J･･タ ピ ::.i/･-調速を市･･･I'た.r:そ,:r'll/'鮭

果 と し 等 % 本 実 践 で 碍環境を芸対』で技術的な菌

に 不 満 を 緒 443 - 方 で淘与えられた環境の特性を

清 か そ う と 試 み て いることが分かるた◎今後､

掲示板の 発 音 分 節などを行った圭で%更なる考

察を無上了て半 く:51:I;京である.,.1

鮮帝
本研究の-部は文部省科学研究費補助金基盤

研究C:'蓋う凍 上バh､･･サ ヤJ!J･･:-:=･,1ニパー-･:i,/-亨イ構築草

基礎増各賞甚こ関する給食的研究招代表者 国中轟

塞き碍支援を芸よるも碍管ある⑳
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関asa繭量SUG互HARA 等aka摘まS銅言NTO

*京都東学大学院 **京都大学

監yo電BB●bem豆veTS皇官y 監y8号oun皇veTS重電y

G㌻芝山atp_-ISchr,つ:il35_I-EjTutCBt'.豆{)T:

柑 走正 行 車輌 辻高明*

閲asayuk主観uRAKA閲葺 写akaak豊TS嘗j罪

車**京都外質語大草 率京都大学大学院
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臣概 要 3 本 研 究 は % 2004年 度 に実施 した京 都 大 学 と鳴 門 教 育 大 学 間 で の遠 隔 ◎議 論 型 捜 菜 頓

鳴 パ ー チ ャ.Jr･oi･･･教 育 大 学 は消 :Kqi!･･○も〇一鮎 1-Jl･･･C 一律 ･t･i需 甑 tit.,!=-1-Sま㌍,C･:irEd･.=C墨ttic.n;･.言にお い て見

られ た 学 生 の 自生 的 な学 び を検 討 す る こ.とを 目的 とす る◎本 授 業 の 特 徴 を 大 き ≪こ ら ぁ げ る とも

-一つ は ビデ /7l.:-チ ャ ッ トに よ る コ ミュニ ケ- シ ョン を主 幕 と■した 連 掛 こよ る学 び で あ ,:=･こ と.I.ち

9- つ は 議 論 のテ - 苛 決 定や 蓬 め 方 等 に教 員 が ほ とん ど指 示 的 介 A をせ ず 学 生 が 自分 た ち で漁

業 を搾 っ て い く､､か な L:コ畠適度 ･:I;=･毒 し＼L草 生主 葺 塾 蓬 莱 で あ る こ とで 鼓 :,5･.i

そ の 革 うな授 業 に慣 れ な い 学 生 が も 因襲 に 出会 い ､葛 藤 しな が ら､肇 分 た ちで議論を進め自

生 的 に 生 産 的 な議 論 - と向 か い彼 ∈彼 女 う らな 撃の 学 び を経 験 す る様子が浮かび上がったO

≪卑 - 冒- 鰐≫ 高 等 教 育 ､ 学 生 主 導 型 授 業 ､遠 隔授 業 ､ 自生的学び､他者性

頂｡ 本 研究 め 員的 臣.対象 藍方法

遠 隔授業の開発研究は様 刺 こ取 り組 まれてきてい

る⑳その効果 の検討 に関 して､多 くは掲示横や文字 ◎

音 声 チ ャ ッ ト等 にお け る ヨミ豊ニタニションの量

串も中質的な変容過程 を追った ものであるが､授業の

ね らい とい う枠組み に照 らし食言頭 た上で､どのよ

うな学びがそ こに生 じたのかについて検討したもの

は少ない.,J本研究は､それを踏まえた上で､本遠隔

軽業に よ りどのよ うな学びが生じたのかを考察する

もので ある8

本研究が対象とした授業は､京都大学教育学部専

門課程の学生 (2璃回生対象)の授業 ∈学生急場 ､教

具4名)と､鳴門教育大学大学院学校教育研究科の

視聴教員対象の授業 (院生8叡 教員量名)を音声チ

ャット¢画像魯文等チャットによるネットミ-ティ

ンダ 電通五回､同期型) 協下､猟と表記)と電子描

示板 藍常時も非同期型さでつなぎ､教育の理論と実

践に-ニいて議論をする京鳴パ--チャル教育大草 輯j

v) (2004年度%凌-7月実施)であるe本鰹叢は､F数

膏j.という.ir=いテ･-マに試して各々:/T]立境や育ち等

の違いから生じる差異句つま撃訂他者jの存在を通

して (教育J.についてG,=rj節理熊を;;JB;･:;'Jt･雇し､.喜己を

再形成することをねらった-穫の教養教育観霞でも

ある珍本授業のもつ大きな特徴ほも①観劇豊将軍艶

を顕著にさせるために教育学部生と現職教農院生を

インタ-ネタ唇でつな電卓も②教農はほとんど指示的

介入をせずに､学生自らが議論のテ-尋や速め方､･

授業全体の終着点を (議論を通して)欽定していく

という学生主導型授業であることである6

本研究は､このような特徴をもつ授業について①

遠隔授業ならではの意味を見いだす､②遠隔による

経験の甲､教員の指示的介入のないことによる学生

たちの学びの積極的意味を見いだす､という二つの

観点から学びを考察する昏

研究方蔭は､軽業に消極的参加観察をおこないな

がら得られたブイ-3レドノ-ツち掲示板への書き込

み､そし宅半期の授業終了後におこなった受講生-

のインタピ孟一等ゐデ-タを使周し､質的に分析を

おこなった¢インタピ誌-ほ､半構造化インタビ3

-でありもその中でもできるだけ構造化せずに､学

生に経験の意味を物語ってもらったO

望｡授業め藷法 酔詫叡

授業は第且-3回でガイダンス､各大学で議論のテニ

マ決定-碍話し合い､第逢回に2東学を晋V会議システ

ムで結び自己紹介句3蟹に分かれて議論､第5-息0回に

側で蟹ごとでの議論と議論終了後の各班での議論の

報告旬振堕返撃､第且も回に第五0回終了後に各班の議

論で各自が感じたこと匂学んだことを掲示板の ㌻甜

V教育学金銅鰐に書き込んだものをもとに､開会議シ

ステムで質疑応答も第旦2回に京大授業終了◎振撃退

撃も第五3回に鳴門授業終了､腹撃返りという流れで

あ誓た昏そして､授纂終ア後に京都◎鳴門でそれぞ
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れインタピ孟-をおこなったO学生同士の議論に関

しては､教育に関する議論をすること､相手に対ず

るラペ ジングや聞き手 や答え手という関係の固定化

をしないように留意すること等の緩やかな枠組み以

外､ほとんど指示的介入をしなかった｡

3｡淫 業 で の 学 び について

本捜業は､決して満足のいくような成功を収めた

とは言えないもたとえば､掲示板があまり使用され

なかったり､議論のテ･-マ決定に手間取ったり､満

足のいく議論がなかなかできなかったりずる藤子が

見られ亀 しかし､授業での経験を積極的に学びで.

と意味づけた時､そのような困難がむしろ学びの確

かな手応えと新たな学習観-の可能性-とつながっ

ていたことが明らかになった｡

①遠隔ならではの意味 :他者性の顕著化

ビデオチャットで議論をおこなう中で､多くの学

生は F何を議論したらいいのか』.つまりテ-マを決

定することに垣暑さを感じているように思えた◎そ

して､議論は深まる三となく各身の経験的話の紹介

が織り重ねられていった誹NV教育学会やイン:申ビュ

-から､その要因は､まだ親しくない細事への発言

という条件のもと､ビデオチャットがもたらす発言

タイミングの非日常さ､画面とマイクがもたらす発

雷への構えの形成､いわゆる F雰囲気jが伝わりに

くい限定された伝達情報の中での相手への配蕉等で

あることがわかった⑳

しかし､このような困難 ◎葛藤の経験は､学生に

と･=･,てそれまでのコミ1,･･L:I-Ill,.2,:/-㌧王;･ヨ吊 こ関する自分

の認識世界にはなかった､また想定されなかった他

者性を顕著にさせ､それは後に自覚的に積極的意味

-と変換されていく缶インタビュ.-Jでは.J以下のよ

うな内容の語りが見られたe

rJ対面とは異なるコ蓋ユニケ･,----ションへの自覚

｡画面に写っていることによる意識の逃げ場tのな葦

と..相手に思いを伝える意識の前面への表出

I:畠らの普段の=13ミュニケモ-ショ三ンtJRtJの深い洞察

亡転達情報の制約 (表情､雰囲気が伝わり難い等)●
による音声での話への集中とコ芸.ユニケ----シヨ:J

の活発化
I

･普段何気なi㌔におこなっている対面でのr:I.!買:[-i.ニ

ケ---シヨンに対する改めての意識化 等.,

②教農◎詣泰的倉見のない学び :自生的学び.

本遠隔授業によるコミュニケ.一一一ションの因襲を学

生た ち が 教 員の指示なしで乗り越えようとする中で

様々 な 学 び が生じた⑳インタどよ-では以下のよう

な内容の 語 り が見られた昏

I,コミ ュ ニケ I----シヨンの取り割 二努力している時こ

そ議論 内容が 充実していたという気づき

LIL,自分が気づかない範囲 (わかゴているつも別こな

るめは危険)の存在-の気-5き

･-(自由度が高いことによる;思考の広が言上 詮論

由広がid;4､そ軌 とうな広が iJ.,2g･､潤 ~嘗儲

･楽し蕃旬議論の活発化

I,子どもに話邑㌦合いをさせる時の意暁蒋再審

亀Åそれぞれの考免方を条目軋 それを自分の知識と

つながL･_3番もごっことができたこと

り自分たちで作り出している打,1う.､大きく遣う質

･の話し合いめ経験と達成感 8 等⑳

これらに見られるようにも学生は自らの責任性を

自覚し.n楽しみを見出し 様々に現前する他者性は

積極的に自己に働きかけるものとな撃もその因襲 ⑳

葛藤を協同 ◎自律的に東野越え､自己の認識健界を

再形成するような自生的な学び-と展開させていつ

たのである⑳

5.まとめと今後爵課題

以よのような学びは､遠隔晋学部生と現職教農院

生をつないだこと%学生-の指示的介Aを教員がほ

とんどしなかった三との有周性を示すものとなろう◎

そして､さらにそれらの学び各部∈酌教育学会への投稿

やインタビ=L岬等によって授業を振 り返り..経験を

物語ることによ撃､さらに自覚化%また生成された

ものと思われる8

これは教育学的にも東きな意味をも莞⑳それは%

昨今の産業主義的文脈最芸お縛る東学教育改革に見ら

れるような ㌻教育目標の明確化と･教育技術 ◎方蔭の

向よ､そしてその数値的評価｣ ｢効率性の追求j等

のも近代学校的教育-学習とは質を異にするもので

ある⑳そこにほも多少の非効率性と学習者自身の画

素 ◎葛藤経験から立ち上がって≪る学びが東燐にさ

れているのである◎

しかしも今後は､学塵のさらなる自生的学びとそ

･の深まりを作り出すために%指示者でない-人の対

話者として議論に参加する機会を広げた9.も学生に

経験の意味を自覚化させるようなメタ的な議論の場

をさらに保障した撃していiことが､今後さらなる

学びの頑能性を見いだすよでは必要であるう⑳そし

て､そめためには学生の垣襲 ◎葛藤と学びを見て取

ることのできる評醸力と足場搾ri･コが必要にな･･:了,:::･{:;.

る⑳それは､当然の三とだがも学生の藤子を員の前

にして教員が協同 ◎自律的にその因襲 ⑳葛藤 ◎学び

の意味を解釈L/7T:'!!'･く二王を簿;:･:?遣わていl::1'しかな

いのである9

(謝辞ラ京都大学 ◎鳴門教育東学の皆様に厚≪御礼

を申し上げます.J
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くあらまし>本研究では､遠隔ゼミにおけるメディアを活博した遠隔コミュニケーションの特性に
ついて調査し､分析及び考察した･3そ)の結果､遠隔コミュニケーションの場合､普段のコミュニケ-
シ三ンよ:3も情報量が少ないため､重視しているモ-ダルを明確に意識すること､切 り取られた情報
の受け取153方によって遠隔コミュニケーションに討する評価が分かれるということが分かったQ

くキ-ワ-ド>遠隔教育 コミュニケ-シヨン CA,･iC 高等教育 eLeaTTTSing

i. 蛙じめに

筆者らは 2003年度から京都大学と鳴門教育

大学を結んで遠隔ゼミ組言NV)を実践している

(神藤ら2003)｡メディアの活剛 こよって､遠

隔コミュ'ニケ-シヨンが可能になり､新しい授

業デザインが可能となっているO遠隔の特性を

活かした新しい知識や技能の獲得､理解を酎旨

すべきだと考えられるO

本稿では､遠隔ゼミにおけるメディアを活用

した遠隔コミュニケーションの特性について調

査し､考察を行った｡

2. 遠隔 ゼ ミ 芭覚 NV)実践

望｡盈 磯要

素都大学 (以下､寮太一)では教育学部の2回

生以上を対象とした 『遠隔教育演習』という授

業を開講したO受講生は 旦旦名であった｡鳴門

教育大学 (以下､鳴門)では大学院生を対象と

して 『教育実践方法研究論三言』という授業を開

講したO受講生は8名で現職教員大学嘩生6名､

ス トレー ト院生 2名であった｡授業時に 5､6

名 (各大学 2-4名)ずつ 3つのグループに分

かれて議論を行ったO

システムとしては､両大学の学生全員で議論

するために､H.323規格のテレビ会議システム

(京大:Po桓 om Vie閑凝離ion逢28､鳴門 SONY

PCS弓600+PCS-UC且6且)を準備したOグル-プ

デ ィスカ ッシ ョンには､Micros(蔚 社 の

Ne甘Mee甘ingを利用したOまた､授業外の時間

などに議論するために雇eb掲示板を作成したO

2.2 授業デザインと投票日標

本実践は大きく空っの授業目標を達成するた

めにデザインされたO且つは学習内容､もう ヱ

つは教育方法､メディアの清岡に関するもので

あるo

且つは､教育学部生と現職教員院生という異

なる立場の学生が､学習内容として "教育に関

するテ-マでのグループディスカッション33を

行い､その議論を通して視点の違いを感じるこ

とによって､自らの考えを振り返 り､深化させ

るという点であり､｢学生が半自覚的に保持する

(教育に関する前理解)に働きかけて､これを

反省を踏まえた く理解)に高める｣(田中2003)

という目標がある｡

もう且つは､遠隔ゼミの中でのメディアの活

用､選択などの体験を通して､学習者にコミュ

ニケーションのあり方､遠隔教育という教育方
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望◎鋼辱9腰25田89:3◎-頂望:0◎ 聯53周会場 望8-3853瑠-冒

法そのものを三等も竜竃考え竃もらう点である9メ

bIj:-･弓∵,I:･ン去･;lT･したニ-Ji･‥ミユ∴二十･･∴工弓二､脊吾･::工場車.～

情報畳ま切撃取られ竃送受信される這とる三なる⑳

情報通清盛靖(7:.)進歩を∴j.I/::､て∴ 工豆痩け取られ

る情報の畳は削減し竃も馬≪だろうがも内容や状

況に応じて､崇tiif-..卑∴リ ､tl.:3I.I:,7㌧再こよゴて皐富

要となる牽-ダ錐は輿象る藍考えられる 藍藤原

ら望00053⑳∴本稿竃は芸の望点目の授業目標を芸注

目して･.､鏑審蕊tF考蛋董誉ト:-I･)tit::っ

ll･｡葡速

詔｡遷 分析手法

景終授業r'.:;3前f.:/:)だ.甘下部にレポp-､斗釘こいつ,/:1_;
して 喜一'遠隔:;-:3ミュ.■ニケ-･.亮′'=7]ンに関する感想__3
を掃示献上に審汗こもらてこたむまた､:常葉終了
壌tJI,::)十ギー､仁和に､蚤講良二臓革ミ駁大∴TL:;:.も.鳴

門等名目三対し竃も嘗時間程度◎単構造的イン
やビュ--｢を実施したご∫イ:;;t･タt!･:∴ユ-忠:'.j基軸量

名習行い､F議論患=ビデオチャットを使慧た感

想-きなた桝農削::/.<1)汗て●聞き淑i'j麦持った,.,

鋸/i:経果C-i_::l尊察
し甘-バ-とパ∵ニ:-,,.;::Ll'l::･:悠-一昭結果車し_遠隔'l_-.:f

ミ 孟ニケ-シヨン右三尉ずる感想轟分類したも葛

を義 盈藍基準となるモ-ダ)影まで分常習きた式
敷t:I;I:3み鍾:･､各カfl;:-～I_j斗ト･･-I.;='意見射片手信正C31㌔､

魔◎晋産 げその場にいない芸とで､よ哲F聞

∴ /::::I__I:二幸‥‥;二二:I-{i≒二二 二幸こ誉_∴二二〔三L=-:---:L{::≠辛
を相手側に聞こえるようをこする鮭いう形を取る

這とで'宅京大側と鳴門側の二極化の様相を豊す
ることを:it解決できたようE,I.思うミ票:;;rJl::::.T!Lj

藩 ⑳晋産 ;F直接話をするよ堕も恩等竃も濃
以上に詣づらいな轟ということt.tF:>したご押ぎ略::t
普段の話し合い以止を=､相手に自分の意思を伝
える㌔そして相手の意思を聞き取るということ

が非常に意識されると汗 うことです f;京太上卓

魔 ⑳映像 ;『ヨンピ盈-夢を通』竃の表情が

と竃も大事だと思いま』た9言葉に対ずる不安

が轟憶で解消されると惑 t_:･-ました (鳴門工ぎ｢ア

イコンやタ 吊戸;bitl･_･:.打ていた戸yこ㍉ 違和感はそれ

ほどなお5-T,たです 巨億門).｣

藩 匝映像 :F議論ずるのには困らないが､映

像からは寄掛気は伝わらない く鳴門上 月藷報塵

が劣るので判断には気を慧甚きま』た⑳例えばヲ

竜 ユ 遠隔∴言 ユ∴.:I:I-､ン三工:に甘.lir､･pi:,判断

｢ ~~~~~~~~~~ー~~ 竜泉 菓

音声 ~喜趨名 望衰

上 ､t豆∴羊専上した填･食草解許な三きご7.号Iri'r,l制限か

厳』≪なるの竃配慮が増えます電場閃き』
遺構コ･;≡.ユニ亨､ミ--･i･:I,I;:.I:-3二∴･･]'vl?良工暮し･壱判断や

:I.喜･'l,基準:i-i:一昔もモーー∴::?':'.証:.･;I::二日いて彊㌦弥常f;Et:::.軒藩

な意識を薄･-:I_1半古f',L)･･,.I.･.i:3,Tl,量.;∴二.:?･し豆∴漕曹阜

=巨ミュニケ-t･･._'i!･ヨ･:',,.It･j二日轟音報豊かかないたtiILIJ::㌦

重視し竃いるモ-ダ蕗を韓を=意識するようにな

慧たため.と考えられる昏
まま1.:-,､､遠隔'_-｢亨ミ∵i言や･･王L.,.:ヨン心尽し尊 い.:.,;:

関する感想は､同じ画質も音質であ慧たが､ほ

ぼ単･@とな慧た⑳這.れほ貰管を三尉ずる慣れや知

識亀芸加え淘切堕取られた情報をそのまま情報と

して:受け取::,f.':,･;.tI.T･･..対面と比較し~て茸.I:,__.?･J:取る裏'-1､.

三二日･二亘㍉二.I;:1.が影響し,/冒 .･･.I:A;p:.言替えられるミ:.

敏 ま藍め監今後◎課題

本研究竃は､遠隔ゼミにおをきるメディアを活

用高上凄隔::i.::㍉㌔二二卓∴一･::I..ご!･::パパ脊接工つい':(Y,:

調査し､分析及び考察した9

そ吏結果.∴遠碍二i.ミュ二二･I:t.Tl一･-千 .I:､昌 明場合一も

普段のヨミ孟ニケ-沙ヨンよ堕も情報塵が少な

も濃め淘重視 』竃も預るモ-ダ)♭を明確に意識す

るこLi∴罰,::.:･取られた停戦f:･:･-_?受け艦聖:.;方によ･;.-

pLt1-..'涛簿二∴沃 /=工二十､､･･､･5:/さ~:,宣二対‥仁恵評価が分音

子1ノるたい､･三;IL:-:三二粧喜一か､､､一･'i:/J:,

今後もよ珍詳細な分析を行いも授業デザイン

;:･∴薮蚊L,/.{:t1-.V_,:t工:I:1,.I_I.走巨串旨辛予定である.,

番智東献

神藤 魯射止 ◎日田 .62003∋｢藻場パ-チャル教

育大学 緒 NV∋実践におをきる学び』第 且9回

日本教育王学会全国大会予稿集

田中魔実 鰻003)F電子情報メディア革新と教

育窯践-大学竃の遠隔教育プ田汐孟タトをこよる

-考察』京都大学高等教育研究第9号p逢う59-等凌

藤原 魯三宮 藍望003∋F学習者の)渇-ソチリティ

特性によるヨミ且ニケ-シ'3ンメディア選好の

差異』教育沙ステム情報学会誌馬観｡20..No｡望,

p汐95-旦05
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テ ン ご 妻 葦 -I;-,:ニチエI:-華藁こ≧三菱L-I_-;_;

曽根 直 Å 甘夢村上正行言9砕藤 爵 昭 関

守鴫 野習教 育 大 学 B ‡京都外国語 大 学 , 号音京 都 大 学

細 嘘 ,‡癖 朝敵 喝 門地 地 政 鍵

:jG さま;i二･al･p-q:≡

筆者 らはテ レビ会意システムを用いて鳴門教育

大学と京都大学を結び争デ ィス労 ッツヨンを行 う

授業を摂津 しているO この蜜業で悠 遠醸=･ミュ

ニケ- シ ョンにおけるメデ ィアのあ り方を探 ると
ともに,今後ブ ロー ドバ ン ドの普及によ 撃ますま

す驚用が黒待 されているテ レビ会誌の手順 う誉 賢

についてC:･=ノー.,3;･t八 手を蕃寮することを賢的として

い意｡:,

童 受業における受講生(I,lメデ ,;;･ア漁 轡 ここっいて

機箆をこ随詔は な どで発表を行ってい･る◎本稿で夢も

この連 票に]5..-:jいたテ レビ奈義 システム蒔簿集と運

用について述べる｡

二…じ テ レビ会議 シvri'｡テL_:･:i,

主上 ヂ'--工-キ -･･-バ N-.

鳴門教育大学ではセキュ i:!'テ ィ向上のた払 パ

ケ ッ ト7･'ィ./i,･･,lJリンダ式のファイヤーー幸せ-ルが

尊I:工されているGしたがってjレールにより許可さ

れてないパケットはファイヤーウォールで破棄さ

れ学内へは届かないOインターネット上のテレ'ビ

毒鼓穎プロトコルとして普及している註｡宝鑑;音義見

方向からの罪障幣動的なポート番号 の割り当てを

行うため9パケットフィルタジング式のファイヤ

-汐か-舟との相性が悪を㌔例えばネッ恥ミ-チ

,:,ングでは!.15.:24]=:さ5535JnijBiFl'およ7:pjtsJぺつかの

管∈野ポ-卜鳩 アクセスを許可しておく必要があ

る捌 ⑳磯 なポ-ト-のアクセス許軍事蔑 ブイ

j'}:/タを設定しない轟こ等しく∴昨今のネットワ--I

夕事情を考慮するとできる限り避けるべきである8

そのため-部の商周鳳3裂 端末且では勤的な割撃

当てで利潤するポ-トの範囲を制限することで,

ファイヤー寧オTlh-:1/との親和性を向上させている

製品もある凸しかしこのような製品を観相したと

しても,静的なル･1-ルによるフィルタでは通信相

草や端末数の増加によるj抄 ルの複樹短は避けら

星野◎畳ye◎迅社閤盈閤盈eo争閤ewS忠誠 o鼠など

離ず 9聾屑面での間掛 買ある⑳

本汐ステムでは9このような問題 を解 決す るた

めにこか-プンソ-スの 箆｡3劫 ゲ- 唇軒 パ-であ

る 鎧m 鎧箆 を利潤 したは ◎ このソフ トは 讃乱3望3

の 野m野 聴能も有 してお りシファイヤーや オ-舟

にインス ト-ルす ることで学外との 諾｡揖 接続 を

中鍵 させ ることができる｡ ファイヤーや オーノ-i/(ゲ

ー トキし-パづ に設定する]レ｢瑚 こは

lil-' ヨ:..詑 畠手順 ポー トのアクセスを許可と
C- ゲ- トキーパ し-が中経 したパケ ッ トは発信

許 覗 実際は 通過での欝 扇詔

を追加することで夕張戚 藍 をこよる 遠敷3望3の中

窪 を許 可す ることができるBまたさこの設定では｡

･I;i.･svuLC-r～APUを経由しない 3:=1.3望3(J･)通信を館 野してお

らず9外部か ら内部の 領濫3盟 端末を直鮭攻撃する

ことはできない｡
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習･ほ夢 自然に曝d9た音声を拾 う芸藍が驚きぬ き

㌧毒.::/I::h･I:.:･lA'宜 嵩 浬 :I:I.;{ritづけ線 審を､～て∵t::.:I;---=A:::十二二十 二
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i".:LTiよ :If:･,:l･てトミ･--･bTL:-･イ:･∴ギ薫準｢甘

.悪キサ-首芸は蓉-デ諸藩テ汐.芸労社一製

.i,IRA.野津番芸詩l:Fsを利用した/./:-1∴亘キナ-ザ烹亮肇軒':=:,..･t･

チャ二･車両工鳶賎 してこ1い草√が了了や/:;･:守二言パ王ト-･-

昔三㌢･牛工キルn:.'t;.:;みt;.:;藍.･l･;･-:.ドニ 二三.:･JtT･:'';.1･･廿里で=:･･言､三-:･､

を利潤ずる場合を芸を繊 竃必要習ある⑳
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神 藤 貴 昭 相 恩 正 行 曽 鰻 直 裁

京 都 大 学 京 都 外 国 語 東 学 鶴 野笥教 育 大 学 情 報 処 理 牽 汐 夕 -

二も.Sr･t.1g悠 LF:.rF.F:9:･○正 志 C.∴二言 ;:=･iJL.悠 ∴rJJ二･二こ一一二 ;vT,こ1:諭 .･Jt

-∴ :-i.:Gと‥に

従来句情報処理教育が困標 とす る劫 ほ も 主 をこ情 報

義挙に諾するユー-ザ-ま.:'-:tは予Ii-;ここ-sl',}-I:- と しで ':'コ

東葦さとしてのJ鼓帯的経:l'.lvsであった｡しか し､ 薄 紅

聾能劫をま技術的側面を芝限定されるも昭ではな も鴇⑳ そ

こ;:=息 モ持董帝を串j還しながら超音とニミニニ ケ

･･--シ=;ンをはか芭I･T=E･:社会墓室馳苗と軍ぼきいや,}責

術的 ◎社会的側面の妖艶幣それを鰭済ずる毎分由身

を客藍的にとらえるような=･き.･:.'JT:bタ賢烹缶斑啓上主二

含まれる必要がある⑳

これらの諸側面を教育の場で達成するためにほも

単なる知識の榔 はな宅も学習者の脇間的 魯主体

的な学習が展開されることが前提となる◎須永は､

芸術をこおける ｢行う三と3が ｢知ることjgB前提と

な･-3､｢細ることJが軍び [行きことjを喚違ナ意こ

とを指事して巨悪三が.∴青報にき享子る意力も滞積に､

実際の協間的 ◎主体踊 動が極 とな-3で%そこか

ら必要な知識 ◎技能が発見され獲得に向けて学習者

が敷いていくものと考え･:'=JれるC.したが-･3､℃..こ1'･;I::

ような学習者の協間的 ⑳主体的な学習を作撃出醜

め亀こも観艶はいかなる環境を準静銅湖まよもヽのかと

いう問いが昌学習者主観 の教育環境の研究テ-

アとなると考えら･れるであるう⑳しかしながら､盛

者は淘このような閤摘 己鮒 る-つの散剤的考察を

おこなも′､鳶車.Sそれは､｢学習音量蕪と恵苛かj::教

具:̂･:/::3凝憩烹苦か豆 l':'t.;き琶'/･iこtJ=ながるものである｡

薄藩札 メデ′げ ミ持宣能を :-達具として㌫号いデJ･:a

γA;と 懐 としてiIi-{=;メデ-:アjとこ分して豪畏し.i

メディア磯醇が単なる道具と』雷の範癖を越え､藤

として私たち狩生ミ督聴 こミス声∴心藁藤を蔑まず三

軍韓性を述べているましこの考えが示唆lこノてくれる

も据三､学習者主韓塾の教育蕉喪を峯に道具紬 こと

らえる打ではなく.､湯としてt:,T3要素を考鑑に.揖f;i.意

必 要 が あ る とい う 三 と習 あ る⑳ そ こ に は 鬼 的 環 境 と

二′て 帯 教 具 も 萱 毒 工::I ::.:HJ:が ら玉 章 に :･･;''Lt;三･Jぐ‥そ i:I:ISよ

うに教 育 漬 喪 を た ら喜一_.た 浸 食 学 習 者 主 軽 や 番 長 G;:_;

讃 薫 は --葦 ごここよ うに 琵 韓 lL..･轟 畢 され る で あ る うか ｡

本 稿 は % あ る遠 隔 授 業 沿 実 践 を検 討 す る こ とを 通 鞍

て ､ 去呈上 17::sJr,,:うな 器 用 こ喜す る草 葉 を誤 ･､ちこ:5.I:ことを

困約 とず る も 碍 習 あ る⑳

豊中対 象 起藷 法

櫛 発が 対象とずる授業実践は%鳴門教育大学の

鯛 畿愚衆朝鞄監塞鮮魚の授業 F数常葉践研究方汝

鷺.P.;_TLjLこ責苛=:二学irJ::':･教育学寮生 ,:.%-室画室:討褒!:;::

授業 F遠隔教育演習jをオンラインでつなぎ教育に

関する議論を行49藍実践 F京鳴パ-チャル教育大学

I.:㌫下､三'Ir.ゞミJ;!'と表記.::,)浅31::Li･年度､.-/i･-･7㌦:.-3喪蕊)

であるし.

本授業の欝的ほ､撃凝教員の多い大学院生と教育

を理論的を三尊んでも㌔る教育学部生という異なるスタ

:/,スの.雫音が教育について.=J:.)議論を行きことで､そ

卵差異睦が顕著を芸なることを通し等%学習者各塵が

飽者を通』で由藍を蒔構築することである&そのよ

うな困的もあ肇で%学生闘士の議論をこ関して経ち教

育を.こ関する議論をすること%相手に鮒 るラ元蹄,I

･:;･･:/-や繋き手こ寧え手と'･.li'tJう騒藻C.:,撃定･[とをしなトよ

うを三顧斎する芸歴等の緩脅かな枠組み鎚外包観象ほ

ほとんど誇示把やI･tl:藁:･･しなか･=プ:lL,観覧芳おこなL･=･.･

たか為予わ削まも基本的に学生の嵩給を己身を隆替､学

生=･:)考えを蚤芸しそ豆を肯定しながら言遭 な壕合.ヾ

単数闘士招議論を由覚』等もらうために翰 内容を

指摘』藍撃ち学生由身が議論を旗撃返る場を設けた

iI工､電子落手凍,D率で熟 に参嘉㌻｣･た.:I.:3するとい-J

たもので;L･::.つた lr:I-･.･･/r:ダシステム寧必要なノ､:一-ド葦

でL'I=)改善はおこなL･l=･た:!1.,
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本捜業のノ､- ド的な教育環境は以下の通りであるe

基本的には多宅の予算をかけないでおこなえる汲周

睦のある環境を搾d73た⑳

.王立蓬豊主.塗 :王3･nO主都二三¢餌 にCj･f:るテfL.･/ビ会議シス

テムと､カム Oチャットを使用したパ:i:-:JT::-･r/で配

-.N'eもMee鮎 go鳴門と京都は,..インか･･ヰ :::;ト河緑

を使欄して顔 亀また､非同期での議論の場と』でも

電子掲示板を搾成｡

.室数童主 :鳴門は大部屋にか工数ぎ中 一-::,:!r''同士が

:NeもMee血 gで琴論を行う::=7-守---̂､-を作るG京都は､

学生金棒が集まる部屋盈qp3と､各節沙-プが議論を

行う小部屋3つを作る｡

.≦馳 :スタッフは､鳴門が5名､京都が6鳥

(うち望名は大学院生スタッフ)◎学生はも鳴門が8

名も京都が且盈名で､各2-題名ず莞淘計5-6泉の

こ隼も-I-プ 3-･:'Lで議論を:行うi,

薄横 幕の.I-I?.ケジ:;'､･-･藩魔学::I:iE-:再冒験しツ二ヨ変質さ

れながらも以下のようなものとな83亀

･第 五｡3回:ガイダンス⑳各大学で議論のテ-守決定

への話し合い｡

･第4回:慧東学を管▽会議汐ステムで鰭び自己紹介占

急変に分かれて議 論O

･第愚-盈◎軌 Neも鮎e威 喝 に よる蟹 ご と晋の議轟⑳議

論終了後に京都 は各班 で の藩 論 の報告 ◎旗堕返哲⑳

･第盈且回:第 且⑳回終 了後 か ら寮 監盈回開始前まで各三馬

各饗の議論 で各 自が感 じたこと◎学んだことを掲示

威の F貰甜∇教育学会3滴に書き込んでお宅⑳その書

き込みをもとを芸､管∇会議かステムで質疑応答⑳

･第息望回 :京都の授業終了､旗撃返軋

歯第且3回 :鳴門の授業終了淘振撃返り⑳

･冒月中旬 :京都 ◎ 鳴 門でそれぞ藷繍 ン壷ピ孟-珍

本軽業の特赦は､NeもM ee血 欝や憲子掲示板を使

ったオンライン空間で の 慧 ミ孟= ケ-ショJ汐を主体

にしたことも議論にお け るテ - 守設 定や議論の進め

方等に廃して授業者は で き る限 り指 示 的介Aをせず

に学生に任せたこと等である.J

本研究では､本授業で得られたアイ--･･/D吊:a:-.!･JLl､AI-J:>ll

や学生の掲示板-の書き込み､そして･/;'.t_1/･'クビ:_=1､､～-I--･
●

記録､課題レポ,I-･ト等を主に質的研究を行き,.

3C 鎗折 三観音経の顕在化と:'･S∋まず昏とそ碍寛賑

教員の指示的介Aの少なも噌 由度の高態ヽ本授業を芸

事Uv'::～.溝隔軽業巨 ､･う慣抽p:甘､:,I,::e;-:一十:.も･.F㌍･;_7:一幕論

の中で淘学生たちほ鼠管のようなつまずき牽見せる⑳

C:_三宝::1?_,∴t-:,隼て･一一･シl:?+:_;-iAj'J:5･:ザルか窪ま.,I::'-潤,･i.･～.,

C議論爵テ･ニー-コマ決漣が親し言い｡

･議論が漬菜にならない,こ.薫誓･L;I,il.せいC..

ロ寺目早にh:tI:-:}ちら.･.93･意思I,1時ミ教.:.:.里二､二二U㌦領事(:,i.:::.鴬恵

がここも緑二鯨わ邑封ニゞ いt-a

鳥::-'51.:H:l∴･=水tl:･･t:iS言畠寒言㍉ 詫譲二軒-誹尊卑:i本轟等〕<∴:･･

撃ご∴Ut;--常韓｡課題i.._+/,,ポ亡;--7号,串草葉埋'g./;]',;=章__:Ii..i;_:;..ILH

::::.れら項京輔はQ.!_:?i.:下t?:!よ･:-;;な中笑＼了て漆 ･I:,:,･I.i..:.rill:,

･つまだ親良_hくない相草･;ゝ･灘発雷損言う条件

's封菌と櫨異なる伝達情報単発雷撃冴罵S#ぎ

･･画簡単､アギ告とい･:5:p:環境がもたらす発雷∴･､､瑚軒.:tIt

帝取成ミ諌圭喪､て:Si'r=;e:;i_.;?.I:軒賢かなけ轟事ミ時 頼./::.

も去､'..釦塵二i_./:?::-:,:=一巨㌻;-:i'..:;,:,.jt･ができ合い等::,:

言寄置麿､‖5'I転::::I::)揮~言上博溝;.聾木:.?:-:L盲栄華ic:<軒韓群書-=j

■:ttpJ:<帝蒲苧･･＼成増己慮｡ ;:違ミ-57に'a:57!じき

誘分のこれまでの湧解では(3:･･ヂi;えきれない稀薄､盛

事持薬な相手t,これらは学生にi:î:･,-;了｢'ト他者jたし

守:翠前し､つまずきを与えたi:-i:.･Sで亙るF､しか し . 二

鈍らぬ望まずきを芸封じ.淘敦農は学 生 が 尋 ね 等 き た も

裾 工畢いて'け/jI･:I-itI寧十千 二 日 :-7,や ･･:一膏 二.事㍉ I:･f･:享 ･1･:+.::,:A:tl:rl.:I:

の質問に尊寺.i:･:-･茸∴ガ 'Jrlf･J;･'よ:iI:.:･､∴ 辛薄手･.i::+i,藍.::L二症.I.i.1:,:?/.ミ誉 二

時的介Aをおこなわなか肇た⑳

たとえばも鳴門と汝汐ライ汐で接続する前段階藍第

十三日輔 号:･'意朝潮肝けで議験した亘ト-J二.'･;,魔:･S:::I.つ特

ど決壁点こうL?,:いう涜れi:.:･'_I.な､･-::た寒甘二.I_聖でもモノ,.i.烹

部LTI.∋学生は各々が濃掛も.;/71:1きf:::-J:,:_;71･-----I.:･せ 針つに嘉.･l':_:

治る作業に困難を見せた｡轟く針ト -､-:-;-･:･･:を豆ぼ､:I:T3:'ジ

･一I-I-:分けしっ･･つも､テ･一･一-･ttq:;Jt?:)も､つ階層の･1.違い号璃締ミtT:.:

違い等によS:3必ずしも簡単に整藩できる作業ではな

く..J議論はどうにもこうにも抜け持せない煤塵蓮:顔.:

d9藍 その時に%学生の-太が F発生の意見をうか

がい柔こい(,TlSですが_亨と質問し 蝕の多く碍学生も教

員甘JTtLi･':-'jtR:ヰスかた渡る-A-.うな巨藤●王葡選を見辛.-..::.

すると敦異は rいや､.今田轟輪郎ままでいい,k､甘t-i:3

i...lf:;いよ6.等⊇七もらもいろ頼:I:fi考えが武がし亨でいく

よ⑳も肇と続けで⑳Aと応答した碍習ある⑳学生たち

ば賢憩もし､ltJ:なか-:謙二という庶応で匪貯酵間ど･-.:_,Ll･.

篤い､しか1､_..･改めて議論に丸了コ:JVLr･=,,そして.ミその後､
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将とか鼓論を続け､最終的には趨つのテ-マに労テ

ゴライズし､それを鳴門が提出してきたテ-マと合

たせながF=･､冬〆,･:I,レ-デでテ-･マを決意していこう

という無髄に落､も着いたC

-駿に淘学生をこ議論を深めさせるために､敦農は

環境を準備しもそこで生じる障壁を可能な限り敢堕

賢くことがよしとさ九･三湊合がさ十∵二たどTTLぜグ上′.

-プ分け ◎テ-マ設定は教農がおこなも滝も学生はそ

の時点からスタ- トするとう方が議論最こ費脅す時間

も多宅とれ議論も深まるとずる考え等∋oLかし､三

のような考え三栄し こ_7･13応答きま全く逆を行くこ学

生r=･.I;,つまずきを祭り除くLTL.I,UI,=･f･まなく..むしモ昌十十･Lj.

と号貴して返したことは､学生にと-こて 鳩舎たち

で咋っていく浸窯｣了でiJ:?/31,ことを詮il･･:-I.て芸覚十･蓋.:･!r_

つなが･三滴I転生をもつ.3専;:I_I_軽業発露重来･'t:=こL7::･.よ

う烹至芸をもた:I-t十と'･:l･三ことも そ/j･;護持こ学生至

身による学びの展開-と衷き≪搾欄すると思われる⑳

後のインタピ温-で学生はこのような教農のあ撃方

について ｢特に違和感はなかっ魁 ｢学生が考え速め

ていく軽業な:I:jpfI･.､む●3_ノモIli:'.かL･.I_71た了畏守!:i:./i:I/!/7=1-I:.-.

る感じでむしろよかったj等と述べている⑳

このような鼓論のテ-マや進め方も詔ミ盈ニケ-

ションのとり方等の内容議論に見る駅前の形式的魯

方汝的な部分に対して徹底的に学生に任直ると魅､う

態度は､その後-貫して見られた匂少人数ダjレ-プ

による語幹においても､.鼓真はその藩で介∴してい

(ことはほとんどな(､憲子掲示板におもヽて議論をこ

関する疑問や意見の書き込みがいくつかなされただ

けである◎このような支持的介Aがない状態によりも

学生は自らの寮経に気づき､そして毎分たちなりに

つまずきを乗り越え､議論のテ-マ牽ダ抄 ルを搾り

出していき態論を進めていったOこの経鼓に指して､,

学生は以下のような積極的意味を見出しているo

J普段河東なしl'=おこなって;>t/-る嘉哲でf_7:‥ニ慧ユニ

ナ-シ15i,.gに対す量笠めて貴意鞍把と蔓察も

ー}:嚢虫蕊･≧ミ毒しt･ことによ竜仁愚考や議論[_iyS三宝が:工

そ恕ような広がSi,鳩,[畠ijE.j窪と'rJt･うア鼠

昏議論⑳楽』審%･活発亀

こ竿ども i:鳴lIjl;i.S:I:I,腐生にと(=て･Sl】薄篭でお堂聖たちさ

す≡詣』食む篭を審せる時⑳意味◎再考⑳

昏泉そ艶ぞ艶め考鬼籍を知りもそれを畠分翰知識藍

ーニ:t･･;:I:i:L'-=･':JJ.:蓉-"i=:ここ妄:ができL:.:-=,こ:と､,

一重曾たちで菅:I:3'1.1緩出してい量といeJ,t,大きく違う葺

くTt:;･賢し告踊:-:<?窪藩と達意憲こ

･.:隻工=.講じさ

また､学生の-泉は､議論の深ま撃をこ閉じ等興味

葉も.･､･ニメ:!･'トを憲一して';I.鳶しそ;'!･-.Ij.f･ま:-1Jコミニニ ケ-I一一

シ三三ンt:::とiljLIi:㌍葉子∴ てn/l意簿ご号室簿貴賓が誉

葉し.ていた.3-と烹づいたと-いきもG･:iでも号｡これきま､

議論をこ見るまでの障壁爵盛 り払われることで議論が

深ま撃%学びが深まると考えがちな軌 ●議論にAる

までの障壁こそが誌論や学びを深めるものとなる三

･:ti:もも:5と､:l了･う･､学び義持転換を可韓庸 L-るも黒で

:･;Ll-T:‥:5号｡ご3;I.学生ごこような学びは多くニC-･ニ学生に萱て

はまるものではなかったがもこのような学生が存在

平吉と■了王事葉を衷ったことは今接鵡草葉デヂノ:'l/

キ草生iJ･二学びIの賢藩にと｡こて大きな意廉か巨コもf;:=･

と考えられる⑳

LJi二･8尊等

対面とは異なる遠隔による議論 とい う状況におも馬

でも学習者はヨミ温=ケ-ションのあり方や議論の

米菓 芋一等について轟々なっまずきを見せた｡そして

教員はそれをネッ恥ワ-クの整備や∇イタの改善等

のシステム的なかかわりはおこなも､つつも､ヨミ註

ニケ-ションの方蔭や議論の誘導､また知識の敦陵

等の具体的な指示的介Aはおこなわなかった｡議論

にまつわるつまずきを乗り越える学生たちなりの方

汝を見つけ出せるのは､あくまでも彼 (彼女)らで

あり､教農はそれが生じるために彼 扱 女)らの言

葉をつなも､だり自覚させたりして､その内なるカを

呼び起こす契機をもたらしたに過ぎないOそして､

学生たちほ､き!iJの茸注S:.=おいてコミュニケーショ

ンの方汝や蔑論のテ-マ魯進め方等を模索◎修正しも

毎分たちなりの授業での r生き動 を作り出して態､

った⑳そして､これら様身に出会うつまずきにより

r飽者3が現前し%彼 披女)らほ自己を再構築し

ていくⅢ･である.3

以息からわかることは､学生の主体的学習とは周

意された環境の率で学生が自主的に学習をすすめて

'!､･くということに蜜まらず､､垂分たちな･:Jn･.E･こ蔑題を

晃も鴇だし､それを乗り越え､そして新たな課題を見
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いだすこと､授業内外に r生きるj 自分､そして他

の人たちに対する自己 ◎他者認識の構築を繰り返す

ともヽう F学ぶ主体j としでの相互形成を徐塵におこ

なっていくことといえるoそして教員は､その学ぶ

主体の相互形成を展開する学びの外部から換作的に

調整するのではなく､学生に授業作りを勧藍的に任

せた上で､電子掲示板を通して同じ-構成員として

内部に属し議論に参加しようとしたのであるoとは

いえ､教員側にもとまどいがなかったわけではないo

学生同様､教員も常に様々な教育に関する議論につ

いて考え発言をおこなった;:･L､､学生の嵩論の様子に

-昏-憂し何が起きているのかの解釈は苦しんだ撃､

意見を言うか言うまいかに悩んだりしていたOそし

て､本授業で何をすることが目的なのか､何をする

ことが教育なのかについて考え､相互に議論を深め

た¢これは教員自身もまた学習主体として､そして

学生 ◎教員間士､ 相互に学び合う童棒として自己の

再構築をお こな っ て い た というこ.とであるoこれを

FD (欝盈噛 D e v e 極 迅 e嘘)といっても､何も差し

支えがないであろうo

このような教員のあり方とその機能は､システム

論でいうところの自己組織型とオ-トポイエ-シス

型との違いに通ずるO自己組隙システムにおいては､

学生は個人の集合体としての集団であり､教員は諸

蔭勤の指導音 感モデルとしてシステム外の存在であ

るO-方オ- トポイ毘-シス的システムにおいでは､

学生は健性の関係態としての学習共同体であり､学

生たちほ自生的に相互作用を展開する⑳そして教員

はシステムの-要素としてシステム内に存在する理

知的な対話者であり､自̀己展開をしているシステム

の率で生成してくる他者である｡諸活動の指導 匂モ

デ瑚豊艶 艶 ではな(､学生 ◎教員を含めた構成員全

員である3⑳ 教員の自己形成に関していえば､自生

的に展開する学生の学びに対して教員自身もその学

びに巻き込まれ､教員としての自己の再構築がなさ

れるか否かが分かれ目となるのであるOそれは､単

なる教育技術 ◎方汝の向上を越える誌論として大学

教育をとらえるヒントとなろうQ

F学生主体j型の授業とは､主体的に活動を進め

るのはあくまでも学生であり､それを教員はその活

動系の外部から操作的にかかわる､もしくは学生の

ニ-ズに応えていくだけの存在であるというもので

はなもヽ⑳それは､主体的に活動を進めるのは学生と

.ともを己教員でもありも両者が活動の系の内部で相互

にかかわり合い影響し合いながら､,相互主体的な学

びを生じさせ､自己や環境を変容させてい･ここ中1-('fl･

･次考と新たな課題を見出し､さらなる相互童体的な

学びが生じるといった由生的な学びの展開なのであ

る｡この自生的学びにおいて臥 時に教員を指導者

でありよりよい答えをも誓存在(敦捜-学習的関係さ

と』で見なしがちな学生を%学びの寮倒隻とよ堕よ

い答えを破 く蔽五日'堅･薄飢釣上こせい::沌 患t･--..:;:_:誘

い､学生の主体的な学びが自生的に展開するよう喚

起するための働きかけを教員はする必要があるので

ある⑳そして､このよう転 学生と観 が相互に影

響しながら童体約に様身な情報を知識として選択 ⑳

解釈しながら､ニFミュIr:-･.,:?.'L･-:'.-/ヨンを調整し 議論

を進めていくといった学び吋寮は､まさしく棒線処

理教育においでなされるべき技術的 ◎社会的 ⑳ メ タ

認知的能力の総体といえようL.
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情 報 教 育 に お け る学 び の 質 .

I.--貢 妄 言 一一一チ ャ∵ン童 章 二L三幸 三 t:-I-:-'-:_ 二軍 宗 _か らげ

谷W.千絵 石村雅雄 由緒浮子 三宮真智子

鳴門療育大学

毎王.RL.ilT三駄art;jtCryJL.aCJTi=J迅aish三iTi飴色ユTLit(=･一･_･i..aC｡jiB

y亡逗C)･iI駄芝:･=武C･-tu.aC｡尭 sail1-iOL-!-i.ti婚nar武t3-i:_.邑e･ajp

盈◎はじめに

本発表でさま夢･京都大学 (以下9京大)教育学部

の学部生と鳴門教育大学 (以下｡鳴散大)の大学

酪 産土誤皐のr学生 とがネットミ-ティンダLI13シス

テムを介して共闘で授業を搾撃患.げることを目指

した京鳴バ-チャル教育大学 l:醇称こて踊),IIj黄葉

宅2◎鍼 年度前期実施さを取 り去をずる息)O第-発表

者 藍谷村 ;以下夢聾者 と衰すうはき今年度夢鳴門

側 背 本 授 葉 を 参 卑観察する機会を得た昏この授業

で は ゞ 慣 れ な いツール を使用せざるを得ないとい

う 一 見 マ イナ封 こ見える状況がi学生にコミュニ

ケ -ションそのものへの懐疑的でク-ルなまなざ

しを惹起 し;.それが ｢新 しい学び｣ の契磯となり

えても､た⑳これは∴教師や学級の仲間との信頼関

係を基盤とする近代的な意味での｢主体的な学び｣

と争質的に異なっていると考えられるO

情報教育, とりわけコミュニケーションに力点

をおいた情報教育において目指される ｢学び｣ に

はJ従来の教科教育において目指されてきた学び

と｡ 質的な差異があるのではないかOこの点に着

目し少 情報教育における学びを r教科型の情報教

育j の 学びと ｢コミュニケ-ション重視の情報教

育jの学びとに分け.. 京鳴バーチャル教育大学

揉鮒)の受渡生の感 想予筆者の参与観察の記録を

もとに考察を畿みる昏

2.京鳴バーチャル教育大学 (犯曹)について2)

本授業は争京大と鳴散大とをインタ-ネッ ト回

渡を通じて浩び.A.パ.'lJコンの画面を介在させB. 逮

隔のゼミナ-舟のような形式をとっているB京 大

は教育学部の学部生 (主に2.回生Jt..鳴散 大 は 大
I

学韓生 温ヱtLiが受寮しているO鳴敦夫の 大 学 院生●

は｡現聴教員が多いという特徴がある8 本 年度の

受講生は9京大 且2名 (男73女郎 鳴 散大8名

(男 S,女 2)であったO

以下,壁業全体の構成を概観 したい｡まず, 壁

業に轟するオijェンテ-ションと情報機器の使用

の練習等が第 且～3回の授業で行われた｡これは9

前年度の反省から行われたものである⑳受講生は,

音声や画像の調整も含め>.ネットミーティング(普

声 D画像 e･チャットCホワイ トボー ド)をある程

度使えるようになってから, 実際の議論に入るこ

とになったO鳴散大の受寮生には,こうした情報

ツ-ルの使周技術の習得を受講動機のひとつに挙

げている人も多く, この取 り組みは,その後の議

論をスムーズにするという意味と,受講生のスキ

ルアップを図るという二つの意味で有益であった｡

第 4回目の授業 日は, テレビ会議システムを使

って,両大学の受講生が全体で顔合わせをし, 各

5-6人の3グループに分かれてテーマを改めた｡

第 5回目からiO回目までは, グループごとにネッ

トミーティングを通して, それぞれに議論が重ね

られた｡この敵 電子掲示板を通して℡授業時間

以外にも議論が可能な環境が用意されていた｡教

員はsカメラやマイクの不具合や京大との接続 ト

ラブル-の対応はするものの,前年度の反省から9
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もう少 し議論を芸介泉 』ようとい う合意が得られて

':-王立う:･:I:･:t':･::･∵･.:･∴ ll･ .･''!:こ:':- :t 一･,:.,:::,:I.I-::t!',I.(..I':I_:.:I-畑∴リ .:

I::.-t':寺::(3:.ニ言三･･､こ

第 畳◎固形 夜 業 終 冒 時 首芸 夢魯 担習議論碍まとめを

i∴ミ_'薄青 ;･;;:,i;.,:工 婁 昔 .,I...L立 江 圭 ･5 線亭;.I::･''I:･こ五言 十･..鴬 工 巨:‡

r:JJ;弓吏某樽 .･;I,lI!薫 JI:::ミt::･･:･巨 ∴一室 鞍 :'･.',∵-･:.-it:.,,.杏:.:'手十･/:,j尋∴最

で常娯.5音 容 を -阜 ∴ 工 ∴ 寮 .;､:'lltL.ilか ::璃 葉Lf､::_1･>_冬木早さこ

こ:蛋.ll:I_I.･py.:,!'li/I:::撰集 ･･;I.,,:蘇 ::: ･返 .I::･宇∴･':I:.FI.J

3◎観察-情報軍-鍵沿健済技術相習得

聾者は;ほとんど露時夢噴散東側で授業を観察

したが夢回を重ねるごとに9受講生たちがダJ♭-

プ内で協為し多めメ予や守イ琴の接続 ⑳調整,ネ

:tI,･t上土∵で{JT,r肯-ll''i:煙 い ･i二王練寮等.,各軍簿車上 ∴叛ト

範頼 吾gi-:I'.lI･.i/{.I.iU了.舞子.Li'ti{,-':観察された._I.琴ミキけ率粧

針嘉一寮で授業閏韓前tl1.1:･{パニ!':ご∴!!:･/j:It.:-,!斗1上げか･::ミ;,

I-,I:･･･守 :)-r･7tやカ メ ラの接辞..ヰ ?.-I.,亨ミ--千十 了Fに上

る9 文 字 ◎ 映 像 ⑳ 音 声 を 通 覧 藍 遠 隔 慧 霊温芸ケ-

シl･,1:二㌔'(I;'p7 調 整 を ::I;_ な し ‥ 終 了 革 ･J,･;.､機 材 1 '/ _lH 棋 里 t:'で

を､:汗r･･..:･.I.''F･":.時 出 土 樺 栄 J'･ リ 十 .'･:I::lノ心 結 社 裾 :･悠 :..7.-;i-:,;I:∴

畢複､し了fI寒梅 的 か ･- -i :=jL1-11体 幹 r:･;･...1.聴 畢 :I:'L･lソ上付韓.甘巨

東を普簿してtt.)､&.･=､ L{!tV--:u Lil;,.r !':≡.I .∵㍉ ∵■･ 雪㍉王掌 音吉:5巨::

･イ1･'-:･'の樺､.･t-:?有まで を も 食 紅 :A:亘 Jr:th∴ キー･-IV-,:･.i::,･

･を･.lj拝賀持こするた,l{･p.-I.h･,'ITT,:工 夫 も 蚤 昔 再 圭(::tf:､た::.

これ f'i=J51!!宮森丁こ̀･h･-ヱ･耳 lr j樵 昔 .:拝 謝 む草.･f::::･･,J･;'･i::･工.三､.､

ほ9魔をこも述べた が 9 と 環 を芸鳴散大碍多.環形受講

生,.;,'=3鷺活動橡に:_i=.'::;され て い たr.I.モ･三二S:::,ぼt.パ :･･:Jニ:

ンなどの情報ツ- 捗 が 曾今 後 9 学校教育の現場に

おいてますます 重 要 に な る: ;i:い ･･.=fi見通 ?+.･が董 ∵ ･､

たように思わ れ る ⑳ こ の 授 業 の学習●内容に 現 実 的

な必要性が存 在 』 夢そ れ が明確な目標 とな肇等F童

棒的な学びjが生産 してももたと考えもれる昏

L亀.っ記録･--tヰ 丁･;.弓･ミ･･一一亨 ./;∴十字 巨嘉吊れ美蛋腐 生lj:,

感想

隼 -+:酢1/･t::.∴巨 .T宜億 ･∴･::I;･'.∴I-i:･-I:五本pJ:･/営重症

耳 二･五をt:･;:/∴IL'∴ 三㌦ 志操圭I.il:某 ∴ '.十字駄 十 ､.

i-･こ.亨.パ ー､十 十∴L'･'!.,:･::再 配 車 汗 ~4::..I.I･.㍉ 畢癌壬卦:.I
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鳴草､予 告 モ結掛 ･.i::'!:'凍 LL･･t∴†∵i'干t..十f:∴ ●薄 パ

二王に.集 中''1-'1,-::･きた,,.:.Pt･-;=:i'た∵ 葦す い.:L.;-:::巨薄羊.･;､∴了Uで:･L･

:;:･:･･か:),ui::東海 し ･(蚤葉::i:･･尊え,里 ･it:･･?::'書f't.:::し{.':.:.∴豆 t.

強二木 f_量目ヨ常軒 ::Il,打B.:I,~丁.'';了守 :. 対 面 上';i;+･薄弓手 .It･',:.
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いると伝わ肇で態もるかが不明確であ 撃夢不安感が

引き出され9強い主張夢誤解を紹 ≪恐れのある主

張は控えも新鹿 ⑳

京 東 関 ; ◎◎⑳はじめに感 覧たのは夢なんだか普

通 に ●直軽詰むす､藁､よ!':!も ミ爆･､ごtてい?''f･:.農芸;･p..上にトず

㌔,t･:I.･;試づ臣､巧.･お.聖t:い ･J雪:二:蔓,:-畑 言こ,.,それE･ま音声

や画像ともちd9た機器の性能のために相手形声が開

き~きざ=LI;二･::.'.':litf:::I:I:..そ草薄青も韓轟幣 ミ十一-:I,Lをさい｡そ.ト

等夢その性質よからな府か夢ど芸か-方的で うま
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た｡.しかし争慣れてくるにしたがってタ それらの

ことは問題点であるとともに争利点も生み出して

いるのではないかと恩を㌔ましたOそれは普段の話

し合も､以長に9相手に自分の意思を伝えるタ そし

て相手の意思を開き琴るさというこ.とが非 常 に意

詫 されるということです｡こ･!:･このことは乱 くネ

ッ匪ミ-ティンダさの特徴でありタ利点でもある

と思 うのですO

上記のように9ネ.ッ匹ミ-ティンダの使周に関

しては夢難しさや違和感も多く表明された⑳もっ

とも5 ㌢慣れれば大丈夫j 探 太 B)や r利便性

もある｣ 摘亀散大 C)の意見もあるが9興味深もヽ

･TJは… そ U')3違 和感によって ｢問くjことや r話す

こと.jに 意 識 的になっていキり(鳴散大E.コ京大批

｢強 も､主張,,誤癖を招く恐れのある主張は控えら

れたj り (京大 G)とタ受講生の意識にコミ毘ニ

ケ-ションを反省的にとらえる思考が生起してい

ることである⑳また夢 r人はどこから情報を得て

態､るのか?j 摘亀教大野)と魅もった哲学的 ◎入間

学的といえる問いも投げかけられているo

このように,お互いの発言や9自分の解釈枠組

みなどに意識的に (懐疑的に)なる必要があった

こと夢相手のいうことを理解し自分の考えを適切

に述べることについて｡かなりのエネルギーが必

要だったことが述べられたが,そうした体験は,

情報ツ-ルの技術的改善や使周者の慣れによって

解消されるべきものとしてあっただけではなくタ

日常の対面でのコミュニケ-ション-の反省を促

しi また9コミュニケ-ションとは何であるかS

私 たちはなにから情報を得ているのか!. というよ

り環も､思考を促す9 -つの契機にもなりえていた◎

5｡考察①-教科型の情報教育

先に示した3｡観 察 と逢｡記録に基 づ き 9 3と4の

それぞれの ｢学びJの達も､を考察したいO

まず,3で観察された情報ツ-ルの肢痛技術の

取隼について述べる｡ こ こ で の ,学 び の 生 起 は , 冒

標の明確さタダル-プ 内 の関 係 性 の 構築 (.協力)夢

教師-の倍額 往 ラプル-の対応 )9 反復的経験

に支えられていたといえようO目標の明示.. 置係

性の構築夢倍額夢反復的経験によって愚考 (技術)

への集中が蔭されるという, ｢学び｣ のプロセス

は9従来の学校教育で促進させられてきた r学びJ

とほぼ同じであると.いえる｡こうしたプロセスを

経る情報ツ-ルの使周技術の習得は℡ r教科型の

情報教育｣として考えることができようO

-方多量のネットミ-ティンダの使周に関する

感想に見られた学びはBこのような ･r教科型の情

報療育jとは質的に異なるプロセスをたどってい

ると考えられる◎以下では, それについて考察す

るo

53考察②-コミュニケーション重視の情報教育

コミュニケ-ションには, それによって ｢信額 ｣

を構築する面と, その都度生起する ｢不信｣ と付

き合わざるをえないという面とがあると考えられ

るが4㌦ ネットミ-ティングの使用は, 概ね後者 ､

の r不信jの面を浮かび上がらせる特徴があった

といえようo Lかしタ授業として見た場合に9 そ

れは破綻したものではなく,学生からは独自の学

びがあったと感想が寄せられたOただし, それは

何らかの確かなも･の ◎ことを習得 したというより

ち, 反省的思考回路を開いた,'というメタレベル

での学びである¢それは, 関係性の絶えざる切断

可能性夢懐疑 (不信)を契機としつつ9 思考の集

中だけではなくその拡散 (自分の受け取った意味

は正しいのか?と問い続けざるを得ないこと)を

特徴とする｡こうした学びを, 上と対比させて ｢コ

ミュニケ-ション重視の情報教育型の学び｣ と呼
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-11二 亘 -:;i:;,--:'-蓋;i:I-I･Ii:･･宣 _=i･:堅,I :LJ宮 部 大 草 教 育 学 きrt:･主 ｣ ['靖 門

鼓 晋 大 学祭 醇 (.'J:･'_票 暁 生 ...; 土 '.･こう 異 な る 工 数 :I_十 ･:･31･.音

葦 :二士が 出 蓋 う 塗 を め ざ し LT::.. 三Fll;C:iif･澄 .三 t･:::l't=-I.1葉 箆 二二

言 二二鼓 苦 学 撃 寄 手:竺課 程 t_:字 部 .1･IJ/一一も互 生 喜 最 上 こ童 業 主一意

隔 教 育 演 習 』 と ､ 鳴 門 教 育 大学 大学 院 学 校 教 育 研 究

科 の 現 職 73㌔昏申 ･◎高 教 農 豊 対 象 の 授 業 F数 青 郷

詫 方 法 論 ‡三｣ を 連 携 さ せ ､. 教 育 !JT .理 論 と 寅 議 に つ も∴

て 議 論 を す る こ と を 責 的 と し た 京 鳩 ∵ て-i i･ヤ 圭ノ教 書

大学 ミ華 子や 寛 星 が お こ な お れ た ｡ こ こ で :L==:鼓 要 報 告

と も 本 震 践 患こお るきる 受 講 生 の 他 者 か ら の 学 び を二関 す

る 考 察 を お こ な う ⑳

寒 寛 践 で は ､ 授 業 時 に 国eも 弼ee竜豆曙 6以 澗 開き で の

ビ デ オ チ ャ ヅ r;～ :I.7::fl､.釣 巨 ･-フ 空討 論 熟 ,lf 冠 参 照 ) ㌔ ‥ご

'･Lj会 議 シ ス テ ム 翫 ま:j･FC払 全 港 討 論 軒 に よ 聖･;1両 大

学 を 結 ぶ と と も に も 授 業 で な された議論のまとめや

発 展 も新たなテ-苛の設定等のため監こ､電子掲示板

電次糞図参照∋を設置レた⑳学生主導型授業としで､

教育に関することならばどの養うなテ-苛でも議論

してよいと教示した｡藍琵生は京大刺IE_i亀､鳴門側∈

名であった◎大学教員スタップは京大頗幽名句鳴門側

5名であった⑳監酌実践は2003年度よ堕寛施し.管いる

が昨年度の反省として､①テ-マ設定の時間を多毛

とること 縛 等に話せるテ-マを考え壷ためう､②

大学数農の介入 (京大鳳受講生が鳴戸棚 帝に

教えられる生徒◎立場にならないようき､③授業終

了渡の反省会に力を入れること､に留意したこ

望 授業◎艶 麗建 京大 ◎鳴門授業ス夢-ト⑳

ガイダンスC,題 を土塁 各大学で議鼓したいテ一一マに

ついて話す･3珊説明cL髭L2L･缶≒学を閏会議システム

で結び3つに班分暴き◎自記紹介⑳翻警吏ごとでの議論

芸ヂ- トe琵示横位謂指輪C･立主既 望墨 寝転距で悪

ごとでC7:)議論｡.5.,i3〇'uiLV会強システムでこれまで蒋各

鰻 の 議 論 内 容 を 紹 介 も質 轟 応 答 ⑳塁題 京 東 最 終 授 業 ⑳

ふ 黒 豆 工 こ.i'::LLiihf: 鴻 門 景 終 課 業 .‥ ･三高 か え =･:,C

各 班 で 話 さ れ た 主 な ト ピ ッ ク は ､ 且班 が 子 ど も の 変

首払､ 望境 が 畿 食 的 学 習 ､ 汐 三 ン ダ - ち 3班 が 象 庭 教 育 ◎

学校教育とÅ曙形成な ど で あ っ た ⑳

S 童芸者警玲学びどこ慧･ll.tqivd:-'Lbイン卓ど こ --よ 事 豊

美の終予後革週間以内に､京大学生且且名 申鳴門大学

院生.?'名 .,I:京大は71･.!r-1≡-i.?鳴門は?i!餌 に単構造化イ

ンタビュ-をおこなったT, r学んだなと思ったこと

は｣ ド-番印象的なトピックは｣といった項目を設

定した昏旦名の所要時間はま-旦◎5時間で､筆者3-4

茎でおこなった.3職者からの学びや気づきについて

以下のような発言がみられた 僻 問自儲胎 8.こより参

加できなかT,た鳴門側受賢者三重を除く5ド/二沃L3Fは

そこで人が変わることを示すO鳴門換亘ス:3ヨコは現

職ではないストレ-卜院生きる

墓芸戯 :学校教育についての理鰐か撃まった｡Aさ

ん 〔鳴門 ｡教師)は学校の教師としての立場で話し

ていだがこ?5らなら長講もした〆鳴門酬まテーマの

持ゴ?=いく悪所滞 京剤と違うB.先生であるし六人

で轟,p&,違話や学筏がらみが多い./p慧=I,jダーの話

をしたがそれを超克で撃駅 ｢どうすれば摘 もの凱

-アニー



2004年9月25EH3:00- 15:30 酎936会場 牲-Z-.3p9p36-･･-1

という意見がBさん (鳴 門さ教師)から出だS.いろ
んな先笠がいるのかと 思 った/ジェ::̂!'夕･.---iこつiLiY{:
考えだこと毛なお＼った .ft)R-t'b多様な憲晃があっ:if_Ll.〔三
雷 〔京斉コは道しるべ の 役割蚕Lf〔'いたo社会的に
当たり前の'=ともな蘭 とニゴ引バるのか零焦ること
が大事だということ蚤 知 った/'ジェ:IiJ'･ダー1-ll/:.;･弓j･･1-6･1･:)
乙ことを話しノたが､ジ3:ン ダ-一､0.業苦にと堅音〕れ遭いL.さ
f;ll:･.ラスをなぐすことや制日展など広い自由化t'j-.'_)話にな
って良か･=_)だ心世代が違う鳴門鶴丸に育児榊鮎)請

とかが聞けた/最後に理想の学校作りという納得で

薫る耳チらi_Jいものがある話が鳴門から凝ったごヰ

き頭注なので､授業では専門的な話ばかり聞くお㌔p::二

の授業ではそうでない話 (ジェッダL-.蚕サルの話と

結びつけるなど)が開けて面白かっだ/ ｢'校則は叢

かLJ1,1と思う訊 教師の立党からした藍､rl,- ｣とこ､

r学校の先生｣の立場をぶちこねしてはくれなかっ

たのが残念｡向こうが信じ込んt-l訊 聡 も0:)(:r'手だ

竜は空虚な心を持っている.i)を<l刑.,ノたときうれ

L/かっだ/子どもの変化について話L/だ払 子ども

が変わったのではなく社会全体が変わっているとい

う結轟を得た◎竃と竜とそんな感じの考えがあって､

議論によってそれをより石監思したような感じがした

/先生もAさんのような人がいて､ちゃんと考えて

いる人もいるなと思った｡体験のなげあいが続いた

の で 京 大 側 ではもっと抽畢化しようとしていた/コ

ミ .rl ニ ケ - シヨンはあやういものだと思った｡言嘉

. で 伝 え る の i統 監 ちょっとした降等 (衷情など)

が あ る と 違 ったものになるO鳴門側は教育誉裾加な先

生 だ ./人 そ れぞれ違･うe京大(:lIj人たちは似ているi.

唱 門 の 方 は 改善策､結論を求めたがっていた昏

瞳 讐 1,9A :京 大側よく勉強していると思rilDだO勉強以

外 で も 日 常 的な話､面白い話もできる′･ノ官僚になf',:_･'f

た い と い う 学生などがいて､宅q:-J,とインテリ-3i乱 't

か と 思 っ た がそうではないQDさん (京大)は請賓

r破壊_.Hjle吊ったD大事だとこ思った心自分の愚に

Lfみているものを見直さなけ才湖諾ならない一′いい意

味で､まとまりがなく広がっていった中心地のよb詩

聖間となった｡違う先生のもどで学んでいることも

あり違う意見が出てきた¢鳴門側現職教員は保護者

の立濃でしゃべる (ス:き〆硝事側の言葉を聞いて､､.

自分亡管は考克ち担なかコだ発想 (.性同｡-J闇請 とは

何かなど)･が出だり洗練されたB.FjLJだo京大の人は

よく零えを組み立てていた//京大生は､夢層的にい

ろいろ考えているし人原掬をいろいろ出iノミ考える｡

頭が固くなった自分としてはそういうのを鼻につけ

る必要がある/京大側は家庭教育の話が多く､学校

教育をあまり重視していないようだったが､体験的

なことから思い出してもらえてhv教師として中った

ぞと思った../'吊:<:･喜,いろ音詩矧.I,7宣二九でも∴爵智牲人
生にこ対す志賀.･:-iJi子ゴ･=t:尊団こなることこきに巨薄rJIJ･T':.J
棺書轟は運･二言J{-:.二王吉it.':'宅驚真吾は共通しぐ吊島 i::::..jt_.;;I
以上草ように一異なった立場司ぎ蘭圭ニト封建満車

ら学ぶ､気づく.､さら結他者を鏡としミニ;i_･･:.･ともとこ高
･::'た替えを明確階::.･,:r-一五､ということ.が馬;::I-約七r‥弛
I:_I-I_･:___萱諒=･:tij三_;::,;--:-∴∴:-II-主章一_:--･:･･･_三二才_車享ti:I:;-:-∴_-II-:::::II_::-:_

場をくずしてほし;Ji:.･lJ--て一正 .;i二感じ一口 沌 蛍着生漆 工モーt｡

重 電軍港示賦~rl:･'t,3il:-i::･優論 電子清読肢には､ 十.?･,p-･-::17

から各境の部置 く資卜 轟ヨ圃寮峯〕むほ釆㍉ 上月

･･..-卜弓∫.｣ ぎ1摺勺教育学会ミ宣ポー1-I-･ト発義朝 .i F､甘酢

向上委員会J3闇二戸簿会議 {::チャ再 ､､二上目亡べ-ジ

にリンクされている｡寮巨億3研究室田富昏込み数

は､､里であった 緩0鮎君.lj:?.6正午鮎 .'ti.tt,昨年度齢単

分駄 Fと少なか二)たが､インタピ二･iJ･--i;L'二よるさ.･,t湖,3-･='

役割が大きかったからと考えられたO

脚ols.･ヤ.lb.7才軸.n繋JF虎押掛匂喝も観や-3常｡ぬ●鈍̀曾F'Q:▲:◆∪■一:Ml¢L?hlIナ

預
り"TLr
'71.''':I:･+‥

5 敵背亡との留泰盛と暫時地異 教育上潮覇葦臣こ

して轟 き.に､二東学教員･1.ま壕を経供す･翫且､撒 ;･.･'つ藩論

や電子掲示板の議論を三も積極的を三見ちなか慧藍⑳イ

ンタピ:_7:--lI;は ｢気にならない.j ｢見守･.ナモーL-::..tril･:fl:1

いる艶がする.jなどrItニト封:nli笛が轟 :3たf,

轟.Taに､本授業は,.話すテ･-マ軒学生が諌める学

生主導型授業であった⑳京来観受意豊はあま○堕違和

感がなかったが昌鳴門lRj..は禍期にとま･7/I.-:.?.I.t'-::I:.!沌 受

講生が多かったO鳩P報瞳 受講生は主 ･!封 でユ屯-:1f:i:'

｢やすて初めてこういうのア栂 ､た思ったj i--b慕補

は違和感がありまとめ射 ノなくていい郎 :‡さなi?1･:.思･T.I,

たが､やゴこいくとそれはそれ:'reいいかなと思い､

そこから話し合いが薗由宅な慧魁 と述璃恵⑳鳴門

受講生oI)授業観に･r･['三.jパ･::lj涌 S轟t･I.,た;ilt考えられる･:I

第3は､今年度は､.鳴門険難職教師に敦えらitt=iJ･る

生徒の立場にならないよう､初期から東大教員が意

識的に注意していた｡時等度と異な巨､京大瀬j受講

生が鳴門側現職教員を itl教師Jとして意識しなかっ

た (インタピュ-･･-,より)Oまた､授業終了後の反撃

会においてコミュニJ,T-一一･シヨンで困-TJたことなどを

全員で話し合ったことtJ?)効果でもあろうe
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言 享 ∴ -一一一二一--I-:I:--･一一--;_;_:=ii撃.::葦 I--:二 幸 ~∴:-:I:∴ ∴ ∴薫 き 二 :I--i-_i-_I-三 尊 -I::-I-::--_寛 子 三 I:.王 手

神 藤 黄 昭 車 相 恩 正 行 馨 ** 河 合 紀芋辞***
車京 都 衆 撃 率*京 都 外 国 語 兼 学 **車6韓∋≡壷電機醒･撃轟謁彰買テぬ

塾塾 .奉研 究 で 綬 夢 京 都 東 学 教 育 学 部 学 生 宅急 魯3 回 生 き と 鳴 門 教育 東学現職教愚衆学院盤が9'ビデ
ニIiLチ ャ t:i:y G7:I-I:'轟 聾 シ ニlf･テ ふ く電 子 誇 示 故 を 通 じ て 数 字 に 講 す るテ一･tマ?.::I:lA/二･′､｢二■葦潰 した遠謀達蓑
電京 鳴 パ- チ ャ炒 教 育 東 学 宅監紺V)実 践 招 こお け る 争電 子 掲 示 板 藍授業でなされ藍議論のまとめや発展夢

第七七:テ一一-I.?.II:;藁=,:i;i_.重等 ,-･''･･コLL,･･:lt三三弓 二･豊 富 ::I .-1:;-･董 薫 熊 塁 に 一二一し∵て 漬 討 ナ/1:.こ漬菜で漂∴鼓太､鴇戸:･溝 と.もp:･:I..
数寄に韓す るこ と:,;pL:!',-3ミミどI･:iよ うな テ 加 で'で も 態 乾 して よ 了･と散華したJ電子滝泰駁-i:∴･､弓-プから:'寮
盈研究劉 ㌻第 2研 究室j F第 3研 究室招 以 上 は 構 魯こ∴ 後 述 す る鳩 階蟹再 学習蟹3㌢給食学習蟹Aのペ
- ジ1 1のrほか=.(ブ ジー-ト- fJj 主l甜t.i教育学 会 j l-1't:i･trt,'璃 上 妻貴重JJ井戸喪毒巻 くチヤツ-巨jjtL-;･lJべ一･ジ
魯芸が汐夕 きれで も､た⑳教官 は京 大 題名 多鳴門 3名 匂 授 業 詳 細は沖藤飽 藍教育芝草金宝◎03発表∋参照昏
語法 .濁色電予滝泰凝鎗静 :① ログ 錘 ダ耳 ン夢憲 き込 み 昏 返 信 状 況 う 分 析 魯 ② 内 容 分 節 ⑳ 藍 色 単 碗 遺

走ら･;'･qr･.,-51㌧±=_ユー･-:童話生全景 二言宍 ?.'桑 ｡遥芦sJ∈二名巨 こ き 業 主 ;I:;i ･t . 電 子 追 慕 憲 に つ U ･ て 牢 を 最 長 た こ

芭桑 と萄宗 一∴ 主菜6:.;東革 :･.:j･i=tC,･3年雲 に莫淀 己 も:lt;1京 大 3 示 ′ 二 3 壕 ;5 :j 藍 賞 賛 雄 二 L･-.'･J J三 三 よ ::.ti 電 子 鴇 薫 量

産用 筆騒ぐテーマ主上こ き一生韓選 二言太 さ量‥法門 三重工 ｢ 学 習 荘 涌 ･.;.･ 童 工 程 ':･ 日 米 食 草 菅 笠 藩 主 童 ..

急名ラ』 の 急変設置◎ ビデ 錬チャッ ト露囲接続 で蟹 ごと野 議 論 開 始 ◎ 適 宜 雷 管 会 議 で 全 体 詞 整 金 管 /9 各芸 等 V

会議で これ まで の各饗の議論内容 を紹介9京衷授業終 苛 ⑳ W 2 3 鳴 門 授 業 終 ア ⑳ 8 〆 3 息 電 子 鴇 示 威 閉 鎖 留

ま一驚苧韓泰童霊上蔀 :① 慧ぎぎこついて 下表 cJ:;よ うにこ E･ 薫 前 学 か ら 上 ≒ 前 半 に か け て 結 三三F へ の It=t: ダ

イ ン,書 き込み ともに ピ- グであ･r=た .(前半 :i意各月 it･:I E ま で と し ?･t l?･む

卑属後半 5属前半 5属後半 6男前革 6 屑 後 半 習 男 前 単 冒 園 後 串 盛 男 前 半 国 男 後 半 計

19 70 93 87 6 8

44 106 108 106 63● ■-__ ~-~~-~~--~~- ~-~~~~~_ - -

4 26 20 23 23

5 21 16 15 1 0

8 4 74

4 565

0 122

0 80

9 0 2 7 1 2

78 .40 16
~~~/_-___-___--_-__:__ _~-~丁_~~二_二~_二二.

21 4 1

1 0 2 1

京ここ学生ごダイン鼓

鳴'F弓轟生LTjダイン致_ - ~~~~~
家来学生審蓉込み数車

鳴門院生審き込み数車

℡ 『第 且研究室jF第 2研究室jF第 3研究室』の合計◎Fフ ジ - ド - ク j な ど そ の 他 の ペ - ジ 捻 除 宅 ◎

また8返借状況 洋第 且研究室jF第 2研究室jF第 3 研 究 室 j の 合 計 ) をこ つ い 等 検 討 す る と 予 京 大 - 鳴

声弓が 塵0砕き鳴門-京大が 27件 争京大-京大が 2署俸 9 鳴 門 - 鳴 声発が 6 件 み ら れ た ◎

②鴇承敏 内容臆望 む亀竃 ■鳴門-京大の連鎖が多 (見 ら れ た が夢 電 子 掲 示 威 で の 議 論 (鳴 門 - 京 大 - 鳴 門 )

の例 (◎- ほ略 して態もることを示す) を下に示 す ⑳ な お , 波 線 部 は 投 稿 件 名 ◎

鳴門院生 .ち :連盟 変造三 :I- j霊前悪 妄言 -=}て いた ｢遷 軌 で す :FL:ttミL; 亘 さ の 駄 ゴーで だ ∫㌔}だ .･iJ･問 題 Jt･;::堤

二宝e L,7=き::･'Ja:;:Lt,,と思 ってi{Lh己ます｡- L了菰膏 E.･=きま LL済 ;I:I:::苛 能 で .: ど こ ま で .:i''･t､竜 こ と :Ji,';:で 毒 て , 還 患 い

達許さ㌢･.iるL:I.iJTt;･:･t･｣としq.Jうことです言蓋遠浅を学監で 警 吏 .:,I,管 ;J t･.う 言 葉 に 諾 薫 芳 崖 萱 恵 じ ま せ 最 ･::噂 .1- ｣

-L,京大学生 cB:Rき:還単量 畳三 言- ･教育に:;:I,F',I-や･つ ば ミニ潤 果 て 忘 忘 ら 普 工 韓 と い 空 くニ :,tl/.-:お っ て , そ こ を

越盈首 魁まうと教育櫨と竃竜危険な竜のぎこ竜窺 堕う る 気 が』 ま す ⑳ ◎ - 逮 - 鳴 門 院 生 6 : 閃 e :爆 弾 の 投

三 ぎ一一も｡｡｢学校乱 巨 読忘｣r●芋 Lt:･宅配 ｢地域乱 と 駄 句 に 誓 え 誉 i/ ;で ,I+lf･;:-i,;:'cT:で鷲見ると;吊 '.ltrIY?::･か監っ
前の済濃 書誌PTAが張 堕切ると魯教師が齢蕃齢き曾教師が頑張ると9結構苦情が≪る気が』ます℡'F願う

芋 だ宅濠｣が違 うJTil.ら｡黒ずか しいfj:･:t:lI;h･な?- こ｣

ミ∴ 語手滝泰忘 ;･'=.蓋や量弓∵ンきピュ-よ1日瀧 きしノ主も蕊はすべて貰大学生::･ 謹言還しやす齢｡零克て

蔓 音量,/.話すよ tIJ:;;掲示巷緑::汚が汗∴ I::3:':;I::r'bニ莞EもL=:と謹工芸まこ.71;:つて量.T=.こ‥･パ≒GJ-:(蓮美まで;･:i:11'轄車

白封こ違登れてい量eyで.∴竜示:卦ここよ･Ij喜ft･･LJ･･二･=:=で%;5･tt'.缶邑:･:'7,だじ/;蟻芦'5寓お婁達:a":I.;.:.i.7:lt:I.li.:-.:}･bT/i:句点 でtJ童郭

をあまり黒監♭竃齢なか詔だ⑳♂感も慧意の授業富ま授業が終わっ竃討論竃きる銑 遠隔授業は還≪それが

で窒なEu.7.I:,:.:ニで淳示近点.'簿荘没に立こて轟≡こ了一鐘;ItpI.二道婆や轟菅モlll.LS･f'Jt/TJ婁童:込み｣.鳶 ∈濁 事･::=･蕊庶宅

宴おった.:.:'するので講読遣:ご頓 二了てよぎい=Jだ…,･1'違う上表薫,_.号聖:恕没に.'.::た慧悪･3正二

唾｡漂藍め 書き革み数は全般層別芸京大が多宅9返謄連鎖を三つも馬首は京尭ア鳴門が多か誓た⑳京東側が
問題擾超をおこなった撃昌 泰朴な疑問3を提出することによ肇て議論が生起 』恵と考えられる⑳また夢

京大側が授■業をまとめ夢それに鳴㌘胃磯が反応していることも特徴だと言える⑳
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至 華 章 票 享 章 二 至 三圭 子 華 三 二 享 を 二 =牽 き :-1==I-
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●

l

酒井 博之 j･) 山田 剛史 P･) ･-*藤 禽 昭 3) ･:' 鯨 i l :訴三拝 !･i::･ 着 京 寒 露 ~こ-I:

Hiro.Y,.過_iSakCq_ヱ r̂'1:,E3･ilbYOSi-F.Ui'鼓こ,I_･･.配転 等息ki7.g-,.ぎ:i.鞄 緑雨 311,度.a.･Sa:5.ll:Jj･･:デ‡加 で:･･:通 駅 王 ::{!:';.三.消三i_･tLL.3･1.;.i 指でも縛 は ご:I

急き 京都 大 学 望)島 根大学 3さ徳 島 大 学 凄さ京都 外 国 語 東 学

軸 ･,jb もぎnive 柑 軸 馳 i油ay.-1eU ミiまSJe:I:Si吟 馳L375n主ミ7e適 二ぎ 甘 摘 恵'Ci..S3hi:･I}_la 享短由通Tj'-i繭er壷ty浸 ヨー,_Tl:i-J･量EIE-t･.畏t;I.,LT･r-I.':I;:-?･ニ

くあ ら ま し > 平成 五 官 年 度 ま で <]･::.i3 年 間 ､ 凍 寒大挙 と鳴 門 教 育 大 学 を 守 二･):k･T･､-･､ヰ ?I,I,･: ト 接 鉾 i言 二遠

隔連 携 ゼ ミ を実施 した ⑳ 本 発 表 で ほ も こ の 授 業におも馬等 帝 j潤 さ れ た ビ デ オ 映像句電 子 掲 示 板 や チ

ャットなどの記録を相互 関 連 さ せ な が も 考 察 す る⑳ 豊艶 転 の 汐 - 鍵 が 学 生 碍 学びを構成するため

に相互補完的な役割を果たして い も こ と を 示 す とL.:二もF',I,･:_'..も 撰 集 ffJ.13.室 程 過 払 ､里 ':.･よt_:･:_;.:.!L'::.:満室毒,;TL.

る学生､教農の役割とも関連させな が ら 学 び が 構造首隠さ れ る 本 授 業 に 毒 も滝等醜論ずる⑳

<キ-ワ- ド> 遠隔教育 ◎学習 協調 学 習

ヨ∴ はじめに

京都大学 温 帯 ｢京尭調 と鴫野弓教育大尊 宅以

下 i'鳴教衷j)を････q;}二･才 L--･--ヰ守 :･･で摸験し､工∵.I,-:,-i:L

寸チャットを涌い て少人数!:i:I.十し亮 ●で教育上-'::J

い●'-,i:.''tの議論を行 う遠隔連演ゼ ミが畢盛 摘-二弓.i7年

を芸実施された ま⑳受講者は京大の学部整 相 回生

中心)と現職教農を食む鳴教東の大学院生習あ肇

た:へ教育を専門とすると't,h･う乱 用 二丈帯紙をご澗 質
だが小さな差違を有ずる爾東学の学生が由転授

業を構成しながら､教育に･=p.3ド7:;f,A?封至覚矩な津解

を深める%とも鴇肇たや撃藩で授業が進行』た⑳教

員は嵩論の遅行に積極的出ま介入せずー′ほぼす ::-:'･

て野連行は学生の自主性を芸委ねられた⑳授業中は

議論軍法二酎 こビデ::,軒チャエバ ･を糟i･!'p-Vまた,､.授業
時間外の議論最己利潤できるよう旬電子掲示板藍チ

ャット機能を含む汐孟プ骨イ 恥が開設された⑳奉

授業は(;.;,''ログラ ミングを串潤 した iL'/:.i森脇調作

業が含まれ ないため､メデ ィアを介 』た議論を通

じて､何が教育的 にアt:T/'か -･､>ドされ るのかとい.-/i

た明確 な教育 目標 を掲 げ ることは困難である 望⑳

授業デザイ ンを評価す るた捌 芝は鴇授業 を多角的

を芸分析す ることが有効である う急⑳

本発表 の 因的ほ､間接的 にデザイ 汐され 藍本授

業 において､学生の学びが どの よ うに遅行 してい

ったのか を･､電子掲示板 とチ ャ ッ トの ログか ら抽

出す るとともに､これ らか らは抽出できない教農

や学生の役割や議論 内容な どと関連 させ なが ら､

考察す ることにある⑳なおも本発表で報告す るデ

- タは平成 盈冒年度の実践 に よる主

語｡ログ分析結果

議論は3つのダル-プをこ分かれて行われ た⑳各

蟹に頗意された電子掲示板の投稿状況 を寮 監に

示す⑳京大側の書き込み瓦棒当たりの平均文字数

コミ∵ユニ ,･･;･;,I-･t-･･シ ョ ン 授業分斬 教育.,･{i学ざ十手'

が鳴 敦 大 玉 等垂二･い叫 ､j二滴長里寒鋲に棄'_:ht,I1;'<･Jも.I,iI-/,

もれ た 健 肉である⑳今年鷹野特徴と』等句題蟹雷

電･::I-:.::,-:,一芸う千･十?.I;･,十･･::･S･':･:::藩:-JS東宮了整吾に鎧E;i:t･::A_;ciを･車予∴

た ∴ ;::が寧p-:-:I::-:'皇高上 工.I:･'::,･'t･t::I.:I-･.'ミ~守 夢.lt辞一三日::I:'･'ミ言 R.

･l･;=}.:軒は華凍 :i:):打.Lも幕間;A;iI;i:●十 -･:.I･･rt'{:杏::.t吾千 舟:"I:-:･

辞r:･7:-;苛む勘ポ爵 こ､卓､-:/;〔'主上∴膏玉甘沌辞去il,:,;5'も篭

･千･掲示岸根利用が;it･･:･I.;I.lI.:II.I:I_?.･Itt:..:I:.主唱三三享寮薫香構外

に千･寺一･I:::7.I:･､/?.::封書きて.･I;I-:Ll:.∴一.圭I-;:㍉二こ.-:,こ範が芳L,il='臣:C3<し

たL･:.･/;蘇:.':._t:･.≡,:;I:I-守･::II:t･I:T･l:I:I,{･:朋Tl:芋互恵資 長:::ll.:,:･-:i:-i,:二二

褒瑠東学別亀選別臆轟藍電子掲示板
r?i.j海 十 ･i:=t蘭r:LI.;;-魔訂 一･､壷.::･'::I.L!.I:t･縞,i;if:I.採草

東 学 阿乱 息件 当

軍均字数

京 衆 望3 冒98

噴 散 東 急⑳ 感冒管

京 大 嶺 :.li-那

噴 散 東 急盈 望8冒

:I.i軒
京 大 39 ,a.t.fg-,S.

噴 散 大 畠趨 6且5

p:･'姑茸緑･-tI持二蘭 覇 ､ 韓 某 時 間 [-'W):･J.投帯に･,こlll･!Ljては,除 ･上

乗豊 L'l課 野 デ 宵 等亘･縛利潤状況

6i望 5 ; 61盟8

霧 革 数 霊 票差 潅 音数

A 愚 趨 慧6｡趨

B I.亀,:'･き 三?.且..f.f

音 ,:i;.I: こ-:. ih'tb,･[IL 3ri..leI

D 48 2 等 ｡草
民 望9 望 8 0 8

発常 当

文字 数
,
… 39b
… 望趨

4

4

4

1

4

3

ど.i:'t.,I:.-;I

35/'1-i

3 I:i Q fJS･

:I_?,..3 .{ 'TE:

割 き､?

.

～.::I..I.:'':I..:..;?.,::･:I:,

F ･･

G
t■■■■■■■■■■■■- ■■■■■

計 :;i.94

鳴教尭
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-:::;==_-:il:辛∴幸三田相;00-巧2;00 会場 ;臣相3

嚢3軒Siラぜンの劉♭-プ議論における構成鼠の役割碍
杢酎糞最速ギンきピュ壬加よりボトム3･干●ップで抽出)

劉 内 容役

閤り出す 話題経験魯情報提供 ◎思いつきを発言

意見を述べる ◎同意する 8感想を述べる 8

応答する 反論する 匂疑問を投げかをする 昏つつこみ
を入れる

連 行 まとめる ◎議論を調整 ◎元にもどす

場を和ませる ◎調和をとる ◎画面での仕

草 ◎関係づ くり (大学間 申大学内)

聞き役 ◎書き込みで貢献 色審記

息回 田 (6柁5)は京大の学生 の･み､2回 望 (6i蓋昌)

は 急襲金農 が参加 しての議論 であったQ表 詔ほも

授業期間後 に実施 した受 講 生イ ン タ ピ温- か ら

ボ トムア ップで抽 出 した学生の役割 であ るが勺卑

-パー ソン として挙 げ られ た鳴 散 大 G･の参加に

よ汐､後者の･議論 で発雷総 数が約 亙｡毎倍に増加 し

たことは注 巨‖こ値す るCなお､.Gは憲 Sの ｢切 り

出すj F応答す るj ｢進行j｢和み｣の要素を有 し

ていた と韓成果 に評儲されていた3

36敬具の役割について

ユ輩 は､rこの授業ではコミュニケーションに

ついて 自覚的になることが大切である]ことを､.

藤野行われた反省会における教農の詔メン トか

ら蕪無し､それをビデオチャットやチャットの議

論において構成具同士で共有することで､教育的

なテ-∇からは逸れた議論を展開し挺Q結果､相

対的に深もヽ議論にはならなかった｡一身､3蟹は

議論の連行の妨げとなる要因が立ちはだかり､そ

の回復の転機は京大側の学生の抵抗であったoL

かし､その背後には反省会で教具が背中を押すな

どの配慮があった｡

敬具は議論には介入 しないとい う方針であっ

たが､デザイン段階においては予測不可能な軽業

の構成過程を状況に応 じて対応 していくという

アプローチが見られたといえよう｡

磯 ∴ 電 子 掲 示 威 と チ ヤ ツ か の 発 音 内 容

電子轟示故とチャットの発言内 容 に つ い て ､テ

キストマイニングE;ジャストシステム社トラステ
イア)魯こよる分析を行ったO学習効果というより
むしろ学びの連行通観の分析を試みたO本発表に
おいては､①i班と3饗の議論内容の違い､②ユ
軽の電子簿示寂とチャットにおける違い､③且輩
の豆度C･･_7チャットにおける違いについて考察す
るQ

①については､且蟹の名詞句が議論以外のr話
(頻度 :逢且)jや rA (23H などを含む砕けた

表現もみられるのに対し､3蟹ではF学校宅急且銚

頂a-臣103-瑠

｢塾 〈68)｣など%圧倒的に議論内容で使頗され
る堅いイ メージを持っ名詞が多い⑳②では､且乾
のチ ャ ッ トにおいて ｢まとめ (釦｣(チャットーi
回 目さ rま とめる 〈釦j摘 2回冒)と､議論をま
とめ よ うとす る意識が現れている⑳③では､チャ
ッ ト21回 目では､ i匡順に見られない名詞句｢鼓
論 注望)｣ ｢意 見 (息IL)｣｢テ-マ 用 jといった
語句が上位 に上がってい･5eこれは､2で述べた
キ-パ - ジンGの参鮎 こより議論が活発化した
と考 え られ るだ ろ う¢

分析 したテ キス トの内容が､授業に関する感忍
とむ､った 困的が汲 まった ものではなく､ロ語も多
く含 まれ るた め､特徴抽 出が困難であった.｡.本分
新 手蔭の現状 の弱点は､話 し言葉や文字数率どの
最適乾 固が存在す るこ とが挙げられるが､本分析

において も既存 の手段 (ビデオ観察やログ分析)

にお い て容易に観察される内容が抽出できるに
とどまった0

,5｡まとめと課題

本発表では､主に電子掲示板とチヤツ;トに注田

して､ヾ議論の運行過鎧を分析 したC直接的なビデ

オチャットを利周した議論を補完する形で､各蟹

がそれぞれの形で準備 されたメディアを利用 し

たことを明らかにしたQ議論がスム-ズに連行し

た班とそうでない班の比叡は､ビデオチャットの

映像記録では直接観察可能であるが､その他のテ

キス トデータからほ抽出が困難であるB今後､適

時的に分析を行 う必要があろうQ

あらかじめ到達目標を明確に掲げなb-､本授業

においてほ､学びは間接的にしかデザインできな

いことが前提となる｡状況に対応しながら授業の

再構成を試みる教員の役割を-例として挙げた

が､学生構成型の授業-の適応方法は今後の課題
であろう｡
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鼠eX忠 盛ee盈盛e, 互鼠もeTn盈iion盈息 50視野ma旦 og
Co皿ぎ融eilSLuppoTtedCouabo柑tiveLeaT血 g,

i(i)..35･56.

5IS_7山田剛史.L潜井博之 (企画ラウンドテーブ

ル)｡遠隔授業を通して見えてきた大学教育の 未

鼠 第 且望回大学教育研究フォ-ラムタ且88-且39.
は006)

謝辞 本研究は､文部科学省化学研究費補助金基

盤研究 晦)(課題番号:且6300270)の助成による｡
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<あ らま し> 本発表 で はタ大学教農のための6-KJe済血 gによる研修のひとつとしてタW覆髄上に授業動

画 を公 開 し電子掲示板 を利潤した授業検討会をおこなう ｢we髄公開授業｣に関してタ汐ステ嘉構成と運

周 の仕 方 を紹介 しタ野馳 (プア磨ルティ ◎ディベロップメント)に番える影響タおよびその問題点牽課

薫 に･･-_..･;′､･､て韻討 したい｡

<キ- ワ- ド> 高等教執 野馳(プアか レティ ⑳ディベロップメン恒,8-iJ鑑amiERgタ公開授業

層由来 尊敬蘭改善⑳ぬめ⑳℡閑授業

京都大学高等教育研究開発推進センタ-

(旧 :高等教育教授汐ステム開発センタ-｡以

下 ｢本センタ-｣)ではタ且996年より全国の

大学に先駆けて{京都大学のみならず全国の高

等教育機関の教職員に授業を公開し,授業終了

後に授業検討会凌おこなう ｢公開授業｣を展開

してきた｡

公開授業は,大学教育改善の方略の中でも,

とりわけ有意義な方法である｡他人の授業をみ

ることで学ぶことは多くタまた毎分の授業を他

人にみてもらうこ.とで,毎分では気づかなかっ

た点に関して多くのア ドバイスを得ることがで

きる｡また,その後の検討会では,参観 したば

かりの授業をめぐって,参加者が授業の読み方

や解釈を提示 しあうことにより,由労の視点や

授業観などに関してもリフレクションをおこな

うことができるoこうした公開授業はイベント

的に単発でおこなうのではなく,心理療法や精

神分析のように継続的におこなわれてこそ,意

義ある研修が期待できると考えられる.また,

強制されたものでなく教員の由発的な相互研修

集団として組織されるべきである｡

しかしながら,授業参観と検討会をあわせる

と3時間以上を要し,準備の時間等も含めると,

その労力は相当なものとなるoまた,教員がス

ケジ且-ルを調整して特定の日時に特定の場所

に集まることもしばしば困難であるOすなわち

公開授業の日常化には大きなコストと癖題が伴

っているのが現状である｡

.∴ 薄日 ;､儲 葦築:.:[.+/∴膏 こ､-:I:::I:

本センタ-では,教員集団が特定の時間と空

間に制約されることなくタ授業の公開と授業検

討会をおこなうことができるようタ ｢W昏髄公

開授業｣の試験的運周を開始しているoこのシ

ステムでは,授業のビデオ映像を配信 し,認証

を受けたユ-ザ-が視聴し,電子掲示板を利周

した授業検討会をおこなうものである｡

このシステムのデザインにおいてほ,以下の

点が事前に検討された｡ 且)実際に教室で授業

を参観する場合とweb上の動画を視聴すると

いう参観の形態との異同やそれぞれの固有性を

どのように考えるかタ2)対面状況での検討会と

電子掲示板上での検討会における発言や意見形

成のダイナミクスの差異をどのように考えるか,

というものである｡

H に関して確認されたことは,授業映像はタ

実際の授業の代替物や再生として考えるべきで

はなく,まったく別の場の構成であると考える

べきであるということである｡映像は,撮影す

る時点で,すでに特定の視点から切り取ったも

のである｡またそれを視聴するということも,

授業-の実際の臨鯵とは異なる状況である｡し

たがって,開発の方向としては ｢授業の忠実な

再生｣を目指すのではなく, ｢新たに構成され

る研修の場｣をできるだけ豊かにするよう夢映

像や提示の仕方を工夫すべきである｡

同様のことが2)に関してもあてはまるoす

なわも, ｢実際の｣検討会の代わりとしてでは

なく,各人の研修につながるようなタ オンライ

ンならではの固有の集団ダイナミクスが円滑に
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生じるよう, デザインや介入がなされるべきで

ある. ･･<

遜色聯ぬ 公開授業◎薬際

もヽくつかの予備的研究をふまえた結果, 現在

のビデオ視聴画面は, 図 息のようなデザインで

ある｡

日'矢野額東本~一斗T}JJib卵壌澄渡恥 ふ
E)クアウト
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ナ確懸iJLい始末Lやタイかルを:/･E.･J㌔◆某<..t.?.

相 中
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5イ ブ管イヴみ七飯簡 九･<
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(士仙 Sdこちら】

図 且:ビデオ視聴画面

監映像遜アスペク ト比4:3の画面を, 左右 2

画面同期提示｡左には, 固定したカメラワーク

で授業者を中心に韓影 した映像を, 右には教室

全体の映像や学生の様子も含めて撮影者の視点

で由由に撮影 した映像を提示02画面同期提示

は情報量が多いため,ある程度粗い映像であっ

ても授業検討の材料として, 長時間視聴に十分

耐えうるものとなる.また,一つの画面の視点

に縛られず, ニ画面を一自由に行き来できるので,

視聴者の見方や解釈の多様性に開かれる自由度

の高さがある｡さらに, 左側に静的, 右側に動

的な映像の配置は, その逆よりも心理的安定感

があり, 映像の主観的な見えやすさが高まる｡

監音声 遜映像の精度が低くとも, 音声情報の精

度が高ければ, 映像の心理的な精度感は向上す

る｡ したがって, 授業者の声を直接拾うハンデ

ィ ◎マイ クロフォンのほか, 教室の3箇所にバ

タンダリ- ◎マイクロフォンを設置し,発言者
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の位置によって録音に使周するマイクロフォン

をオーディオ ◎ミキサーによって切 り換え, 高

音質の音声を確保 している｡

監web-の掲載還授業はあらかじめ,且0分か

ら旦5分程度のユニットに分けられ別々の動画

ファイル(WMV形式)として掲載される.授業

においては, あらかじめ授業者が検討したい箇

所を含むユニットが指定される｡ また, 授業

記録,資料など,授業の文脈の理解に必要にな

る資料も掲載する｡このようにひとつの授業は

2週間から3週間掲載し視聴するようにする.

監電子掲示板の構成遜通常の電子掲示板機能と

同じだが, 新規スレッドは過去の記事の上部に

追加される｡ファイルの添付も可能である｡

監ユーザーと認証遜パスワー ドをかけ認証｡ア

クセスログが解析できる｡

櫓｡運済⑳霧法も食めぬ車間的緒 畏

まだ試験的遵周の段階であるが, 中 間 的な結

果を略記しておく｡

且)時空にとらわれず参加できる方式であるた

めに却って,参加者がこの場への参加を自分の

教育改善活動の中に位置づけるためには, 別の

形で帰属意識を形成させなければならない｡

2)通常の授業検討会では,授業という現象に

立ち返りながらおこなう収束的な議論展開が主

であるが,web公開授業では,授業をもとに

各自が感 じたことなどを展開していく拡散的な

議論になる傾向がある｡

3)通常の授業検討会では, 参観者の主観的な

脈絡化と記憶をもとに検討するしかないが,

Web公開授業では, 客観的な映像に立ち返る

ことで,発言者の ｢授業の見方｣や着眼点, 脈

絡かなどが明確に浮かび上がってくる｡

4)授業の中のクリティカルな場面, すなわち,

ある難局と授業者の工夫による解決を含む場面

をもとにして, 教授法研修のための教材を作成

することもできる｡

5)通常の公開授業と相補的におこなうことで,

逆に, 授業を参与観察する視点等の固有性が浮

かび上がってくる｡

当日は, このシステムでのその後の公開授業

実施によるデータも交えながら,公開授業のオ

ンライン化の可能性と課題について検討したい｡
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<あらまし>本研究では,主体的な学びを目指 した遠隔ゼ ミ に お い て ,CM鰐が学習者の学びにどのような
影響を与えたかについて考察する｡参卑観察やインタビ認- の 分 析 結 果からタ限られた情報量のや り取 りの

中で,学生は議論に集中するようになり,コミ之ニケ-ション が ス ム -ズになるように工夫 していた｡また夢
学生は ｢教師一生徒｣の枠組みを克服するために間等の立場に た っ て議論できるようなテ-マを選択する試
みなどを行った｡

<キ-ワ- ド>遠隔教育 CMC 高等教育 コミュニケ-ショ ン 主体的な学び

王 さま工tめilI'∴

達観 高等教育において遠隔教育やeLBぬ 欝が数多

く実践されるようになってきている｡その際,遠隔の特

長を活かすような遠隔教育実践のデザインを行うことが

重要となる｡

筆者らは,望㈱3年度から3年間夕京都大学教育学部の

学部生と鴫野習教育大学大学院教育学研究科の大学院生を

対象に同期型遠隔ゼミ 轡 実践)を実践してきたe本

稿では,監紺▽実践を評価するためにインタビ皿-調査を

実施し,その鎗析結果について報告する｡

望◎選別腎実践の磯要

覧国▽実践は,革都大学教育学雛の望回生以上の学部生

と鳴門教育大学の大学院生を対象とした｡大学院生の多

くは現職の/1､◎申◎高の教員であった｡授業時に5タ6名

(各大学望～複名)ずつ3つのグjt･-プに分かれてネット

ミ-ティングを周いて議論を行った｡また,両大学の学

生金員で議論するためにタ箆｡3望3規格のテレビ会議シス

テム(京大:野蜘 m 閤ewS臨鮎取乱望8,鳴門 S⑬闘Y

pcs-且6㈱+PCS-UC且6且)を準備し,授業外の時間などに

議論するためにWe態掲示板を作成した｡

本実践は大きく望つの授業目標を達成するためにデザ

インされた｡教育学部生と喫職教員院生という異なる立

場の学生が,学習内容として "教育に関するテ-マでの

ダル-プディス索ッションききを行い,その議論を通して

視点の違いを感じることによってタ自らの考えを振り返

りタ深化させるという点が,目標の且つであるEM｡

またタメディアを介したヨミ誌ニケ-ションを行う場

合,情報は切り取られて送受信されることになる｡この

よう情報が限定される環境の中での遠隔コミュニケ-シ

ョンの体験を通して,学習者にコミ註ニケ-ションのあ

り方,遠隔教育という教育方法そのものについて考えて

もらうことが,もう且つの目標である｡

三二･ お萩

3年間にわたり実践された監錯∇実践において,京東側のすべ

ての授業について参考観察を行った｡また,この実践の評価を

行うために,全ての年度の実践終了後の冒月岡 にタ受講生に

対して約息時間程度の挙構造的インタビ認-を実施した｡イン

タビュ-は望～趨名で行い,｢学んだなと思ったこと｣｢議論にビ

デオチャットを使った感想◎印象｣などの項目について聞き取

りを行い,受講生の発言に応じて質問を行った｡

学生がどのような意識を持ってメディアを活周したの

か,メディアを介したコミ誌ニケ-ションによってどの

ような学びが起こったかタを明らかにすることを目指し

て,インタビェ-の結果を分析した｡

為｡盈 議論-の集中
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蜘 夢L,.倉か瀦iir,僻 iLr身分のJ爵野を観 る,そ

i,僻 のJ爵欝あ野き腐るというごとメ繊 細 曲

るということでiIjというようにタ 制 約のある環境の中

で議論することによって, 発言や聞き取りに集中し, 義

読-の関わりを強く持とうとしたことが分かる｡

謁｡盟冗畏な情報の伝達

rt.,RR)甜 い僻 浸るようiLrす嘉

という}･-ir夢さ虜 ･5ごtで 卓憲IIつ,倣 虜巧舟め_コ壷的 算哲

を題す董こと彦ソ願 できたようiLyJ密jJといった行為

が授業中になされていた｡集団内でおきている雑談を,

相手側にも聞こえるようにすることによって, 集 団 間の

敵齢を減らし,集団間のつながりを強めよう と 試みてい

るといえる.r鰍 遠野て腕 首家産ぐ二者T ;

腕 余夕霧鄭こ盈好を慶治j凌ぐrめよい｡揖 ようと

L凌ぐrめ露わるL,,揖 よう とL恵みソ という発言も

あり, 対面では, たとえ直接 伝達される内容は貧困であ

っても, ふるまいや雰囲気などメタメッセージレベルで

豊かな 内 容的伝達がなされているが,ビデオチャットで

揺 , 雰囲気などを伝える情報が少なく, メタメッセージ

レベルでのやり取りはあまり行われない｡このメタメッ

セージを埋めるものとして, 集団内の雑談のやり取りが

行わ九 , 集団間のコミュニケーションを円滑にしようと

したものと考えられる｡

乱豊 コミュニケ-ションの栖姉 ヒ

各年度とも,ネットミーティングによる議論の経験を

積み,相 手 側の受講生と の関係性を築けるようになると,

徐々に誰もしゃべらない時間が増えていった｡r(/Ri)

脚 コミュニケ-シ.Bン脚 ナようtLrいf=Z桟
そん磨ことをL,凌ぐてあよいと東づいえ ごめぽこ尭T;

このよう磨コミュニケ-シ3ン離 /だ才ノ欝うようiごなっ

てきた Jという言及に代表されるようにタ 遠隔コミュニ

ケ-ションに慣れ, 由然な振る舞いができるようになる

につれ, 遠隔コミュニケーションを対面コミュニケーシ

ョン と 相 対化して捉えていたと考えられる｡

謁｡趨 ｢教師 一生徒｣の枠組み

授業 当初 は r房轍 鮒 をぐず智郵 愛職 ii

戯野1妙 よ うiLr磨った Jとあるように9どうしても

"教師に現場 の事 を聞 ぐ といった ｢教師から生徒六の

知識伝達｣という枠組みにとらわれてしまったという印

象を受けた受講生が多かった｡｢教師一生徒｣による知識

伝達の枠組みにとらわれず, うまく議論できた班では

/I(媚E.-lL=ITJ'腹 芸-･･Ld/!Ll-っい て ご:fJ/A:=ibtさ,iJbこら励 め

T,脚 TJ爵屠B堵 彦 L た め磯 塘 採れ臓 の

盛運勘 L磨かった ま島 ㈹ さえ/ir個璽静と

真主旨を斉ミ立卓封灘 てい-SJl'L,でばせいか,/ど.:貰われTギ

クッとL,た/との発言にあるように 『愛国心』に関する

議論 がなされていた｡これは "教育実践で取り扱ってこ

なかったテーマ"であると言える｡この場合,｢現場につ

いて聞く｣という形態にならず, 両大学の関係が対等な

ものとなり, お互いが理論や経験に基づいて毎分の意見

を述べることができたと考えられる｡

また,r(/Rjt)_鹿登とぽこ尤/磨iこ凝 ているめの磨の

かと腐った 学齢 冴bt,囲っていたノや r僻 砂

と窮二舟R)きん虜欝を 儲藍嫁/Lrかもった 戊肇だ2ノ野

っ度｡盈分動酢ごLみているめのを顔 き磨採れ紛 ら

磨シソ といったように, 撃職教員院生と学部学生という

異文化との接触によって, 自分の価値観などをゆさぶら

れたことを話す学生もいた｡これは遠隔コミュニケーシ

ョンの持つ他者性によって, 受講生が他者理解, 自己相

対化を行いタ由己反省,自己理解-とつなげていくこと

ができた結果だといえる｡

ii-｡まとめ

本稿では,主体的な学びを目指した遠隔ゼミを評価す

るために, インタビュー調査を実施し, 分析を行った｡

遠隔コミュニケーションに関しては, 情 報 量 が 限 定 さ

れる環境の中で , 議 論 に 集中しようとすること, 集団内

のコミュニケーションを相手集団に聞こえるように試み

ること, 遠隔コミュニケーションを対面と相対化して捉

えることが明らかとなった｡学びについては, ｢教師一生

徒｣という枠組みを越えて対等に議論できるようなテー

マを選択することが重要であること, 他 者との価値観の

違いを認識することによって自己理解-とつなげていく

ことが可能であることが明らかとなった｡

参考文献

粗3｢電子情報メディア革新と教育実践一大学での遠隔教

育プロジェクトによる一考察｣京都大学高等教 育研究第 9

号::;13･Rr5';･f･髄
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･-I-J葦糞鈴F寵磯.噛 め音量適 時 的 ′一興 時 的 観 点 ､一一

頼押 測悪､

も濃轟東学高専教育簡究醇藻漣過度ニ;,I.i･/---::

雷 同酷 ････-一一･日･.･･･.---･一･･二･;------ .----rl･一･･･一･-････--･一･････----.･･-I--･r

盈◎多降す藍する勢陀東学教育におけるr学び｣再考

昨今の大学改革におけるカリキュラム編成等の自由化や

学力低下に対する導入教育◎補習教育の展開など, 大 学 に

おける｢知｣の在り方が多様化している｡そこでタ知 識 獲 得 や

研究を射程 に入れた専門教育を進めることの重要性 はもち

ろんであるが,より広範な視,勧 らゝ｢学び｣について考える必

要があるのではないか｡これが且点目の問題意識である｡

息 学びを捉える｢研究者.jと｢学生｣の視点l･;･II･差異

学びはどこで起こっているのか｡現場(授業)か学生の中か｡

現象レベルでは前者であろうが, 学生自身が｢その場｣で学

びとして自覚しているのだろうか｡学生は, 経験を物語化す

ることで事後解釈的に学びとして了解しているのではないか｡

多くの研究ではタ 調査(記述)か面接(口頭)かという違いはあ

れど,学生の自己報告に委ねている｡がタより包括的に｢学

び｣を捉えるためには, 両者の視点をブレンドしていくことが

必要ではないか.これが望点目の問題意識である｡

乱授業を捉えるi''転櫓｣という領点

通常, 授業は問題なく進行するよう教員が統制する｡が,

特に学生構成型授業◎協調学習などの場合, 偶発性の高い

出来事が生じやすい｡それが, 時に授業の進行を妨げたり

あるいは発展の契機となったりする｡記陳や発達の見地から

も, 転機のもたらす影響は大きい｡そこで,｢授業の転機｣と

いった視)軸 らゝ授業を捉えることを第3の問題意識とするB

授業の｢転機｣をめぐる"通時的(外在的)視点"ど共̀時的

(内在的)視点"を付き合わせ, その異同に着目L e ボトムアッ

プ的に重要なファクターを抽出する｡その 上 で,大学教育に

おける｢学び｣の在り方について考究する こ とを目的とするb

} 実故概要- I--r･.J･･------ -･-汁--------･r-･--

実践対象 は,望003年度から3年間寛施された｢京都大学◎

鳴門教育大学バーチャル申ユニバーシティ(監NV実践)｣で,

実践形態は,両大学をインタ-ネット回線で接続し,ビデオ

チャットを利 用 した遠隔協調授業｡本報告の対象となる

望00 5年度の麹 当スタップは,京大側5名,鳴教大側5名で,

対象学生埠,京大且望名(教育学師在籍の望朝司封 ,P,亀教大官

名 (現職教員 望名を含む大学院生)であった｡授業形態は,学

生を 3つのグループに振り分け,｢教育に関すること｣という

ゆるやかなテ-マ設定の下,学生主導型(教員は非指示的)

で進行する｡繊 助ツ-}抄として,授業時の①ビデオチャット

の他に,②電子掲示板,③チャット,④テレビ会議システム

を利周し,授業の最後には⑤全体の振り返りを行ったQ

分析対象は,①ビデオチャットの様子を撮影したビデオデ

-タと②授業後に実施したインタビ誌-デ-タ(1名平均且時

間)で,｢転機｣として語られた場面を対象とする｡質問内容

は｢第 且回目の顔合わせから, 最終の合同発衆に至る-づ垂のプロ

セスを物語として捉えたときに, あなたにとって転換あるいは転換

点となった回◎出来軒発言は ど のようなものでしたか｣であった｡

対褒事例はタ京大側の艶 邑 全て(語名)が同じ回の同じ出来

事を転機として捉えてい た ｢教 師(鳴教太)対坐徒(京大)の継

続的対立構造の解体｣とし,分析◎検討を行う.

蒲 鮭濃と蔓鷺--A-,日･-:て･一一･一----･=･･･:-:-:一一--,一一-ニー--,---:一･♪

i.･ギ::./タビ.TJl-･･か摘録東れたこ言二

乱硬直状態(上下関係)の解体

態e共変関係(変化の双方向性)が見られたこと

(鳴教側)｢講釈(防衛)十や｢提案｣

(京大側)｢反発(防衛)｣-r自発 的な質問｣

C砂体験談という素材の効果(｢平等性｣の確保)

誓..ビデオチャ-.･-../(･･かftJI-,泰姫r:fさ:,:?･･;..た:-:.上

級｡画面上-の通loも虎(ぱパーソナルスペ-莱)

も｡罰 部勺◎非語 的コミ認ニケ-ション(ぱうなずき)

C｡話し方◎声の質の変化(ぱ 同調的会話, 笑顔)

過｡会話のスム-ズな流れ(ae質疑応答○,会話遮断×)

S｡両方蔭の摺り食わせ

前者は内容が整然としていて(静的),肯定的方向-と壷観

的体制化(物語化)がなされているが,後者は語りでは表現し

得ない変化を捉える重要な指標が埋め込まれている｡通常タ

メディアを介した研究では,ログや質問紙,インタビ註-など

記述化されたデータが用いられるが,両方蔭から得られノる

デ-タは本来相補完的なものでありタ彼らが語る(記述する)

もととなっている授業(経験)を付き合わせていくことでタより

包括的な授業研究が可能となるや

･(･i･+,ぎ■学び_5二再串

第 且に,授業におけるメディアの使周(遠隔教育)は対面教

育と対比的旬蘭紳｣的◎閉鎖的に論じられることが多いが亨メデ

ィアは｢ツ-ル(道具としてのメディア)｣ではなく,身体の-部

として構成されうる｢環境メディア(ぱ美濃p望榊4)｣として考え,

両教育方蔭の利点を活かした｢学びのデザイン｣を考えてい

く必要があろう(ぱ渡部,望005)｡

第 盟に31騨 性◎自由度の高い授業の中でタ学生の変化

を｢知識獲得｣といった狭義の学びに限意されることなく,

｢知識構成(aF鈴木観 望00幻｣ひいては｢自己形成(ぼ溝七

望00幻｣や｢相互形成(d 関取 20⑳餌 といった広義の視}観 ､

ら捉え直していく(d 山田⑳溝上 意捌 )夢また,そうした教育

を可能とする｢授業デザイン｣を考えていく必要があろう｡

ぐ触鴨場-:-S;･離.'l:'),iFlh:i'融 克
監憾 慧本投薬実践は,科学研究費補助金(基盤研究㈲ ｢大学授
業実践の質的研究にもとづく電子メディア化とFDネットワ-夕の構
輿(代表者:田中毎実, 平成且5｡且冒年度)｣)の助成を受けている｡ま
たタ 共同で授業に当たったスタッフと参加学生に感謝申し上げる.
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蓋 ‡三 三 ≒ -I-i=-I筆立 了 _-1=l責 ::=T:i-_二 手 I-± -I-二幸 主観-章 二 ≒ミ三;

企 画 者 :山田剛史 (京都大 学 高 等 教 育 研 究 開 発 推 進 セ ンター)

酒井博之

話題提供者 :酒井博之

村上正行

神藤貴昭

山田剛史

指定討論者 :大 山泰宏

中原 淳

会

(京都 大 学 高 等 教 育 研 究 開 発 推進セ ンタ-)

(京 都 大 学 高 等 教 育 研 究 開 発 推進セ ンター)

(京 都 外 国 語 大 学 マ ル チ メ デ ィア教育研究セ ンター)

(徳 島 大 学 大 学 開 放 実 践 セ ン ター)

(京都 大 学 高 等 教 育 研 究 開 発 推進セ ンター)

(京都大学 高 等 教 育 研 究 開 発推進セ ンター)

(東京大学大学 総 合 教 育研 究セ ンター)

者 :山田剛史 (京都大学高等教育研究開発推進セ ンター)

匿閤題意線遜 大学改革 には,行政 レベルの ものか ら学部 ◎学科 レベル , 個人の授業 レベル

の ものまで さま ざまな ものが含 まれ る｡ 授業 レベルの ものでは , 個 々の教員が 自らの授業

を工夫 して,学生の満足度や教育効果 をあげよ うとさまざまな取 り組みがな されてい る｡

そ うした営みの多 くは,教育理論か ら導 き出 された ものであった り, そ こに還元 してい く

よ うな性質の ものであるとい うよ りは,半ば閉鎖的,あるいは啓蒙的に展開 されている｡

男墾論 と実践 の帝離o これが一つめの問題意識 である｡ 一方 , 近年の 瓦CT(fBゐyma毎'oBand

commuBl'catl'oB Tec盛BOhgy)技術の発展 に伴 って,高等教育においては , 遠隔教育実践が盛

んに行われ るよ うになってきている (村上 ◎神藤 ◎曽根,200 3 ) ｡ む ろん この中には,様 々

な意図 ◎目的が存在す る｡ 神藤 ◎村上 ◎田口 (望003)揺,磨-EJe a Tmimg の 目的 として , 過

常教育の代替物 , 通常教育のサポー ト, 自学 自習のサポー ト, 独 自の教育空間を作 る新 し

い可能性 を重視す るもの といった 趨つの 目的をあげている｡ しか し, 遠隔教育 を扱 った研

究の多 くは , システム (ツール)開発 とその教育効果 に主眼が当て られてい る｡ 通常の対

面授業 とは,異 なる領域 ◎対立す る領域 として議論 は展開 され,両者 の差異や視点の共有

な どが十分 にな されている とは言い難い現状がある｡ 遠隔教育 と対面教育の帝離O これが

二つ めの問題意識 である｡ 本 配Tでは , 遠隔講義 を通 して見えて くる大学教育-の知見の

援用可能性 ,理論展開に関 して具体的実践 をもとに検討 を行 う｡ また , この遠隔講義 には

話題提供者 の四人 ともに関与 してお り,同 じ実践 を専門の異なるそれぞれの立場か ら多角

的 に検討す るとい う形態 も, この 民Tの特徴 の一つである｡

匿実践聴要望 実践対象 は,京都大学 と鳴門教育大学 をイ ンターネ ッ ト回線 で接続 し, ビデ

オチ ャ ッ ト (一部テ レビ会議 システム) を利周 した同期型遠隔授業 ｢京都大学 ◎鳴門教育

大学バーチ ャル ◎ユニバーシテ ィ (以下 KNV)｣(半期)｡実施期間は 2003年か ら 3年間

で,本 艶Tでは主に 2005年度 に焦点をあてて検討 を行 う｡ なお,2005年度 の担 当教員 は

京大側5名,鳴教大側 5名 , 対象学生は タ 京大側 且望名 (教育学部在籍の学部生),鳴教太

側 冒名 (現職教員 望名 を含む大学院生)であった｡授業形態 は , 学生を 3つの グループに

振 り分 け,｢教育 に関す ること｣とい うゆるやかなテーマの下,学生主導型 (教員 は非指示

的) で展開 してい く｡ 授業後 には全体で振 り返 りを行い , 補助 ツール として , チャ ッ トや

電子掲示板 な どが We鮎上に開設 され , 授業後でも議論が継続 出来 るよ う配慮 された ｡
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Fオンライ{～3と卦ヲライ:#L,同期と非同期の狭間Fe,.g

酒井博志(京都大学轟等教育研究開発鮭道悪:.}･フ事に-I)

KNV実践は,偶発する種々の-プニングを伴いなが ら進行 していった｡ 例えば , 初期

段階においては,機器の不調により,受講生は,チャッ ト (文字),ⅠP電話 (音声),ビデ

オチャッ ト(映像+音声),のような同期型のコミュニケーションツールの段階的移動 を余

儀なくされた｡ この間,受講生の議論は どのように進展 したのであろ うか｡ このことは例

えば , 非同期のツール として用意 された電子掲示板の利用方法などとも関連 している｡ま

た,このオンライン上の意思疎通形式は , オフラインとどのような差違が認められ るので

あろ うか｡ このように, オンラインとオフライン, 同期 と非同期の狭間で何が起 こってい

たかについて問題提起 し,その教育的意味を議論 したい｡

rヨ芸.3.芸専㌔-t7-をヨt:#の観点から捉えた遠隔教育と高等教育｣

村よ正行 (京都外国語東 学苛抽チメデイ常数蘭研究史:i/,･卦---.I.)

メデ ィアを介 した遠隔コミュニケーションにおいては了情報が切 り取 られて送受信 され

ることになる｡ この際,伝達 され る情報量の違いによって , コミュニケーションのあ り方

も変化す ると考えられる｡遠隔教育の実践研究においては,システムの性能に焦点が当て

られ ることが多いが,逆に情報量が少ないことの意味を考えていく必要 もある｡ KNV実

践では,高性能なものではなく,安価で一般的な製品を組み合わせてシステムを構成 した｡

これは,実践を通 して,受講生にコミュニケーションのあ り方について考えてもらうこと

を目指 したためである｡ 遠隔コミュニケーションに注 目して KNV実践をとらえることで ,

遠隔教育や高等教育におけるコミュニケーションのあ り方について考えていきたい｡

F'共時的ヨ適時的視点から捉 兎 た 学 び の 変 容 過 程 :ボ ト ム 雷 撃 プ 教 育 論 の 鰻線化に向けで.｣

出口剛史(京都東学高等教育研究開発鮭逢せ三･.,A針---)

KNV実践は多様な要因 ◎システムが複合的に絡み合って成立 している｡ 故に,収集 さ

れたデータも実に多様である｡本報告では,授業の中での ｢転機｣に着 目し, ビデオデー

タ (適時的視点) とインタビューデータ (共時的視点) とを付き合わせ , 物語論的な解釈

枠組みによって,学びの変容過程 を, "学び とは何か"といった根源的問いに立ち返 りなが

ら検討 していく｡ その際,浮き上がって くる重要な視点について吟味 ◎検討するとともに

(一次構成),それが遠隔教育独 自のものなのか,高等教育全体の中 (特に異年齢間の協調

学習形態 と親和性が高い)で共有 しうるものなのか といった独 自性や共通性について も議

論 を展開 したい と考えている (二次構成)｡その過程を経て教育論の組織化を目指 したい｡

F≪継続>,⑳ある学生主噂型授業:高等敬蘭と生涯戟蘭と鎗接続.:tも..i

神藤棄昭 (徳島 東 学東学開放案践健三少食-弓

KNV実践終了後の受講生-のインタビューな どで,同実践で議論 した内容に関す る自

らの考え, さらには同実践そのものの意味が , 実践の途中や終了後に変容 した り, 変容 し

なくとも気になる存在であ り続けていたことが示唆 されている｡学生主導型授業では, 受

講生の議論内容-の興味の授業終了後-の継続性 とともに,主体性 とい う姿勢そのもの継

続性の保証 をもその授業計画の中に組み込む ことによって,単なる ｢おあつ らえの学生主

導｣を脱す る必要がある｡ KNV実践では,この継続性 を組み込んだ ｢再解釈できる学生

主導型実践｣の条件を事例を元に考えてゆきたい｡その中で遠隔教育が果たす役割にも触

れたい｡そ こか ら, 最終的には高等教育 と生涯教育の接続-の示唆が得 られ るであろ う｡
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K N V に お け る 意 思 藤 通 様 式

オンライン 同 期 テレ ビ会議 シ ステム 話 し言葉 画面上 デイス スピー 画質.音質差

ビデオチャット に呈示 プレイ カ

lP電話 話し言葉 - - スピーカ

チャット 書き言葉 画面上 - -

非同期 電子掲示板 書き言葉 画面上 - - 審類添付可能

オ冒フィン 同 期 振り返り 話し言葉 呈示 対面 対面 作戦会議やグループ間会話非同期 印刷物 書き言葉 直接 - - 自己紹介など

初 潮 釦 ビ デ オ E:-≡,-iI:-.ヤ ㌍甘 -毒

【第4回(1班)】

京大C:｢すいません-｡ちょっと､そっちの声が小っちやいのは=lJ

｢どうしたらいいのかな?｣(京大側に向けて)

京大D:｢こっちのボリュームあげたら?｣(京大C､音量上げる)

京大C:｢ちょっと､聞こえやすくなりました｣

鳴門G:｢もしもし!｣

京大C:｢はい !｣(一同笑)｢反射的に返事してもた｣

鳴門G:｢聞こえますか?｣

京大C:｢はい､めっちゃでかいです｣

｢めっちゃでかいで｣(振り返って京大Bに向かって)

鳴門G:｢先しゃべります｣

京大C:｢はい｣

【第4回(1班)】

教員E:｢しゃべるの､難しい?｣

京大C:｢そうですね｡説明とかしたりするのに時間がかかる｡切れ切れに

なると全体の意味がつかめない=･｣

一一34一･一･

議 論 ⑬ 進 行

第4回 5 ビデオチャット 2 ビデオチャット 2 ビデオチャット
(5/ll-) チャット併用 座席配置工夫 ハウリング

第ら回 3 BBS-チャット 2 ビデオチャット 6 チャット､
(5/ー8､-) 進展せず 京大中心の議論

第6回 6 チャット 4 チャット 8 チャット
(5/25､-) -→王P電話 -Ⅰp電話 -IP電話

第7回(6/ト-) 7 体験談 9 体験談 28 苦痛､多忙

第a回 6 慣れ ll ｢間｣を感じる 13 鳴門1名
(6/8､-) 意思疎通良好 ビデオチャット不良

第9回 0 スムーズな議論を 3 スムーズな議論 9 噛み合わない
(6/15､-) したい をしたい

第10回(6/22､-) 5 ｢まとめよう｣チャットで議論 6 まとめを意識 9 体験談
:/.-=轡 こう

巨 芋 射 デや .:V+.j臣-,(結 ･t:-:,守:I_:周 期)

･ゲ-巨卑-パー不調で､第4-6回はチャット華BBSを利潤

【鳴門1班､発表資料】｢トラブルは付き物だ｡なんとかなるだろう｡｣

･初回は､音声の調整をする場面が多い
- 音量やエコーの調整､聞こえているかの確認

･両大学代表による1対1でのトランシーバー型の華りとり
EF大学内での会話(雑談や作戦会議)が多い

昏,手持ちぶさたになる者もいる

･ビデオチャット接続後の体験談(第7回)は議論進展のきっかけ?
- 3班は第4回に体験談をしたが､議論は勝者

初 期 時 ビ デ オ チ ャ ㌍ヰ 曇

【鳴門1班､発表資料】

ただし､NMになれるまでは､自分の映像が気になったり､相手にちゃんと情報が

届いてるか気になったりして､すこし煩雑な感じがした



電 子 掲 示 板 (オンライン灘 同期) 頂

･即座に言語化できなじヽこと代の補完.

【第5回(2班)､授業終了直後】

京大A:｢書く場合は､そういう自分の意見がまとめられるんだけど､

話になると､ちょっと｡日｡｣

京大B:r自分の意見も､他人の意見も､理解5割くらいの状態です-･(笑).

完全に納得するにいかない状態でしゃべってる｡｣

･まとまった意見の交換(一般の掲示板より情報が多い)

･まとめ(即ちリフレクションや情報共有も含まれる)

【第5回(2班)】

京大C:｢そろそろ終わる､終了だということなんですが｡せっかく掲示板っていう

ものがあるんで､もし､よければ､せっかくこういう風にグループができた訳な

んで､この時間だけじゃなくて､ふと思ったこととかを話しあったりとか､ネットっ

ていう便利なもんがあるんで､それを有効に活用して､お互いの意見を交換

したりして､高め合えていけたらいいかなって思うんで､もしよければ､掲示板

をこれからちょくちょくみて､意見を書き込んだりとか､していきたいな､っていう

風に思うんですが｡どうでしょうか｡

鳴門F:｢そうしましょう｡是非そうしましょう｡ちょっと忘れてました｡｣

間 期 - 非 同 期 鈎 相 互 補 完 性

::ラ

準

1班 京 都 23(0) 33 0 0
鳴 門 10(0) 0

2班 京 都 35(0) 46 1 1 1,962
鳴 門 ll(0) 0

3班 京 都 39(1) 73 7 17 1,567
鳴 門 34(2) 10 1,074

*他班からの投稿､授業時間内の投稿については除く○

チ ヤ ツ 匪(オ ンライン白同期) 盟

･1班の後期のチャット
EF参加の度合いは強かったく個別に分かれたため?)

昏,チャットをするんだという意志の共有や慣れ

昏,ある程度､まとまった時間を確保できた

歯つ他班に対する優越(仲のよさのアピール)

※第9回(6/15-21)の週はBBSに審き込みなし､6/25､28にチャット｡

【鳴門1班､発表資料】r審き込まなくても大丈夫という安心感｣
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電 子 掲 示 板 (オンライン灘 同期)望

･ビデオチャットでの議論に対する調整役として.

監京大3班C､電子掲示板(6/7)ヨ

皆さんそれぞれにとてもお忙しいようですが､授業時間以外の話し合いも積極的に

進めなければこの授業を有意義なものにすることができないと思います｡

･授業でのBBSの利用

E第5回(1班)3-･鳴門から『今日､話したいこと』と題する記事が来て

京大D､パソコンの前でしばらく悩む｡

京大D:｢何を求めてはるん?経験談｡｣

京大B:｢書いて､そっから話がどう展開していくか｡｣

京大D:｢何か短く書いて､出方を見ようか?｣(レスを書き込み)

チャ 撃 睦(オンライン匂同期) 頂

初期のグループ間のチャット
- キーボード共有や不慣れにより､遅延と議論停滞を解消することができなかった｡

伊 グループ内の議論を短くまとめ､やりとりすることの困難さO

野 相手のことを知らない､遠慮という要因もある｡

E第5回(l班)3日I授業で電子掲示板とチャットを使用
一 驚子掲示板(約17分間)で､鳴門-京大-鳴門-京大と2往復のやり取りのみ

- この後､チャット(約20分間)でやり取りし､審き込みがスピードアップ

ー 感想が中心の鳴門に対する不満

一 待っている間に京大の受講生間で行われた議論(いじめや学級崩壊について)の方が､畳､
賢とも､はるかに進む

【京大1班C､電子掲示板(6/28)】

でも､顔が見えない場合､そういう安心感がない分､確認しようとする動きが出てくる｡

そうすると､意外と顔を突き合わせて話す時よりも相手の考えや気持ちが明確に伝わっ

て来るように感じる事もありますO

【第5回3班】-･授業でチャットを使用

途中から受講生の集中力が切れる｡京大内での議論により､すでに意見がまとま

てしまっている｡

豊野電 話 (オンライン洞 期)

･京大一鳴門の構図の打破

【第6回(2班)】･HIP電話でのやり取り

京大A:｢これ､全部入ればいいのにね｣

京大B:｢ほんとにね｡大きい声で､大きい声で｡それ､いいかも知れない｡｣

鳴門F:｢聞こえてますよ-0｣(一同笑)

京大A:｢よかった｣

京大B:｢筒抜けにする方向で行きます｡｣



十 ∴ ∴ i /:'.::;:.'･:;.- '

大学ノ野のコミュニケ-ションぱすべてオニ′ラインで膚威■されていたが･･･

L I,''i:.･､･;∴.

EF自らの振り返り､他班の動向､教員の発言

【第6回振り返り】

教員A:｢･･･受け入れられたっていう感じがあったら､あそこまでしゃべらんの

じゃないか､つていう感じもあるんだよな｡･ - もうちょっと安心感が出てく

るまで､時間がかかるかもしれんな｡｣

【第7回振り返り】

教員F:｢思ってること､ぼろって言ってもいいと思うんですよ｣

【第9回振り返り】

教員A:｢-･ほんとに生きる力を育てたとしたら､薄っぺらな学力の方に結び

つくじやないかって言う話をいっぱいやってたやないか｡あれは一番い

い所の議論だし､本来僕らがここで考えるに値する問題になるわけや｡

-･で､そういう方に議論していくと､彼女の防衛とか攻撃を､打ち破る

ことができるはずだし､本来の学力の意味合いも､僕らが考えることに意

味がある訳よ｡だから､そういう所にまで追いつめて､議論を持ってきた

というのは､大成功じゃないか｡･･･｣

京
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【第5回(1班)】･･･接続持ちの約10分間いじめについて議論

京大A:｢何か話さない?｣(一同笑)

京大B:｢俺､めっちやしゃべろうと思ってたで｡｣

京大D:｢じゃあ､どうぞ｡｣

･ 停 戦 会 議

GF授業前後に議論の進め方について､作戦会議

ナ:学 教 育 ･一､､､

㊨KNV管は多様なツ-捗が提供されたがもそれらにより意思疎通
環境に免荷をかけることで､学生が情報を取捌二行≪という行為に
封してより自覚的になったのぞはなじもか.

･遠隔習ない通常授業においでも､教員-学生､学生間土鈴意思
疎通に封する重要性は変わらない(例免ば､鼠テ♭汝嚢イブの克

服は遠隔のみの現象でならも)o

･例えば通常授業は音声が意思疎通⑳メディアとなるが､十分に検
討され君臣もるだろうか(つまり､経験則により場が成立し竃にもる◎
竃はならもだるうか).
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